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今回錦詩情締路大駄轍鮒鰍

東聾藤野支持問の主主識が初めてi設に紹介せられたのは，鐘の多くの潜水生物と問機ft:,JIJ村多

賀二教控の名著「日本竣水生物製J(191訟に於いてである。そとにはG鍾の内域産都搬の主主識

が闘永されて高と担，その第363潤のお話hem仰〈酬明言郡長）は多分E.jaJimlca.，ま？と鋳掛

鴎oParat旨'PIDJ地lebiaはEの韓に相設するか不明，然して主義教の4擁立今日婚をきたのおく拘

束するととが出来る。郎ち第3656選uえび下器第1閥版の Hゆtageniaはお；dyo制服Syoshidae.. 
謀~8鶴岡，務3G7l湖及び第868閣に示されたものは夫々時帰ruslatifolium, Eph抑制Ila・初 afis・・

及ぴ Isonychiajaponica にf砲ならないであられついで上野議正時±とによって，本邦~蝉難
民幼畠が初めて本｜守的託料及iままる (U蜘， M.-...,.1928. Some Ja.抑臨時 maytl1お開討除

Menl. Coll. Sci.., Kyoto Imp. Univ;, Ser. B, vol. 4, no; 1 ；一1931A,Einige ne也eEph正ト

mer opt.er’ und Plecoptere沿 au昌 Mit主el-Japa筏J釦mot.Zool. .Ja払 vol.l為D（），・ 2;:--rnぷ1札。

Co柑 ibutio悶匂胸 knowledgeof Japan櫛 Eph倒 erop出 ・a•. AnnoむZool.JaJi. votl3, 

no. 3），特に1928年の論著；ま，‘とれによって本芳盛の幼轟が分類撃的に盟系づけられた最初の

も沿である。そ乙ttは肇輔のものをも含めて本多rs産の幼識が持層26韓に盤鵠されーその中

で新種として Rhithtψtgenaja仰tica,Epeorus latifolium, Choroter;Pes trifi鰍刷物，1z1Jmerd1a
longicaudata, EJρhemerella triψina，邸hemerellanigraの8織が記載漆れん筆者も愛7ヒz： 

のニ大与先離者の犠導のもとにヌド邦藍実安締目の諦究者r初bる（：.とと1主eり，喜老に襲主同ti:友つ℃報脅

を舟し7包治宝（Im創減蔀i'.I支.193令…1938,MayfU僻 fromJap翁.ilesetor宮’ t器， E一・IX），’それらi主
その内容tζ於いて，内jt誕の読流産りものが主であり，五分類撃的研究。欝と鱒ったもの.t::一議

かニ属に際定して取扱ったため，未だ録韓日ffet絞ti:｝正った分頼感的記惑を試みる機合を有した

かったのである。掠るに一方でJll村教授の綴鮮持集品，はi殿諾資氏の朝鮮採集品， Ill村穀授・

'8'地博士の満洲探薬品等， e筆者自身未だ調査に出掛けたととの友い地域からの棋本が葉樹し，v

且之を分類務濯するの径が象者に輿へられたため，乙主κ撃者としては初めて野器産自全般に覚。

る分強格的記i£k試みる機舎を得たおであるむ従って；本語の中には筆者が員立に可成争詳しい環

告を11:¥してゐる風込あり，ま？と筆者として初めて実証技ふ友う君主踊る含まれてゐる。記述の内ね

が必Lも肖ーでたくて， jji］手？に掛しでは簡略にするが後者l'C射しでは静ひ訴しくなる擢れがあ
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ることをこ主に諌め書量販与してゐ〈。

*t；~に合む践の端洲・内議古議てれこ樹高下僚の野欝詩幼識は， 20 ｝道路謹類である。 しかし内
地に産する近似麓との議加を明開？にするために，か h る近恕珪の ~flのあるもの試大陸悲のもの

を記載するに先立ってLとま記載し， tたf患のZうるものは之を般~；夜中に力'IIへることによって，と

めJ：自の綜誌をほかった。それでかくの如1皆様縞を許せたならば本認には家主E産時撤践の勢轟，
が22弱76種矧含まれてゐるととになる。諮らばこれで説知の種類の全部を摂識してゐるかと

公ふtt:iJとしてそうではたくて，倒へば Baetidaeや Ephemerellidaeti:場ずる1J、重震の謹類で成

熟幼晶が 5粍以下のものは， まだ研究が不充分でまうるために之を若いたし， また上野欝士。

1928年の論文It:絞れた護持~の幼議7 種の中で， Potamanthus・と C船内初歩es以外のものに

は本協では鑓れてゐたいのである。 もしもとういふ未記紙韓や読書部総聴の会穂役数へた1'J::ら

ば，現在大津器部資験所It:~存されてゐるものだけでも 100 積以上に建ずるであらうこと設参
考までに記して＆し議締のものに穣れなかった醗尚の一つiむをだ諜轄のものは殆んど調受

が出来てゐないからであって，議問ft:は内地花見ぬよ，うtr.東洋語系のものが恐ら〈数十耀類も

産するのでるらうと足、はれる6そして議時とともに鵠持されるのは今後に於ける文郊各地。調、

ぎをである。顧みるならぜ， Jll村教授（1918）が初めて6藷頚の幼識を紹．介されたのが，上野簿

土 (1928）によってい鱒路線類となり，今またその後の10年鰐に約3恨の76種類となって

ゐる仰であるg もし次の10~！＇. ft立に上くこれらφ地域が調提eれた怠らば，少くとも 200 礎を

越すのは課無いであらう。 分知l念特に慈思議It:待つ露が多いといはれる。祭事・も事情の許す践

仇との研究喜~·縦続するぺ~資住を感じてゐるが，それとともにこの未開拓の銭域に進出ぜん
とする有能な義人の出現を期待するものである。分布に関しでも本怒の終りにいさ Lか論じ七

、みたいと思ってゐるが，東亜に於ける野接自の分布相もかくし芳次第に鵠かと1'J::って行〈でる

らう。主主ほffO亡日月かにされた地域と難も，ナべての棲地が探集されたわけではなしまた採集

の学fおも醸しで；誌に偏してゐる之うにJ思はれるから，との意味では北海道や浦鮮の麓類毅につ

いてもまだまだ議事べてみたけれぜならない酷は多いのである。

:Jae.：本1惑に記す底の野揚日幼識のi晶学撃は， 幼品として Z二弘に初めて紹介され~ものであE
る。 給ってその記械は幼轟としてはー磁の紙記設に詰るものと怒さるべきでaうるかも知れた
ーい。しかしぞれが撃に従来製界に翠表せられたと、との君主い幼畠であるといふだけの湿尚で，と

の幼議をはって新躍を設定し，以ってその詑裁を輔の版記載と見殺さうといふととに針しでは，

必しも異論がないわけマは無からうと瓜はれる。一関見品分類祭に於いて，成品の~1譲的特徴
を義母ちとして藷が法定されるのが~主主！J とたってゐるといふ灘rJ1 には，成騒の方が幼識よりもさ

きに持集される機合が多かったためでるるとれ或ひはそれが壌界一般の習？賓と怠ってゐるた

めであるとかいったとと以外に，生長中｝うヨミi土器態rpのものよちも，沿会長むと支柱盤態の完了

した成般の形態に，恐らくどI)UJl華街ご議ひはより鍛；警に護の特徴が草加手で必り，能。えじ弘
金 ・・＂＇と ・：.あぷ.，＿，ぁ…
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分額。酷増設会iまぜるととの方がより合観的マあると考へられる穴めでたからうか。知識もし

«知む種類の鑓識がすべて詳しく解ってゐるならば，卵を持って長~ても幼晶を持って飛でも，

それが新礎に揺するかどうかは或る瀧度まで判定がつ〈とととは忠ふが，そうだからといって

探や坊議で‘新君主投記殺ずるものが生じ一方では之と銀関係i亡成品だけで新種を記就するもの

があったおには，分類惑が諜鉱に結って，後でその整理に無駄な時間を浪費せしめるだけであ

らう。だから一々の報諜についてその幼惑と成品との韻揮を確めた後K，これらの幼織と成品

とま笈ひに比較し会ふことによって，その何れにも寝しない分類法が案出されるたらぽ，之が

設も設ましい議ではるるけれども，資器はそういふわけにも行かないのアごカミら，幼識の分搬に

議準致命〈か成議の卦摂に基準を沿〈かといふととにti:れ払野韓民の分類に於いでも，タミ膝

り偽誇り践識の分類に徹って，分鎮の基準は之を成轟にた〈といふζとに定め，以って認識卦

類穆の常識に合流した三さがよからうと，怠ふ。そしてとういふー完的分鱗そ控む設に，接殺は従

来もそうマあった却し本績に於いてもまた幼轟を訟って薮謹を設定するとと宏教へでしたい

つもりなのマあるが，之を震に一元的分類たらしめんがためには，結局Zこ主に記す隷名米窓。

側々の幼識について，その成品の確められる乙とが先決開題でるムまたそれだItの喜多は， 1111

れにしても政々研究者が梯ふととを常んでは訟らない筈のものでるる。しかしとミにも我々は

賂3棋に織された仕事の少なくないととを知らねばならぬ。

ヰ患者はと vi::J震：授が常i亡深厚なる庇護と熱心たる瞥簡とを受けをる大玲路指3受験f9iタ身長潟村2

~~電コ枇舵，懇切なる助誌をいたピいてゐる上野主主主博士，ま？と絶えや締党i二の俊3主主総って

いたどいてゐる春川忠吉博士（京都帝大農車部昆品製教捜） _tC掛して瀦粧の謝意書と捧げる。初

めにも記した如〈とのー篇の材料となった概本の大部分は，筆者自らが掠築したものでは急く

も }II村教授，宮地停三郎博士（i頼戸臨海賞験所）を初めとい森錦；；：，・博士（京械宇野犬猿事前，超

首諦実民（同上）， f]Jfif~晶寛氏（京域最縮会立中感校入 111崎lf.時氏（泰夫鱒科大串強科〉，水揚ー
，夫氏（新京国立中央博物館｝，奥HI一之助氏（京都帝大動物接戦潜入間磁之助氏（向上〉放び

le加藤奉安氏（描mi航空株式合意士）の採集にか hるものなある。 Zこhle紀し℃その櫛好意をi梁

識する次第である。

援鶴自の分類

野露tlに揺する豆長は，之を大関するとまっの大設な訴に別れる。との群が分類整上の如何

なるカテゴ亨ーに設奮するかについて，激減の悪者とアメ事 3訟の務者どの措H~一致を見たい。

gpち賠測を代表する撃者としてむむ拾ier曾令kingNa仁白紙袋 Bulletin.vol. 7, pp. 195-218, 

1933）は，之が聾flに該繋するものと見織してゐるのに殺して｛アメ哲カをft去する撃者とし

ての N田dham(N田dham,J. G吋 Traver二工R.and Y. Hsu;・ The biology of mayfii<器， 1935)
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は，之が絡に誌詑ずるものと3討議してゐるのでるる。提って Ulmerが蓮昌のプドに配置してゐ

る科は， N悦dhamκよれ江亜科11.:常るととになるわけでるる。一段づL喰ひ遭って来てゐる

のである。

ζの二つのシステムの侮れなとるかは，蝉結良R議の分類の箆際に箆ずるj鳴り，そう葉大tL

問題とも，皆、iまれたい。しかしもし今日の分類事を完成された，その窓味i亡於ける決定的なもの

とえ倣すのでないたらぽ，準者の見解辻 Ulmerのシステムを肯定すみものであらう。何とた

れば， »~·3草分類壌が殻諸して，今日認められてゐる蕗の平副t，霊にい〈つかの種に分けられる

ような持が来ても，蜂韓首そのものo，箆議全鰭に於ける分類感的地位に鰐記者と生立て，例へゐ9

t.rそれが｛出自に合併発tられ，そしてそれが単たる一つの謹自にうI！下されるようなととは，恐

ら〈無からうと信歩るからである。公ひ換へるならば，師勝目の分類的分類感的に成立し縛

るといふとれま，それが従来信ぜられてきた却し個々の分類接的種の客観的有告にその基礎

を持つものではなくして，寧ろ昆轟夏草U.t主動物ー絞り中から識別された，書籍蝉自といふ一つの

l~品訴の彩設にその基礎を持つものと考へたならば，との鰭野良分類の最初の大艇の感殺は，之
友成るだけ分類務的l't.民に近いものとして沿いた方が，鋳3震の強践に射する韓裕者と践すととに

なるだらうと考へられるから守護うる。

そこでむln酬のシステムに従って，議決i.内議古・朝欝喜撃の続蝉目幼識を分類すると，号た

警の3諜日・8耗・20鳩i乙輔入されるのである。 但しむ1語erは Siphlonuridae，を H波町AG玄－

NOIDEA に入れてゐるが，との望書は Needhamに畿って BAETOID駄に移してある。

も

I. Suborder EPHEM糊：OIDEA

l. . Family Ephemeridae 

G佃磁場hemera

2. Family Potamanthidae 

Genus Potamanthus 

II. Suborder BAETO臨 A

3. Family Leptophlebi泌総

Genus Para／，φ神話掛a
G組1usCho.拘te.ゅes

Gent槌 Thraulus

4. Family Ephemerell泌総

Gem鴫 Ephet附 ella 

5. Family C誠 nidae

Genus Cae鈍is

G. Family Baetidae 

G偲磁c'toeon
Genus Centroptilum 
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G組織 Bae治

G邸 u畠Baetiella

実F総獄：今言語．

7. Family Siphlonuridae 

Genus SiphkJnt,rus 

Genus Ison:;chia 

Genus Amelel附’

IIL Suborder沼田TA倍加工DEA
8. Family, Ecdyonuridae 

Geuus 砂飢餓

Genus B裕総

Gen出 Ee，ゐ10nurus

Genus nφtagenia 
Genus Cinygma 

Genus Rhithrogena 
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,1. った顎辻頭部の前端を超えて突出し，躍は務訣設なす………SuborderEPiiEM添加IDEA2 

大顎は短くて撰郊の前端役鵡すこと訟し餌は架設か叉は赫枇のものが集って締役主主

してゐる－………H ・H ・H ・...・H ・－喝ー…...・H ・－ー……….....二........－.……………’H ・H ・－－……………..4 

2. 鰐t主義れて腹背を掩ふてゐる・・H ・H ・......・.~ .....・H ・－－－…，H ・H ・......・H ・....・H ・..・・......~ ..・H ・－… 3

鰐は民症に擦の鐸方に摘がる…一……・山..Fam, Po紘rilanthidae,Genus Potaman泌総

3. 大顎の先端は側酎よ担見？なとき上方に掬って怒除してゐる…

. . Fam.. Ephemeridae, Gen部五治hem.era

大顎の先端は鑓溺より見たとき下方It:向って替歯してゐる.~. 
....... Fam. Ephoronidae, G館協 E衿oron本

4. 欝は扇平マ践は頭部の背闘に位控ずる；絡は：議般のもの〈鱒主義）と締般のもむ〈緑；伏鱒）

とが強会してゐる.....・H ・－…………..Suborder.慰問AGENOIDEA,Fam. ・Ecdyonuridae 17 

韓は議不でなく限は頭部の側方に位議ずる；興は蹄瑛と蘇鉄錦とが観会してゐるか，

又は僻濃のみである； 1掘が摘を矯~1.s:売王者t注すもめであっても9 憾の整会してゐない
ものは大認との中に合tれる H ・H ・.....・H・.....・M ・....・H ・－……7・…… Suborder.BA貯 OID砧 5

5. 足はすべて内外i憾ともに綿毛を有ずるか叉は刺喝を有ずる，.....・H ・－－…...・H ・....・M・...υ・… 6

尾は中央のもりわみ岡Ill~に綿毛を有い外側むものは内側だけに縞毛をとおfずる・H・H・－－…10

6. 7霊・fの欝を有する…....・H ・－……....・H ・－………...・H ・.........・H ・.......Fam. Leptophlebiidae 7 

発 ：本lf8の幼虫；まj乙重子練士によ P従来内地から Polymitan:isjsp.まして一徳義提言さげ季語告されてゐる 〈露華経i

U毛no19318, p. 190) 0 

討4巴
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5 ir又は6f:;J-の鑓を布ずる・H ・H ・...~ ...・H ・....・H ・H ・－………H ・H ・……………………………・・・・・ 9 
τ． 館iますべて同形で二叉してゐる……‘g・u ・丞……H ・H ・.............・H ・H ・－…・・G関鴎 Paralφtophlebta
第1it<D搭だけは他の揺と怒を異にしてゐる……...・H ・...………...・H ・.，.……・…………・.. 8 

8. 第1到の関、は議室f扶で分岐せす勺鎮め鰐lは諜AAでそのうも端が分岐してゐるω ……－

…….. Genus C.知rotert>es

郊1封の鰐は設詩歌マ棋元から27ドi亡分岐してゐる； 1t!!,の僻は漉歌であるが，そり｝務

協には鱒か〈且長いま違法兜越が並持してゐる....・H ・....・H ・………....・H ・GenusThraulus 

9. 腹部第3 詫i乃軍第 7 館上tなる針。鰐~有する…Fam.Ephemerellid11e. Gen四 Ephemerella

践部第1節乃蕊第8節上に6封の絡を有ずるが，そのやで第1封は逗免して捧設とな

り，第2鋳iま腿葦となって建担の鱗を掩ふてゐる…....・...Fam. Caenidae, Genus ・ Caenis 

10. ＊担節の後縁角i主後方に向った設い突鵡となって伸長してゐる＊... Fぉn.Siphlonuridae 14 

各競鍔jの後続角は後方に肉った鈍い縄謡とたって伸長してゐ君主い…..Fam. 慾鵠tidae•l~ . 

u.間lは猿訟で7霊まあり，第1欝から第6針までは2葉からたってゐ‘る H ・H ・－…H ・H ・－－…刊誌

車警は菜棋で7針あるがきを部1j長からaってゐる …………...・H ・H ・H ・－－…...・H ・－－……・・ 13
12.後坦の wingbudがaい……・・H ・H ・.....・H ・H ・：.......・S・H ・－－………………GenusCloetm 
－後壊の wingbudがある・…ー...・H ・……....・H ・…，.：..………： ..・H ・....Genus Centroptilum 

13.尽は3本ある....・H ・‘・H ・H ・－…....・H ・....・...……，H ・H ・－・同H ・H ・....・H ・....・H ・－－－－－…G偲.us・Bαetis

I惑は2本よ告ない……....・H ・...., ....・H ・H ・H ・...・H ・……...・H ・H ・H ・........: ....… Genus Baetlella 

14. 前設には翻意~1.記長宅家具へ告1il榔簡の基鰭tt.線批締役有する・・H・H ・....・H・MG郎部［sonychia

Nil肢は辻義章著な長もを具ヘホ話i縛簡の基部tr緯扶舗を有怠2まい...・H・…・・..: ..・M ・－…..15 
15. 曾Ii主第 1 警告及び第 2 警告が 2~長から註っておる r……………・………・Genus Siphlo.制問喜

一鱗は7封とも 1濃からなってゐる・H ・H ・....・H ・.：..…....・H ・.....・H ・....・a・..4. ・・-・・ ...ρ………...・..16 

16.小顎内楽の頂部i乞噂歓喜どなした諒持がある・…‘・H・H ・...・H・－…...・H・.....・...Gen国 Amelet部

小顎Fl越の頂部に構歓を2ました鈎列がない…....・M ・.........G側部品》teromim縦｛内地底〉

17.尾は2本語うる……，H ・H ・－－……...・H ・－・Ho’H ・H ・－－……………...・H ・－－…….：...・H ・H ・.....・H ・－－…・ 18
尾は8；本ある…ぺ・H ・H ・e’‘H ・H ・－－…・.....・H ・......・H ・.....・H ・－‘’H ・H ・......, ..…山・M ・A・........・H ・－・… 19

18.郷1ますの欝に於いて，鱗菜の；ぢが綿蹴鱗よ告も大きい...・H ・.......・H ・－…・6・..Genus Epeorus 

－ 第1t.tの憾に於いて，郎東の方が蘇訣鱒よりも小漆い…ふれ…・・H ・H ・－……GenusBleptus 

19.尾iま1;J1J毛で教はれてゐる；大額り側総に毛を総生してゐる・H ・H ・－－…...・H ・－－……...・H ・－・ 20

* Siphlonurid高官に混ずる Dipteromintustipuliformisでほとの型軽怒主主著し｛なも、。しかしDipteromim舗
の下阪のか総総決ぴparaglos琶墨付a奪還止をなしてゐ器と ξは， .Siphlonuridi殺の他郷:ttv:にB吾輩tidaeから J
芝生aに本腐を議章者ぜしめるであらう｛節iJ!ffu釦0l931B, pp.毎 216-『219多』問。本溺俊一混一純で哲氏だ内滋以
外かbf主総られてゐない＠
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絡は捌司王で設はれてゐない；大顎の鋳縁には惑をおさ友い…’H・H ・H ・H ・－－…...・H ・H ・H ・刊誌

20.島iま鱗毛で議iまれたのみで，毛喜と患とてゐない；大壊の背舗に撰〈キチンfとした部分

が愛護してゐる…t・g・....・H ・....・H・....・H ・..，.・H ・－……………..........,, ..・H ・..Genus Ecd;yonurus 

諮i主総警で議iまれた地i乙毛を緩急してゐる；大顎の？？剖には成〈キチン化した部分

が建議して~tt.v、司…...・H ・.，...・H ・H ・H・－山…………………一－・…...・H ・－－…GenusHeptagenia 

21.第1射の鱒葉は臨画i乙於いて左右相控ずるようなじとはない；結えた鰐の護連が惑し

設後の鰐It:Iま之を扶いてゐる・H ・H ・...・・H ・H ・－－……………...・H ・......・H ・－－….Genus Cinygma 

筋1紛の側燕はよく強達して，臨画に於いて庇布相接ナる；鵜訣臨もよく室主連してゐ

る…….~ ........…山……………………………………山……一………H ・H ・“GenusRhithrog.軍事za

各種頚＠記載

EP出獄IWIDEA 毛ンカゲロフ諮問

Ephemeridae 毛ンカゲ器フ科

Ephm宣車四唱魁

1.～Eplumi悦唱威川yataEATON 

日本内地の泌incに町内＼＞：；品の幼品は，筆者の今までお交ぜるLなれま，地hemerajapo!;icr:. 

Mc~chlan c Eplumwra sir.信仰 Eatonとのゴ重であって，一つの瀦流叫きいてはよー設に
がl者が上流部イ後授が中流部iて櫨んでゐる。或ひは後者が本谷又は主流に棲んでゐるのにj脅し

て，前者は支出の小谷l'C嬢んでゐる。刻化の季節も活者簡に多少の絹2撃がまうって，前者が初夏

から晩夏に31るまマ，いぐらか越線的犯瀦｛とするのに録して，後者の；容は総務，京都地方では

主として5月に瀦先ずるe

弱者。幼議の態態iまよく議てゐるが， a寵背l'C遣うるflJ入字懇話〉祷e斑紋が， E.strigataに於い
て E.}a/xmicaよりも幸子し〈太い。鞍部下離の八字型誼紋は，反鍛l'CE. Jiゆ•onica tζ於いて

E. strigataよ争も鱗幸子で，執が長〈且漉色である。今一つの虫張主主識別納は， E.japonii:a It: 

於いて辻， E支部第7ti有乃港第9簡の背i溺rp：央に鴇色のー縦踏をJ"l:へてゐるが， E.strigata It:於

いては，か L る議僚が認められないととである。相官に生長した幼品松らぽ，か~ .Q*H濯を見

越すととは殆んどない0J立に羽化防！の党分tc生長した幼品同志を比捜する接合には，E.strigaia 

c方が， E.jatxmica Jじりも身轍が大きいばかりでなく， E.strigataでは，モむ鴇数ある斑紋

が，~l'C wing budの中氏認められるa

とれらの掛種のrp,E. japon~叫が朝鮮｝1J去は大~！主に産するか芝うか誌今の長選tまだよく心か

らたいが， E.s的色rata の方はJll封殺授がその或識を＝~色鮮朱乙 011討， 19,36 Vll6）マ採集して
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たられるので，少くとも北鮮ま守は産するととカ河在貨となった。勿論〈わしく調べるたらば内

地I圭のものとの問1r多少の相違があり，或ひは亜種として認め得るものかも知A1-t;cいが，一臆

之を E.strigataと同定するに不安を感宇るものではたい。胞で山剖浦寛氏i亡ょっで朝鮮から

採集された，一匹の若いEρhemeraJ品幼晶が2医者の手許にあるのでるるが，之を偲りに上述せ

るl誌の識別貼l亡従って分類するならば，それは E.jaρonica tc非らす写して E.strigataである

といふ結果となるのである。そして E.strigataたらば誌に成品の産するととが確められたの

であるから， rm迩ひは友からうと考へられる。
産地。朝鮮全羅北道内政面夫回虫（山田， 1936VIII 16) 

2. Eplwnie1•a U・rwαta EATON 図版 11 童書1圃

Synonym. Ephemera orientalis McLAcHLAN 

日本内地特に筆者の住んでゐる開問地方では， もう一種 Ep!wmera属の野跡がとれるa 特

1r琵琶湖の湖岸では， 5 月頃に多数の洞化が見ら~＇＼..，又 8 月から 9 月にかけても可成り洞化す

る。即ち本種の幼晶は前掲二種の如き混流性のものでなくて，琵琶湖p湖底や，或ひは河川が

山間lから司王地にIHて，品早その漢流性を失つ七了った如き下流部に棲むものである。，

幼晶の特徴は腹部第 7 節）~~第 9 何iの背固に 3 射の黒禍乃至褐色の縦僚が認められるとと，
／~ワ‘服部下回のf,l;f紋がもし認められる場合fC ！土；之が前掲の E.. japonicaや E.strigataのよ

j iιハ字型をなさヂiこ，三献が平行してぬ令」」なbる。そしてと Lで注意して沿きたいのは，

以上i亡述べたようた EρhemeraJ晶の幼晶相互間の識別酷は，乙れが成品の識別にも趨用され

るといふ乙とであり，寧ろ成識の識別賠となるべき斑紋が，幼畠に於いても亦認められる結果，

岡、庁が共通の識別』店を有するに至ったものといふべきであって，乙の拙で成晶幼晶を通巴て本

1品の分却は一元性のJ:t乞立脚してゐるものである。

底で以｝：のような．幼晶の特徴と等しい特徴を持った蝉鵬として，本邦からは， Epheme;a

orientalis McLachlan (Trans. Ent. Soc. London, 1875, p. 168）なる種類が古〈から知られ

てゐた。準荷が今までに調べた内地産の Eρhemera嵐蝉鵬で， E.japonica及びE.strigata tc 

詩常したいものは，背上記の特徴を有し，従って乙れらは全部同一種で， E.or~entalis でるり，

またその幼品であると判断されるのである。

然るに蹴洲産の Ephrmera.風，，，にも，矢張り同様の特徴を有するものがるって，之が郎ち

Ephemera lineata Eaton' (Trans. Ent. Soc. London, 1870, 1871）である。 Eatonの Mono-.

graph {Trans. Linnean Soc. London; 2nd series, vol. 3, 1888）によって，乙の雨腫の記識を

比較すると，同胞はj：日己の特徴に於いて一致するも，唯 E.lineataの方が.E. orientalfsより

も会開として色彩が担いようである。例へば1Yil者の胸部が漆黒色とたってゐる如きFである。し

かしか《のJlllき色彩の濃淡は同一種内の個蹄HUI’乙湿圃と見る島であL，之を以つ7亡i立ちに種の特‘
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徴とはなし緩い。上野博公も ζの賄を疑はれて， trって大；lt援の総本を Ulmer,に縁関された

iらむlmerは之i:',E. lineata ~：同定したのであるが，その様1－：のJm~ も決して Eaton の記

殺にあるような議誌のものと，思iまれない。

とhに於いて上認の特徴に立野ずる間り，との韓議によペコて織SUされる野t骨抜びにその幼轟

は， E.'ori，鶴talis若くはE.lineata のftiJfl-:b•に龍一さるべきであ~， l:二の場合は句通E.lineaia 

によって先取譲れることとなるのである。そして上紀特；誌を示す幼織が， j講演iの各地から採集

されたととは， E.lim持軍taが肱剖U1るらH；本まで分布してゐるとすれば，食器擦問されてよかっ

たととなのでるる争 f患って Hsu,(Peking Na仁 His主.Bulletin, vol., 6, p. 40, 193J）のおhe-

mera, kirine，儲isもその記載だけを見たのでは，矢張り E.lineata tこ同定し搾るので;I'>るま

いかとJ患はれる。 s イ ゐ’

j草地。満洲閥牡丹江省鏡泊湖底（宮城， 1938x 23），関上ムーリン何〈宮地， 1938VII 29人
同上石頭fi!J（宮城， 1938x 25），向上吉村哨敦北 Oil村・宮地， 1938VIII 3) 
上聞東援護Ephemera嵐の誌郊の3稜類の幼識の議加は，之をとも－｝.主要約すれば次の如き検

索去によって示すととが出来るであらう。

東亜底 Epli初従事e1•a 腐幼議の検索混

1. 脱背筋7箆乃議第9~iii亡は 3fltの鍛織がある…….....・H ・－….Ephernera lineata Eaton 

腹背；f)7 f！お乃豆郡9鰐には劉八字型の斑紋がある，H ・H ・－－……………………………...2 

2. 臨管弟7節乃ヨ5第9蕗の守耳

謀背第7節yう蕊第9諾の中央t乞慈宮襲添歪t:r.い，．．．．．．’．．．．香令‘．－‘.........E治hemerasttな'(lUJ抵ato捻

Potamanthidae カハカゲロフ科

本科に惑ずる蝉勝は詫来報脅3れた種類も少なしその上本絡の議中で今までにその幼識の t

判明してゐるのは，故調及び北米に燦〈分布してゐる Potamanthus踊のみである。然るに東

議には .Potamanthodesたる騒がるって，之はむlmerが商交・議鴻等に嵐〈分布してゐる

Potamanthus formosus Eatonなる蝉撤のために新設したものマあるだけに，その幼盆に諮じ

では特に道人の興味をひ〈・ものがある。 l

＊湾内地特I＜：関同地方の河川の11’流部には本科IC脇する野欝の…粧の幼轟が謹んでゐて，上

野博：1:（高1IJ/l~ Ueno 1928, p. 23）はすすって之を Potamanth掲 luteusLinn毛として紀載され

た。：'i{f.符は1934￥の度IC来って，京都加茂JII産の該穫の成騒音と得るととに成功し，之が Pot砂

mantlwdes iこ泌するものでお札 しかも P.formosus とは}Jlj穣なることを~f/1め得た。 この

Potamanthodes鳩が Polanumthus場から路刻譲れる酷は，後遡の沼目庇特に経援の＇：｝；号部 IC認

めらil-る特異性によるものであって，之は待人と雄も繰るものでな
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か〈の虫IIき間服の相違iこ印臨する，何等かの静態上の相越がラとの潟~！：るの幼議相究開tt於いて

果して認められるや否やといふ拙氏関してlむお協ヤら集者は之に議；ふべき何等技極的a磯設
を見IHし符なかったのである。

然るに今岡i描洲及び朝f;.＇（：援の野勝良幼畿を捻ずるに議払そのヰゆるら本科に議ずるものとし

て，朝鮮から一種，浦洲からこ種の幼晶が見尚された。 けれEも上記。知~次第であるから，
とれらのものが果して Polat関粍thusに蕗するか，或ひはPotamanthode喜に語与するかl'i，とれ

らの幼識の成識を得た上でな〈ては決定することが潟来たい。と主に於いて，成議幼識の並行

的分類を理恕とするとともに，一方では幼品分類。案諮鵠題に遊認して，懇者iま饗〈 むlmer

の Potama筏t加desiヒP備制苦uh槌患の霊童るに下げるとととするt 衣に東亜に於ちる Po他・

抑制thus話取に於いて，成金と主主義との鑓揮の誌に確立されたものとして，まづ上組内地畿の

l!otamanthusの記載から弱めs之を基準として，その他の穣類は之と比較ずるととtt:よφて組

殺を鰐現にして行きたいと，患ふe

Po秘書tta1ithus麗

角地の Pottuuant，ゐmi,Po秘書主主αη.tl111ts(Potα似似通t/W(l•側） kam0111ls n.叩．の
詑議

Potamantli撚 ｛Potamantho鼻持 kmnpnisn. sp. 
Me掛urement: Male Female 

Body, leng也 9.0-10.0mm -11.0-12,0 mm 

Fore wing, l租民h .. ; 8.0-9.0 ゃ 11.0 
ヤ今 、

同 .s,l相紳 ザ・5一弘O - 13.0-15.0 

Description. Male :-General colour yellowish.. Eyes small, greenish, intersec総dby 

a brownish band: the dis泊neebetween the ey回： thebreadth of the head出 29:51; 

側 chocell間 ringedwith a brownish band. Pronotum narrowly brownish on its lateral 

margins. There is a median brownish stripe from・ v釘texto出eanterior p泣tof the 

pronotum. Legs yellowish; in the fore leg, apical half _of femur and the basal part of 

tibia brownish, apical end of tibia and each end of the tarsal joints ex•平ept the l描tone 

.chestnut絢brown; claws si『nilarin出efore leg, diss!milar in the hinder legs. Wings 

hyaline, tinted with somewhat yellowish green; cr・倒 sveins, brownish," those in the . 

costal. area bordered with yellowish green and also bordered with brown along their 

upper halv帆 Abdomen yellowish ; each of the tergit部 l c-6 with a semic仕切lar

brownish marking on its side, but th邸emarking冨 ontergites 1, 5 and 6 obscure in 

some specimens ; tergit僻 6-9appearing pruinose : venter without markings. Penis・ 

lob剖 paleyellowish, similar to that of P~ /om.邸内 butin this sped信託 isaもoロtha迂
a length of the e筑間tjoiば ・of the forceps {text・figure 1), while. in P. jるnnosusit is器

long as the舟蹴jointof the for岱開； for℃epspale yellowish; ce詑iand median caudal 
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filament抑leyellowish, their joinings pale brownish in some s戸!Cim母ns.

Female :-Very sjmilar to・ the T{lale; the distance betwee.n ・ the ey部： thebreadth of 

the h総d拙 33:57; claws dissimilar.in all legs; hinder margin of the stemi総 9shallowly 

notched. 

T自主・信仰.reL , End of the• 
abdomen of Potam捌 thu書
(Potan動anlhodes)katm>源isn. 
sp・， male, ventral. view. 

ーT阻む匂ur語 2. .Ri的t
m肌 dibleof the .nymph 
of Potamanthi;s (Potaman-
thodes）抑制蜘払 sp.,
dorsal view. 

’T暫xt・figUl'e 3. Right 
m詩ndibleof the nymph 
of Potan酬 thus. (Po紗
抑制再th哨~.s) formosusr 
dor銅lvi抑．

本廷心主b品は，鑓は鶏e:..’C?＇そのよに 'j}}（己心不はなi比むしζみる。ネ1誌：言；11ζLよ上L仕ξ：・....移e’
位置i乞豆f器の爵い紋があ札その内側κも之と並んで乙れよ静も小さい，斑の2三つの；J、艶紋があ

るが，l これ辻屡聖禦娘部の闇紋と磁合してゐるのが見受けられる。また議議には一献の不定裂

の，濃くは塞摺の紋がある。剣胸背の璃i燃のはみ出した部分は竣色で，この蔀分の内側には主主

仰の離に主主んだ閥紋がある。その中で中央のものはj脅迫Lてゐることがるる。また露；IJll僻Tの紛郊

には横に並んだ三閣の斑紋があるが，とれも1p央のものは消える鱗向が認められる。E抱擁管の

＊央にはたほ二倒。絡を長い班紋がある0 ip胸背の側縁に設ふて，また~舗のi謹紋が並ぶ。そ

の内側に，之よりも小さい三舗の凶紋が並んでゐるが，前線に近く桂設する一関V'Jffきは消えて

了ってゐる髄擦も遣うる。中胸背諮i畿の中央部l'Cは話、聖火ぎたー闘の斑紋がるる。との倍中！掬背

の後裁に一書すの諦E大き訟蹴紋を認l>る。技は淡補色で，各技の腿fぶには二鶴の褐色帯がまうる

が，その内方に位控ずるものは潰える ζとがまうるQ 1¥-l陛筒の？？認中央部には，読ま象に滋ふて－.

卦の糊~：：：三角翠をたした斑就がある。乙の志向躍の斑紋は前1.iに仲ぴる鵠舟があってi 特に第

8 tiii第時刻亡於いてこの鎖向は鮪替である。服部背而の銭1Jt;部にはl狗鏡花波んだこ二舗のノj、殺ι
その外方tt:設φて吏に一紋がるる。

以上の記載は少し長〈なったが，上野博士はJ~f紋については繰り詑されなかったむで，之.t::

議返したつもりである0 • 
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＇~でj：記の P. kat1刷出の幼品と，直riる酷似した幼晶ヵ：石持fI乙ゐるととは，師i乙上野博上の

ii:'.CTをひき，？Potamanthus sρ．としてil己枕された1誌である（前/BUeno 1928, p. 25）。之は

恐らく Potamanthus(Potamanthodes) formosus Eatonの幼晶であらうし叉その放にかくも

附似してゐるのだらうと推定されるのであるが，筆者はとの幼晶を澗化させてみた、粧騒がない

から，と h では上!l!fl~Y-七の？Potamanthus sρ．を一歩進めて Potamanthusformosus ？として

取扱ふ乙とにする。

乙の盛時産の幼品 Polamanthusformos悶？と内地産の P.kamonisの幼晶との相違は，上

野＇hV.上の記載にある虫Jl＜，大顎の一番外側の犬歯か，自，IJ者・tc於いては後者よりもよく、費建して

ゐる乙とである。乙の描は筆者の挿l品（text-figure2及ぴ 3）を見ていたrきたい。乙の酷以

外l乙充分：生長したもの同志を比較すると， P.formosus？の方がIP. kafn!Jnlsよりも大きい。

邸ち

胞の長さ 尾の；長さ

P. kamonis 9.0-10.0粍 6.0-6.5粍

P. formosus? 12.0-13.0 , 7.0-7.5 

Bf紋は両者殆んど等しいといってい h位であるが，少し詳しく比較してみると弐の如き差異が

.~~.められる。

1) P.戸rmosus？には，中胸背の中央部氏一針の長方形の斑紋があるが， P.kamom・sでは

乙の斑紋の現れたものが殆んEたい。

2) fjl胸背後部にあるー封の斑紋が， P.formosus ？では wing-budtc泊ふて仲ぴてゐるが，

P. kanionisで乙の傾向を示す個閣は少ない。

3) 腹部背面の中央部にあるー封の三角斑は， P.f ortiuJsus ？に於いて R kamonisよりも

著しく大形なるのみなら十， P. formosus ？では乙の三角斑の聞にあって， 中央線l'Ci官点、底の

一本の縦保がある。しかし， P.財閥ゅではか hる縦僚は判明したし、のが都Jfiである。

i首淵の Potamα，nthu,,., 

3. Pot仰 u,anthns才師字 削！iI，第2悶

J二記の P.kanwnis並びi乙P.formosus ？に似てゐるけれども，大顎のー需外側にある犬曲

が，乙の二者l乙くらべてす＝っと:t1l小である。胞の大きさは充分生長した幼品で10粍内五13粍

？あるが，金問から交砂る印匁は P.kamonisよりも事ろ P.formosus ？に近い。しかし斑紋

はとれらの近似NU：は大分地ってきてゐる。 1

a骨，闘の”は nymph幼践をti.昧する。
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部ちJ'jl総会告にある三紋は認められるが，その内｛燃にるる三さ小紋辻本確では認められない。副

議郊の~llif納まった｛廷の関陣が之~有し叉2器2型紋と諜認とのnm乙ー，j峰支を其＼るものが多く，中

にはとの小紋が裳~w紋Ir.謹殺してゐるものもある。

会；1wnrの rlゆと主おとある一対の離に長い斑紋l土，本籍でi土銅〈，且その設壊が前1~~irの後韓に

泊ふて外ユさにN•ぴる傾向が務Lい。そしてこの仲託部が，前腕背の鰯；加とあって終に放ぷll協定

持の段後方のものと連車.＇iしてゐることが多い。との持紋ダU.！：いふのは，前記二磁の掛合iこiま三

関の関設であって，そのやでや央のものにi脅える鰻向があると記して公いたが，本被マiま最自II

；さのものの消える鰯舟が強く，それが現れてゐる稿践は諜だ稀でおる。それに本械では関紋が

棋に設ぶといふよりも寧ろ斜めに並んで、ゐるといった方が趨；訟でるり， txほ乙り他iこ前方に一

紋があるので，中央の縦紋のjl-fftHと於いて見紋がmt：＞＇乏してゐるといふ形であ .Ooとの前方のー
紋といふりi士郎i紀のこ轄に於いて，話i綿？？の前部IC•~んださ三較といふ中のγ 外鰭のものに相？設

するのでなからうかと考へられる。叙し本確にあってはゆりと紋そ踏めるととはない。

rfl n怒nの斑紋は，頭部及び前胸背のそれらに較べると，十っと不鮮明？あるが，後郊にある
一針の蹴紋だけは大偲の個鱒IC認められ，そしてとの斑教は前掲穣にきをけるよりもまぐくなって

ゐる。童話隷部中央のー絃も認められる時は矢張か長くなってゐる。 P.forn紛•SUS ？ にあるよう

な，中央部のー訴の長形紋は本麓には泣い。側綾部には二個の斑紋がる争a その内蹄に更にこ

備の斑紋がある。鴻にとの内側の£＼I紋が三額ある例報もある。 ＼ 

肢は腿符Jtとある二個の補色殺の111が成くで融合ずる額向が誌認められ，また鵬怖末端部も褐住

を援する。服怖にはそのや央柑疋 ;1ミ端よりに一端的帯がお争，韓首iの落宇都も亦諦f.!•（：ある。

服部各部の？？副議線上l'Cある三三角紋は，結絞殺還するものもあるが，叉明かに前方に伶ぴて，

’その先端で摘がるものもある。 P. for：仰 1sus？に於いて認められるような中央繰に舟ふた縦僚

は，認められるにしても著しく鎚しその上各誌の節雄tr.就い部分に殻られる。錦方の斑紋は

認められるが両ii捕謹と大差はたい。

路地。諾i'ffl鴎興安市管洗完持〈加藤， 1937VII 22) 

4. Potamα官1,t/l/I締役aa

本醸l立高ii記の3謹の幼品のrf1,Mれによく似てゐるかと云へば，結);lj内地や手接持のものに封

ずるよ告も1~t~i!.Mのものに一番よく ~lてゐるのである。特に頚部，胸部の斑紋は殆んど－jをし

てゐる。！？患の大きさは本種の二むが少し大きく，踏ま毛14純である。最も異なる拙は服部の斑紋

であって，三ffJ紋はAilJiに仲ぴ且つ繍がって，二つのヨ角形をその頂助マ鱗ぎ合iましたような

｝怒と放ってゐるが，との傾向は授に挽!ie河踏のものおやにも之友示すものがあった。しかし中

央議に沿ふた縦僚が，説先討のものでは鵠り費捷してゐなかったが，日f正確ではその護士主が朗る
顕著で，.P. formosus ？を思は鳴をるような立誠な縦の紋となってゐるのであるι
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本経ーはとのお抵によって，前掲議5誌がf窪のものとは分類接的に箆期されるべき≫U穫であるか

も知れないc しかし本場幼患の斑較には，時蒋の鶴諜践に梼設の饗詑が認められるととは，授

に紀し来った！長からI碍かであらうと，恵ふe特にこの場合噂ー荏の紛議主り手許にないといふこ

とが，：事活者として分知事的DIJ障であると断定することそf電器させてゐる理由の一つでるる。そ

れで一寸時つてゐかねばならないことは，！と主！？「本一績は...・H ・..Jなどといってゐる持の穣の窓

抑告でbるが， これは服役iな分知，，.的臆即ち Sp侃iesのことをど意味してゐるのでなくてja本認
でいふ韓類の種であり，一種の幼識といふ意味での械である。！Wちとの種が分類接的にj果し

て S開ci鵠 Iζ古るカ、それとも subspeci佃 iz::~寄るかといふことは，現在の筆者としては明設

し得るi港設でないのである。従って Potamαnthus naaとしたからといって，それによって，

機今誌 naの subs砕d慌たることを視はずつもりは泣いのでるって，唯か〈の如費税脱織に

よって，本種が m tz:: 311!蓄に遊説してゐる杭しかし金〈悶巴では泣いといふととそ示し縛れ、

ば光分なのでまうるL とういふ毅~J.tとニ隷の幼議の分類接的地盤を決定するためには， iJIJ.へば

仰の保築地たる説先河とネ；醸のお築地たる三殺との中鵠地域の分11i調子tの知さをも，コたいIt議

念しいのであるが，先決持舗は拘といっても公立ひの成患の主主較研究にまう忍だらうとe怠はれる。

陵地。浦湖周三江省三段松花江本Pre(JI Iや1・宮地， 1938VII 23) 

朝鮮の .Pota111a＇量iiiuu.

5. Pota.1』tαnth1t.Snl> 闘旋 I，第3銅

本種は上iζ記し？と阻種類の幼織とは大いに異ったものである。．

，鵠奈はさ14.5粍，平22.0粍，閥均は賀補色である。大顎の一番外側の犬簡はうr般とゑ今で顕る
長しその突出部は期授の約2婚の長＜！tr:鰭し，栗色をZまするが，その根沈の約忠分のーは少

しく色がうれ、立との部分には，その内縁］lflびl乙外縁に泊ふて多くの小¢な締役有し，なほ

外縁に滋ふては毛を組悲してゐる。との弛タト緯に浩ふては栗色郊にも，一関乃:ill.ニ倒の顕著な臓

がるる。頭部及びj海部には務境主主顕紋を訣くけれξも，前駒背の110緯はm脱〈液色である。肢
は説淀色で，事者寂j誌も発く，殊に詰完投i亡於いては麓誇とくらべて駿絡が幸容し〈縫い。また前肱

の謝f~ilζ拭 111 のJ~i:tぃ路端惑がある0 ~設に各誌とも長宅を畿ひ，轄に鈎伎の経諦及び霊書籍に於

いて掛著である。・線部にもUJ3械な斑紋は認められないが，背中毅に器ふて談窓様がる札第3

MiJう五！￥Vi節IZ::li.って， ζの淡色僚の甫moこ不明環たがら%：コ鵠づ主の滋殺をと認ゐ誇る額控も
ある。

本碑はそのった切の牙の蒋しい強誌によって，一見宜phoronid関（もとのPolymit滋℃idae）耗

のちのかと店、はせるが，鰐がatむに閥の側方に姉がってゐる貼は，焼ひも注・~ Potamanthidae 

科の特識と合殺する。しかし大顎の排mだけを見ても，オー将軍は金＜J：~誌の般の礎知とは異ってー

ゐるのであって，上野時てfでは曾うてP.formosus ？の大輔の火胸t兇てきへ立がPotamanthus
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に入るか~うかを操って，？Potam耐ilhussp.とされた程であるからして，たとへ本謹が Pota鋤

manthidae耗に議するとしても， Potamanthus議以外のfぜか間のj取と易ずるものでたからう

かといふ考へは，‘首祭謡ってい hだらうと怠はれる。

幼織の~態から成織の形態安猿定ずるととは，一較的には離しいであらうが，本科に長るずる

他の議中ti:.Rhoenanthusといふのがるって，この踊の特設の一つはF惑が二本しかないととで

ある。学び筆者U持べた制本中には純化前の幼識があったので，ミこり話を絡めるためなら妓る

好都合でるると忠はれた。その紡巣，主主識の皮防省と過して三三本の足が認められたe その 111~t.::!ft 

央のものは偽治二本よりも競いらしい。尤も幼惑の皮殺な姐して認め得るものは斑成重量の静態

であって成織のそれで誌ない。だから認成識が成品tr:探態するとき巳 Zこの比較的続い，，l央の

燥を失つですふものでないとは諾fH当来ないのである。或ひはまた本議i主 Rhoe.nanthusとも

奨った，全然今:kでに知られてゐないまうな議の幼識かも知れないのである般しかしNeedham

等（前向， p.278）に従ふと，北米IDPotamanthus.揺に於いてiま，大暫0犬繭の長さは韓類

によってまちまちマるり，また肢の長さも前肢が一番長いような干封罰もあり，中統治：一帯Hれ、

ような種識も含まれてゐるようであるから，とにかく成品が碍られる"tマの問は，本格もおta-

manthus i'C仲間入りさせてた〈のが器設と考へられるさた第である。

産地。輯鮮：京畿道浦JJI邑議灘)II（以lHi, 1936 VIII 10），京畿選抱HI郡背UJI前法7k言語｝〈出向，

1937 VI 13) 

）：）.上 PotamantJiusぬ』」〆λ ピ叫ん入手rたたらしい記述を蹴けてきたから，沿iおふ〈会議約

したつもりで，検索表をと鵡へること主する。

麗E麗 Pot，αmαnth，柑震幼議員の磁紫嚢

1. 犬顎の一番外側の犬歯i主著L＜殻越して牙設となり，頭長の約2絡に建ナる；設は総

肢が般も長く，又喜iiJU交わ腔節は路誌上りも長い。樟衰のま縫紋はPf]械でない・ H ・a・－噌・…－

………Potamanthus幼〈朝群藤）

大顎の…ぜ除外鰭の犬歯は概い；肢は前中校時と向f菜、民前肢の腔簡と滋鰐とは亦崎竜

間長である；閥戎には多少とも明瞭な諜紋を散布ナる……...・H ・－－…，..・H ・.......・H ・..& •• ~・ H ・.. 2 

2. Kil胸？？の中央にiまー針の縦にま豪い斑紋があるカちその後端は自iJ胸？？の後縁11:.滑ふて外

方に｛中長しない….：小………………...・・H ・H ・h …...・H ・－－……………...・H ・－－….~ ~ . ＆~…••••＊•… 3 

喜iJ駒背の中央iとあるー針。縦殺は，その後端が前調？？の後縁に滑ふて外方に伸長する… 4

3. 中綿背のrj1~込？切には－f•rの長方形の斑設がある；大顎の一容タ科財の犬闘は大会〈て第

2 繭に針して~I長老富角をなす‘・＊. ~ ....…....・H ・－－－－…....・H ・Potamanthusfarmosits? （＼常時f¥)

~ rti綿？？の中央部には…殺に探紋を快〈；犬顎の一帯外側の犬鶏はノj、さ〈鰐2務にf.rし

て鈍角をなずいい………………向山H ・H ・－－…..Potamanthus ・ kamonis .nιsp. （内i掛け
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語長i立案分i:f::j;長せる幼轟にあっては6.0粍乃五7.0粍－i:，廷の長さは中央のものが6.5粍絞戎

である♂

以上のような特徴IZ::合3変ずる Paralept，φhlebia舗の幼轟が， Ill村教疫の朝鮮採集♂irJl Iこ合t

れてゐたの？な，之そ P.clwcorataと同定する。 しかしもし内地謹のものとの和議5誌を象げる

とすれば，それは錦部の中央能鎌が，朝鮮産のものでは， 11'N1J'tr1ζ入って念It:太くなるf須向。 , 

あるZこと・なあらうe

謀、地。朝鮮：余繍1111'長習を寺間近渓流 CJll払 1936VI 4），成裁潜舗赴職嶺訟興塁c11r村，・1936

VI 6) 
4、
先に P.chocorataは内地で最も持鴻ti.Paraz，φtopltlebia胤の蜂欝であるといったが，内地

からは本械の絡に， P.spinosa UenoとP.westoni Imanisbiのニ韓議丸本舗のものとして知

られてゐる。そのやで Rspinosaの幼議だけは京都加茂}If鹿のものについて之を臨めるとと

が出来たのであるが， R westoniの方は選鵠乍ら未だに之を稼める機合を得ない窃そして筆者

の探集品中には，内地産の：＊：揺の幼品－c:・Aょ辞iAとのま Lのものが， t.;;V,ま少〈とも Sr: 

である＠ そのlfl治込ら， 分類務約穂と誌めてi芸j護z九ないと忠はれるもの2緯矧を立Eん？，之tこ
2毛L 桝nosα の幼轟喜と加主Rへ7ピ S 極鵠の幼晶の記ifi~ 奇ど， ζの捜舎l亡試みで渓詰5きたL、と.＇11.#t ， ． 。

P.ψin側何 u食NOの幼轟

P. spinosaの成品と P.chccorata のJl：忍と：乙慌の大きさも~ふ L' " J問、‘
ミ） ＇斗＝’々、令

特に商iJ殺の言語懇話i宇都が壊まatちマあるとと訟どは，離が見てもわかる耕越新であるが，ヘこれが
幼識となると，乙の補種l式接だよく鶴てゐるのである。たピ充分生長したもの同志をど比較ナる

議会ならば，タミ張り捜の大きさの拐惑といふととが，総常設欝ti.臨！U霊長になるだらうと忠ふむ

との詩言語の羽化現iJは多少す零れてゐるので遣うるが，守彦ひにして大きい方の sfl!仰絡が先にH~るた
め，野外での殺事には，筆者もとの大きさによる識別j訟を質擦に耗刻して言またので遣うる。悶み

にゆinosa の充分生長した幼識の捷長は 10.0 耗）；~11.5粍伎であるむ 大会さ以外の類惨なは，

桝nosaの方が Clwcorataよりもいくらか也が渋いといったζとも設へそうであるむまた銭背

の第2 節）~ヨミ郊 6揮の中央にある竣［＇.！紋は， chocorata の揚frとは＆封It:，不詳明マはるるが

現れてゐるもの h 方が多いようマ~,Q。症しその削｛燃にあるJ~t紋の方は，鴻んど認められたい。

P.付書ict，α？として関議された幼轟

本砲は前掲コ殺に〈らべると穣懇教が少し立総誕の：：臓が上掩部＊流部iこ槙んでゐるのに

針して，本綴はおf流部に見IHされるか妻そうでーなければ湯水のあるようなy対翠りに見出される

株 五主ヌド泥を手Iナる幼鼠で終i亡跨らない限p，尽の主義さとま去へI!,M-.錫の？毛主ゆ央の｝怠とのやでγ長ぃ：むの
ものふ書をさきと捻Tc
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、、

ことが多い。本uが P.cinctaであるかEうかの最後的決定は，その成品が得られた時1；：：謀る
とと hするが， Eaton（自illHMonograph, pl. 32）の葺いた R cinctaの幼晶とは，その斑紋が

Eう凡ても一致しないように筆者－には判断される。上野博士も斑紋については殆んE記載され

てゐないから，我々は辛うじてその霊（自iJIH Ueno 1928, -pl. ・s, fig. 2）によって之を判断する

わけである。尤も革者はとの識のモデルとなった，川村教授の採集tr.かLる石川勝山中産の標

本も兄てみたのであるが，そとには向可成り楠足されるべき貼が残ってゐるように思はれるの

で，と L1-Cも－1主本語の記載を試みるとと Lする。 J

まづ杢胞の色彩が，自ii二曜と異って淡い。淡黄禍色で遣うる。鯛角は色決〈，車眠で閉まれた

部分が不規J刊に黒くたってゐる。頭頂には縫合綿It沿った患の黒僚が認められる。甚限の内側

に沿った部分も不規則i乙黒くたってをり，それが頁1.：内方に仲ぴて黒僚とたったものもあるが，

との僚は上記縫合線の黒様にまでは建してゐない。胸部は高ii胸背の前雄部，中胸背の前側方及

び中央後部等i亡思くいぶされた部分がある。胞背第2筒乃至第6節は側織に滑ふた部分をのぞ

いて，！:11（いよ：されてをり，そとはまた地色も少し拙いようでおる。乙のいぶされた部分の前学．

部では側縁i乙市ふた淡色の部分が入り込んできてゐるため，少しくびれたよろにたってゐる。

後半部i亡は，二個のはっきりしない斑紋がその中に認められるのであるが，とれは第5節及び

第G怖に於いて硝E明瞭でるるp そして筋7簡ではとの斑紋が非常に大きくなったために，金

~；ヵ；；えi’＇！. l亡 Jlぇ， n佐 N~1i!~Ktl'iかlこm くなワた部分が珪造れてゐる~ f;;;i;K:t」よって』土第4節第5

節tr&6f1[iも怯り黒くなってゐないものがあるc特t乙若い幼晶にこのi凶[i1］が認められるようであ

る。第8節は側縁部を除き全部黒くいぶされてゐるものもあり，また前縁部にー封の大きな撰

色斑を残してゐるものもある。第9簡は第7節同様に雨側に僅かに黒く友つ宇部分が認められ

るに過ぎや，第io簡も亦地色のま Lの淡色であるが，唯その後縁が細く黒くなってゐる。臨画
セは第1節乃王第8簡に，側縁I乙平行して聴く黒くたった部分が認められ，それはその後部に

於いて腿E斑j択を呈する． 協は本属一般の特徴を示してゐるが，その中を泊る黒色の気管が，

制IIかい杭技を少しも1Hしてゐたいととは，商！こ2種と著しく異つてゐる賄である。尾は基部K於

いてn1；禍色を呈する他は杢部淡武補色である。但し若い幼晶では基部が黒褐色を呈してゐ友い
ものもある。惜長は充分生長・せる幼晶ぜ8.5粍）＇；五9.5粍位，尾の長さ 10.0粍位であるー

Parα1 eptophlel>iα，ui 
P. choc01’・ataのがj品K大居よく似てゐて，会胞が矢眠り光j事ある赤褐色を呈し，瑚部及び胸

部i乙bぞいては外硯 iダfiん.！： ~hi者の差異を;l_'f?，めるととが/1-1来友い。しかし腹部の斑紋に明瞭た相

違が認められる乙とし羽化の時期が遣ふとと hから，本程は P.c/wcorataから匹則される，

べきものであらうと考へられる。

即ち胞？？の第1怖だけは，その前宇都が黒くいぶされてゐるけれEも，第2節以下筋8怖に，

' 
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今西：師勝類

;}") E治~mera linea初日ATON(JI露i叫銭泊f初期
3. , Potamanthus nb （籾量下康）’
5, Paral1ip1.妙hlebiach~岬rofa IMANTSHI （李総宇都

li1~日i尽 l

2. Potamanthlls na （滋渋汲匁潟夜〉
4. Paralcptopl1成長お総長く毅滋詮敬滋衆3
6. Thrt抑J繊細｛綴3革派議〉

、
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1槌 総 :ll!:州及泌機関 Jfl7.Jt 主主物

~る迄は， IP.処縁iこ滋ふた一本の縦i壌と，その削側にあって前縁tz::j骨ふた！誕の一つの斑賠とをど

除いて，会滞が張〈いぶされてゐるのである。第9詩的前宇都もまたいぶされてゐるh 翠蕗で

は筋1符乃五節8fijjの中央部民不明瞭乍らも八字却に思くなった部分があり，その様糊縁と

平行して一間の鶴と鮮明な部色の開紋が現れてゐる。尾i主…吟去に淡色である窃京都加斑川上流

の資航でi丸木轄の充分生長した幼葉通が十月i乙得られるaその閥均ま7.0.事も爆の長さは9.0粍

枕である。

7. Paralりが＇ophlebia量，，，，， 隊第ちし鯵4測

底で斡鮮からもうー擁， J：記の種類とは鳴かに期の異った Paral，φ，tophleMa揺の幼描が見

IHされた。 といふのは上部の腫想は掠れもさた閥から受ける印象が， 親愛〈てずらりとしてゐ

．る。も少し詫務会さに云へば，蹴，溺，麗が賄んど詞と錨？， もL.fi昭島かに｝番掘の成い麗がある

とずれは，それは wingbudの膳iなるったのでるる。 然るにヌド謹に於いては前胸の後緯部に

こ0最た輔があり，それから後方は次第に抜くなってゐる。次に地の種類マは，がi胸の側維が

l酬の｛鰍へ接続する臓が，その前科りも狭いの崎通であった。留ちとの接続部崎山

e 少しくびれてゐたのであるc 然るに本報に於いて，前胸の後韓部ちゃ胞の~il維が畿大であると

いふことは，〈びれるのとは挫に， ζの部分が張りIiiしてゐるととを；議時いとのととはその

結束として．立るものlZ::'f恨丹掩殺と；霊つで本間i主将だか1vL.稿文校在いったf:!J熊や！終へるの

-c:あるc、

本径はその他の黙で試P.chocorata tr:よく鋭てゐるのでるる。それで以上の様ゑ髄をc伽砂

rata cの比較であらはしてみると，さたのようである。

強長 霊葉市 前胸後蜂のr1l 錦6腹諾の詩3

chocorata o 6.5艶 l ． 0.8 0.7 ． ． 

，， ♀ 7.5 l 1 1.1 

ヌド礎 0 6;5 1 1.2 1.11 

誤認！海部を走る中央の後色縦保は chocorataよりも史民総いが，しかし明擦に認められる。製

部第8節m;9鍔のffll）縁が後方にが1って線放兜越と怠ってゐるとと，躍の議管から横設が慌てゐ

るととなども chocorataと綾りがたい。しかしchocorataではま事ろ浩えてゐる議会の方が普油

であった， rf1胸背後誌のー踏の淡色m教が，＊種では精ξ場擦に認められる。毅？？各節の中央
iこも一側の法邑IkE紋があるようであるが，その；）jははっ2ぎりしたい。

産地。斡怒琉鏡nn設赴戟嶺 OIJIH,1936 VII 25) 
おi伊おとならV., J－.記 5隷額百 Paraたがφhlebia の検索去を話u＂＇で.~かうe
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車豆麗 Pα1•al匂Jto1>hlcl1la 罷幼轟の強意義

燃は党i撃を帯びたぷ搭色であ争，締を泊る議管は践に細かい技芸~/Ji してゐる・H ・H ・....・ a ・. 2 

彊i土決黄禍色であり，獄、を論る量管は議設を出してゐたい……：.Para／，φtophleblacincta? 

頭部と ｝）｛~鵠とはJq在宅問じ揺であり， Mil!.胞の務殺が~fl Jj{~の側縁IC緩く車はく v:れてゐる… 3

類部よりも胸部の方が明瞭にt1l践し員ii絢の側線がや務の締縁i亡蹴〈嘉は議ち出てゐ

芝草~ ,., 類：車稼撃事

1. 

2. 

る…………t・・........…………....・H ・………………....Paralr:;が噌却ebia地え議器産〕

毅？？第2節より第務部までが，中央の綴保正そのi将織に近く説破する出紋とを除いて，

主主亀裂くいぶされてゐる………………，………………......…….Paralφ地獄ぬia側

提背郷1筒より第6持までは，断裂としてその後織が諜くいぶされてを払その中央
にー鍛治不鮮明な淡色故役務i主ずものもあるが， naのような盟設は認められ主い……4

充分に生対したもの主腫長は10.0耗）'J至11.5粍あり， 2芸春ti:羽化する二：…
…ふ..Para地神hl謝aspi.地saUer.ぬ

充分に生長したもの主艇長l主6.0耗Jj五7.0粍位である； spinosaが想記してT-?7足後

から務先する，..：.；.‘………...・ H・..，・ H・幽・・ H・H・…….Paralφto,会hlebia主lwcorataIm：甑Jshi

3. 

4. 

Cho1•oterp僻麗

i
i
i；
j
E
F
t－

j
 

CJ.時間主crpestrif urcatαUENO 

山1.";Jl-・・i事i：採集の選制躍の幼惑につ

い℃持議されたものでるる。 そして上野捧てむが1928'lf.tて本邦義怒滞日の幼轟の分類に立脚し

て，溌潔された6議の新糧の中で，未だにその成騒が11)1かとなってゐたい機一D輸である。喜善

ち本謹合成盆が明かにされたとき，その時初めて本邦産蝉撒認の分獄事的研究は妻成議。分麟

~.l;J.って分類の基準と主主ず見品分類署長の正織に立持丸誤ってその分類の読ーを完成ナるわけ

でるるc筆者ももとよちこの先成を志してゐたのであるが，主震に今日までに成し議げるとことが

Hi来たかった。これは総来筆者がその支援た研究揚月；？としてゐたよう'JI.,JAl地の山地提流tCLま

Clwroterpe草場の幼晶や，或ひは突にi車ぺる Thraulus）！必の幼轟が靖んE槙んでゐ2まいといふ
との完成をと謡らせてゐた一つの採闘でまうったといへるし，またこの酷から凡で，これ

。ら附！必のも 0は平地穣でる札或ひは下誠惑に数へられるべきものマあらうと~へられる。

かし京都加茂川に於いても Chorote；ゆ•es 掲の幼識は，下q湯船近lなゑると多少は！刊で〈るのであ

るeそしてこの幼晶の充分生長したもの勺は， C.trifurcataと隠接にその関長が5.0粍であり，

C. trifiercataの特徴まうる鰐、と珂と形の問、を具へてゐるから，準君fI主多分とれが c.
trijurcataでわらうと判定したのであるが，慾喜どいへti，高時認の新訴訟根本をと得て，その色彩

斑紋等をも一段比較してみたいのである。それで、参考のために加茂川訟のもの主税彩Ht紋等を

記して＊〈。

し

内

p. 4.0；；ι； ザぬい.l:liH車二i二〈長ii/IIUeno 1928, 

その上

ととも，

8. 



1部 蹄 3証州 2主主議普K凶陸＊ 生物

関？？耐は Paralept1φltlebia'.clio必rataiζ見られるような先揮のある赤務色マ，阻国及び尾辻

色部Eうすし鰐ffJと肢とi士、淡王立鶏誌であるσ草擦にi議まれた部分，前JX，著者の前総議ぴにi期経，

1JiJ拘irのぷ：Jfl!~部が思くなってゐる1U!.I<:, wing budの基部に滋って絹擦な－,W，結が認められ，

そしてこのj出演は 3に於いて宇i亡於けるよちも大きい。腹背は＊蔀とも中央IC喜うる守本の縦僚

ときをその溺側IC近く設留しJllill縁tct脅ふた惑の一蹴貼とをと縫じて抱別損〈いぶされてゐる鮪で

は，：先IC場げた Para／，ゆfφhlebiana t•ζ掠てゐるe 告牢義ど比絞すると S の方がいぷ~れ方が弱、

〈， Sの筋7/iii］主張;rm簡の中央議論に沼ふた部分及び第10怖の加きは殆んどいぷ2されてゐ

ない。この幼盆の今一つの特j設は，各魁節の＊ii品部に諜斑のあるとと及び各贈賄の磁題ともそ

の中央よ事務毛先端よりにー鵠の黒賠があるととである。

との幼議主 C.trifurcataと同議した，しかしζの幼識t::鈍ってそれから成識致務化させて見

たとと治：ゎ、とし、ふだけで； ~在者の採薬品中には貨は .Clwrot，特es 腐の蝉践の球惑が一擁護誌

下流部に相常ずる泌域〈京都府宇治時｝からとれてゐるのである。 もしも誇一地棋に C加静

tc.ゆes｝喝の幼虫が何殺矧もゐるのであったら，とれはその中の何れの成議だかわから友いわけ

であるが，今惑の底筆者としてはC.tri/urcataと潟支起した幼識よ控他。幼識は知らまいし立

とのj走議事と調ぺてみると， C.trifur:cataに於いて認めた臓の特識がちゃんと現れてゐるのであ

る。それ故上総の幼識喜~・c，料furcataとして認める以上，との成識とそはC.trifurcataの成

設にf&t.I:らないであらうと推察せられるの乙今後の参考までに，そのSの特設を簡単l'C.記し

てj;;-＜。

関l主茶鶴色，上認II昆は控赤部マ，下強艇は決紫諜きる・ずある。胸部は充揮ある架飽をと議し，ま

た前理の基？説部－；阻脹と humeral・brace veinとに調まれた部分が茶色を呈してゐるが，と

れこそは幼主主の wingbudの基部に認められた探新町その後の議開設示すものだらう。 脱

は法主立さ己で，各腿f阜の米議会普及びそれに近く設設して，思揚色の斑紋が~札淡ひはこれはも

う黒鶴色帯といってもい Lものであらう治えとれも亦幼識に認められた黒畿の務総したもので

なからうかと考へられるc 腹背に認められる斑紋も主主義の調会と問ーのものでノる札特に第8

鮪）~至第 8誌に於いえご舵明に渡れでゐる。 そして第8箆J'J五第10.f1iilま告が柑t濃くて栗色マ

まうるカち f患の街i土決Wi鵡むの泌さ~t::J：；鳴くいぶしたもりの如くである。尾は肉しその錯簡は基

部に泣い部分では；＇~い。F

さで上誌の内地惑の幼議を C.trifurcataと同定したのと閉じ犠l'L，鰻の大きさ議ぴに憾の

持~a形1r:t法tijちをゐくと， C. triβtrcata と開成~れるような幼識が朝鮮tc もゐるととカち JI！村

教授。掠集品によって明かとなった。また聞東ナliからも一程の Choroterpes掲の若い幼議が環

らされたが，これも本確に持議される。

産地。務鮮：京焼道部主 CHI村， 1936VI 1）／成鏡北端部号訴i村， 1936VU）），総鏡北道
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鴎主義 ffl1史泌 Vil凶隙水 !.ti 物

弓ミ乙 011付， 1936VI 30），成鏡北道合事 (JllH,・ 1936 VI l9）；樹東州：凌水河〈奥Jll,

1936 VI 1) 

Tiu・αu.lits膿

9. Tlt1・aulus，協 関E援し第S警護

本誌については骨って溺搾i定住詰flt,vol. 5; p. 122, 1931）が埼玉綿入間郡山口持療の幼晶を

Thraulus sJ>.として記載された。判事まむな似てゐるが，その観7干の美しい摸毛筆について洞滞

L'I:が記持されてゐない虎を見るん内地涯のものに暫く同定しない方がい LとJ盟、はれるのマ遣う

る。慨は議災禍色て九錦角， Z支， F惑は竣黄色である。高ilJli'.11管i土中j髭背よりも狭しその煎縁部，

側諸及び中央後部は少し号〈なってゐる。中綿背の前鰯部、多少弟〈なってゐる。綾背銘4鯖

以下は前縁と側縁に活ふた部分， Zえび中央紘tz:滋ふた縦簸，その殿様ui:::近く設置してよま前総tr.
tS'ふt，，誌の一議の小斑を除~，奈罷が，m< ，＇ハぶされてゐる聴は Paraleptopht.め1・a閥又はCho：舟
たゆestrifurcata Iと鉱てゐるが，そのいぶしか所謂梨地譲様を脱してゐるので大輝見事である。

視しlf~~央の波住縦僚は後縁にまでは捜してゐない。本種では題部第 8 諾と第 9 簡との倒裁が後
方に純歌突超となってゐるのに鮒して，か］津氏の記載されたものにあっては第7~iiの瑚識も亦

草稿長持組に終ってゐるととは注意に鍛ずるなたほ以上の総裁は…服よ告ない幼識についてたし

たものであるととを附記する。との幼識は充分生長してゐて，その館長は7.0糎である。

立；J~o ~＇.)J ！長針i二道M-T・（4支援簸），誕設工事i坊をける地下水の溺7kより Oii村・山崎， 1933

IX 5) 

Ephemerellidae マダラカゲロフ科

主主'lheli椀 rella車

本lHz:揺する蜂縁日幼換は，筆者の錦ぺ7と蟻叱れま，本弗及びその抵綾地にわたり；fft営揮IJJの
、搾殺があるようであるs しかしこれらのすべてカ丸足して一つの溺 Eρ，hemerellaに含められて

了ふものかどうかとUリ、貼については， t.uま終楽の研究に待つべき識が多いのであって，との
踏に践しYff;'/f {Annot. Zool. Jap吋 vol.17, p. 23, 1938）はさ舎に，内地選のもので，幼議及び

成識の｝移譲と，幼識の生活｝与とに闘して今をでに符られた智識を基として，一つの幼盆成識の

:·ll~1子約分主ri濯を並ぶし， t1f定的i之本局喜~ lrispina groupと nigragr:oupとに分ったかであ

Q。この分j)JHz:錠ふならば， tris.ρinagroupの幼識は，到のi海銀郊に角絞め突組がbる。 !lil肢

の鰐iiiiが符し＜ ~id ·~iでその自社縁にはi事ilrの械を持ってをと与， また話i控室主の求壊にi主主主大tJ.締が
琵述してゐるG 足はみ是正震からオミ端まで長い綿毛を披ふてゐる，といふのに霊をして， nなragroup 

の幼品では，耐の的綾部lt:ffJ続発想がない。前肢の腿却は普通かtXO..はわやかに括本であって，
その前諮IZ:綿をおする土うなととはなしまたi刻版符オミ端の豆大た締は認められない。尾はそ！
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の開；mが剛も又は刺恐ti:取持かれて荷札長い純毛を設ふ議会にはその後学IC.I翠られるといふ
のである。み；綿iまK叫党へ少との分棋に従ふとととする。

• 
t1・ispinagroup 

とこの gr:oupti:越する内地産の野跡qtで地hemerella111.spina Ueno （部i出・ Ueno 1928, p. 

45) と E.basalis Iman包括（Annot.Zool. Jap., vol. 16, p, 321, l937｝との幼識は既に記読

された。 滋でとれらの補題の幼畠に大援よく似たものが朝鮮にもゐるのマある。 それで E.

trisf;ina や丘初salis の記載を譲逗九すことを止して，と：~ ~ではとれらの近似種。をと，成るぺく

ががm や b僻allsk比較して記述することによ控， とれら内地療の縁類の特徴をも同時に明

かにしてゐ1をたいのでるる。
る？” r

kも
じ
』

~ " －τ ..、錯し

10. Eplum却少'ella・triザ幼α銘a 襲警緩 I' 修gE霊

会報的に見て trispinaと殆んE異ら2まいのであるが，襲撃本穫では tr会タヲ閣に見られるよう
/ 

札臨背上氏鍛に並ぶ二列の輔が認、められない。こういった践？を上。線は，範の昆惑の幼品に

も認められて，急流に撃をするー護の趨懸であるといはれてゐるa しかし幼議時1-tl乙於けるか〈

の知念形態上の鑓化が，成品とたった時にもなほその形態の上丸的事かの差異と友づて残る

であらうかといふことについては，飴りよ〈研究されてゐ詮いようなある。だから本語の成惑

をど得たときに，それが分矧型的lさ tdsρbta と問定せられるか，或ひはその瑳睦又i土地方！~＇I と L

て認められるか，或ひは全然別醒として秘められるかは，大盟興味のある問題であるがき翠手守

の現在の立場としては，兎K角本穣はこの料刊のない貼で trisρinaと随別出来るのだから，之

をE.trispina naとして取扱ふ乙ととする。

畿はー敢には実謂邑であるが，話1JB館背の後縁κ滑ふて褐色又は諜補色を呈ずるものがあり，と

の議邑部が多少斑紋競をなしてゐること事遣うるけれども，まづ斑紋といふべき斑紋は無いとい

った方が詰ってゐる。この前Jll~脊接綾部の畿色に友ってゐるよう友｛盟轄では，また rp胸背の後

半部｛説ngbudも含めて〉も議怒とたィフてゐるのが都議でるって，a乙ういふ翻鵠i主従って繍

著な接続むだんだら模接を主主ずるように見える。寵背i土議色で，第長第5の；二潟，時には部6

1むを含めた三部と，第8認とが縫合となる鰭i勾がある。以上の諸誌はtrispi,iak於いても悶級

？あるu 立llの員ii綾部にここ憾の斡が角のように突出してゐる。中央に援する翠擦り上にも－~｛自の

料を生じ顕ICは併せて三本の魚朕ヲミ越が認められる。乙の室長も tris#naと幾ら君主い。 左右‘

のJ4'J.眼のある底は tris/Jinaではーすし？と睦超を認めるに過ぎないが，本穫の中にはこの際語

も角見J~ti:盛り上がらう＆ずる傾向t示すものがある。肢は腿宵He二本の鶴紅帯，限符iの中央に

一本の褐色相，それから附仰の鵠$le~本の補色帯があるが，前総符iの溺色I,和友不明域なのが

：持活である。この貼も trispinaや basalisと晃らないじ 但し trispinaの中には前1際部はもと
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止り， 1f1能向'if姉配布の去泌iとも黒色の騒続突恕をちりばめてゐる倍程が見られるが，本雄i・t./jを

いては，新粒兜認の遣うるのは自~，臨簡に鼠られ，またそむ撃も少ゑいようでるる。 trispina ti:認

められるような態管混2節よ静第7蕗までの各部のや央設掠Ii:兜lHした－J;rの科がゑい塁走は，
上漣の支持く tri：ゆinaIC.射する最大の融制黙でるる。 向本磁の第 6 ｝~~誌第 8腹Miの｛！！~縁は可成

りま乏いも主殺び，また援背各部の後緯も若干の剃毛の他it:，汚成担長い鳴をと以って畿はれてゐ

るc trispina IC. i.bつでも第1J!J蕊第3fおの後縁及び第8Jj五郷10簡の後識には宅が生とてゐ

るけれども，そのやrmの怖の後縁には之を認めるZことが友いむ膜商第2乃至筋8館の各箆に，
trisPina では左右le.－~倒づ主の諸色蹴が認められる治ち本穫ではとの鴻色閣が太〈，立内測に

娘コにする械向が強くて，特にはN~斑の簡が続いて了ってゐるもむもあり，この綾南は後方の鰐

に拾いて著しい窃そしてとういふ傾潟を涼す側間にあっては，第1乃至第8俸の各節のや央に

…封の淡色斑識と，その外方に遣うって商i縁I亡沿った議の一室すの波色斑設とが現れ？.） 0 尾は議色、

で，掛誕の数誌のみが濃位を呈する側憾の多いことは trisがm と鍔設なある。韓長も tri.ゆuz

と略者部様‘なあって，ヲE分生起したもりにあっては11.0耗n3!12.o粍民主撃し還の長容はち純
｛主・c:ある。
朝鮮にはか勾inaは居たいで本種のみを議ずるらしい。向分布i二ともた附秘して会ぎたい

のは， tri：ゅinaが内総及び北港道ti:分御してゐるめに封して，樺2たでは朝鮮と碍じように本撞

ばかりで， tri:捗・naIま－Kも採集されてゐ2まいといふt.~ヒマ遣うる。

産地e 朝鮮：成鏡北道古川 011村， 1936VI 1），誌上；米乙（）JI村， 193GVI 16-・-17, 30), 

向上合添加IH,19'36 VI 19λ 向上設器 (Jll村， 1936VI14λ～威鎮南道赴職轍訟奨翠 (Jlf

本も 1936 Vl 6) 

仁 、L ． ぺ， ーテ？
11. Ephemerella trtゆか協側α，L t 忠弘えな試作にむよ’日＼i （~n

上述の支持〈脱背に：.）｛£ぷ車率デljめ有無t::.以って， triポ仰とt焔;pin,naとをJJUっとすれば，ヌト：

撞もまた併殺inam と荷定せられるべきものである杭 tr{:ψinanaと本援とを比較すると

どうも問ーとは額定し切れ由良がるるのを， trisρinanaa ”として闘関するととにする。

勿論あらゆる詣で Jtぜs(Jinana re.非常によ〈鍛でわるのであるが， ・tris.ρinanaが策鴇色で

あるのに持して，本括は多少赤味がかった鶏色を是するとわその色彩が間金韓に豆りー織で

あるとと及び全般の存善が tris.ρinanaよりも，その頑丈さに於いて劣札仰と左〈弱々し〈

惑ぜられる。 ~Jへ夜長ii肢腿簡の顕毅突裁は殆んど之を綾〈方、又は金銭之を銑私宅の生え方

もi車いのである6 大没さに於いては trisρinanaと大義なく，韓長13粍re.建ずる認のもあっ

？と。 ， 

コド穣titris.ρ＇ina m 主りは制服教が少友いらしし，北群ではtrispina蹴と｝轄に掠集され

てゐる。また ·trisp/.na 仰の見mされてゐない~t務織に於い？で，本語呪 tri:ゆina の幼晶とー籍

， 
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に採集されてゐる乙とは，設意i

jぷ瓦Mllこ於いてもユt争z謹喜と銀集したが（.:tピ明‘ネツプ；今関， 1937VIII 6），事者の経験によれ店

内1t!!.には分布してゐたいもののようでるる。

占1説。璃欝：域鏡北道朱乙＜.111.f't,1936VI16-17），成競市道赴議i認持（k却也院〈山民 1936

VII 24) 
酢－、、
、J

12. Bplwmerella世iG 、 企 踊滋 L f事S蹟

本穫は広trispinatLi立てゐるが，鰭は乙れ上りも小さいのが普設。ある。貌鮮藍のものに

は間続 10.0粍J!I~を 11.0 耗といふような大型のものが含まれてゐるのに重きして，内地譲鰐へぽ

京都加茂Jllのま設締蓋のち引では， 5.5耗といふょう払前者の字分説しかない小型のもゆが含ま

れてゐる。勿議室長した幼議開志を比較して云ってゐるのであるから，ミこんなに大きさが譲っ

てゐても果して詩叫謹でるらうかといふ畿ひが鵡らないでもない治主今の蕗はとれらをすべて

一議めにしてたく上担託方が友い。水種i士北務滋・搾太合なも度く分布してゐて，そのま＆ii~C?

i土9.0粍位のものが最大の脳髄である。尤も閉じ茸枯盛のものでも 8.0粍誌にゑら認するもの

もある。

盟は鴇fちで，頭l道部及び総督に不規則お：淡色斑を現はすものもあふ京都産の事のには樹拐

により背瑚＊央に~；容。頴喜子な淡色J擢擦をと。具へたものもあるれ今まで<lJ.~ぺた惑ではお；f：；~のも

のわ北；；~j立・時｝.＼；りものには，か L るfii~fiまはぶらられない。京芸ぷu~~斗立のよふらふ丸） <J~ .－ 

普法第4，＇，筋 5節及ぴ第8節，第10務である。顕の前綾部に二本の角JI主突鶏をど者し，・• .fl. rf13Jと翠

臨む琴震に今一づ持越がるって，三本の角な持ってゐる霊前主総惑の種類と悶議であるから， E.

triゆ1inaの若い幼議と誤認鳴をられ易い健れがある。 しかL本種では前場のニ本の角；設さ縁組が l

trispina程議長設やや，礎って幅のある中央のう建組が少くともとれらと針等の務さをもつものわ

ように見える。向よく見るとこり中央の突認の先端は， trlspinaに見るように尖ってゐない描
＼ 

合が多い。顕台第i縁は basalisのように拠出してゐたい識で tri.ψ・naに獄てゐるが， ιかし
trisJう1inaのようにそれが揖かな線を念さないで，その中央に議い切れ込みがあるcそして ζの

ために飾雑は二二つの角張った部分から成り立ってゐる土うに凡えるのである。この切れ込みは

内法違のものよりも輯蘇惑のもの弘二きが一般に潤い。ラたにが；践でめるが，緩椅上面に trispina

や irisρinana it:見る£うt;r.；患い翻粒兜諮そ散布してゐたい。そしてそとには髄諸の一番太い

鵠分を蹴切る露の殺繰と，その中央誌を縦走する潟の設鎚とが明瞭に認められるのであって，

か＼ －？＞稜銭は他の様揺には認められないもむであり，それ放との稜線の存在と磁器総裁のJU~た

とが本躍をか・is〆naの潜い幼轟から悦i別する波婆た特i殺と考へられるのである。 との泌総fiii
の一番式いE訟をと横B訴する投融上に，組幹譲治ものでは二三の額主主又は科書~:l-4.：へてゐるものがあ
るが，内地選むものにはかくの如き1出向は認められない。またとの稜線の娃誌が際誌の援縁.~



• ~一一一一…の ヤ守臥… J A町内川船.....，..；¢，＇－山崎ゐ斗 J ～＂・ .，.柑嶋崎凪＂＂町内＿＿＿＿ ，雌 ν＂裕司伽 M 岬叫＇＇・＂－＇品設為－品、山宅跡恥円岬ヂ叫ぶ；

1鵠 義華 3震央i及泌’封建線路水生物

交るあたりに， r：三締）~Jiミ数闘の患い鞍殺を兵へてゐる ζ とがまうるが， とれは内地還のものに

も認められる。 1fiU:.t後肢の鶴市の設掠には向いもが総生してゐる也む黒色の綴毛が認められ

る。肢の斑紋は Mψinaと大関同じである。臨？？の純刊は第2)ぅ；五第7簡に蕊って認められ．

るG とり崩 Msρinaと悶じであるが，日韓その税泌が感くて，牌のあるべき秘i授がいくらか設紋

に陵蓮してたち，そしてこの殺の末端が半うじて認められる程度の綿となってゐる同地智たい。

斡髭窪のものは，緩？？第8；第9詰の設縁及び第7乃五第9f:訂の側縁It:主主じた宅が内地産のも

のと〈らべて，一般に長いようでるる。経iま緩くて鰻長の学会笹，？変色であるが，基部の敷島ijj

だけは淡色ーなないのが管鴻であり，この部分か液色の部分に喜多争繋る島氏一認の議色帯が認め

られる揚合が多い。京都附近でi土，充分生殺したも治会ち 8月から9月に3まって諜集される。

産地。朝騨：：京畿道光臨Oil村， 1936VI 1），全羅北道井邑都内灘盤〈山間， 1936VIII 16), 

．不安T持活態J11部内合（山田， 1937VII 29), 蹴鏡南道赴戦両国｛成地脱〈山田， 1936.VII 

24），成鏡北道吉崎(Jlf村， 1936VI 9），関上朱乙（JIJ村， 1936VI 16-17, 30），向上合事

Oil季、t,1936 VI 19) 

13. Epl回11凶1•ella・f>αsalis. !MANIS：獄

内JU!の E.Irisρ・in aの幼品と朝最初広 trispinanaとi主，去の務'f.rの線鍔のお訴で霊}Jljされ

たの；: t.）るが． しかしかくの虫nき純のイiii！~が，分穎事上どの取度の援態怪奇ピ者するかはその成

ぷ以L.~· " ‘ L·ごなくては1'!J~；；：!', 31~：ないぷ却して t~－＇.小川マち払躍でとの場合と荷じよ

うた関係が加問拾についてもまた生じてくるのでるる。尤も Jbasalisは腹背の蹄列者と有しな

い積額。一つで遣うる。怒らぜ basalisについて問題となって〈る特徴は何かといふと，矢掛り 1

純であれそれ立中央翠援上に突出し？と線或ひは角。；有無といふことにか弘ってくるのである。、

邸ち内治の E.basalis Imanishi o幼識として記議されたものに試，とのが央皐誤上の角歌兜
越は無かったのであるが，朝鮮E震のものになると，そ乙に：立法君主持n長宅建認の稜達したものがゐ
る。議授は初めはとの角扶突起の鮒いものと，あるものとは， tri.ゅ・inaとtrispina匁3との鰯

採の加し分街地域を異にしてぬで，内地麗のものには無いけれども，朝鮮産のものには必や

この角扶持慈があるのだらうと考へでゐた。そして角般機組のある朝鮮産のものなbasalisか

ら磁躍するためにおsalisnaとすることにした。諮るにたまたま朝鮮からも角IIめ窓越の漉挫

してゐたいものがjlf｛＼されたので， との角款突慈のお惣殺識別黙とする以上， Zこれtt・ basalis 

・なあり， basalisもまた basaUsnaと混じて朝鮮に分必ずるといふことになったのであるe

i築地。朝鮮成続I持母赴戦激（Ill伝l,1936 VII 25) 

~－ ~~· ”し
3

14. 均治則，，m’ellal>asalilJ宮川 間際 E，僚7岡

本援は上遥のおば， If.!央l{tl百りこに角，，，；突越を ~jずるの勺，劇部の角蹴兜組役｝比しただけ？

、
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(;: trispf na又はそP近似種と見謀る罷れがあるのである。部'ttr.熔lna系綾むものと， basal：必

系統のものとを見別けるた比には，般の特散を必要とするのであり，そのためには，競務の鈎

伐のl践を以ってするのが遮首と｝~.Iまれるe ~pち basalls系読のものでiま撲部合前裁が鎚mした
コ倒の兜越となってゐるのであって，か〈の卸会特Z設はt泌がna系統のものには認められない

のである。

1.:1奈は trispinanaが trispinatζ聾する如しその形態並びに色容がbasalisiこ賠探してゐ

る。 trisρinaは諸鶏f主であったが，本建はおsalisと障とように薬務色又iま自費補むを滋し孔

trispinaよりも大蕗ザある。頭部の角訣突蓮が竺ノドあることはおsalis11:封ずる識別特徴なあ

るが，と~'Lらの角は It治1Pi,na のそれに比して長大で韮鏡く尖ってゐる。なほ＊皆出土中央、明日ミ

郊の接結が角挟突謡となったdかりでなく，左右の皐陸部の陸誼も角款に縫り上がらうとする

綴海位認められるま踏ま，等ろが説m mに叡てゐる。 basalisを津山見でみると，その中に
中央翠鵠銭。務主主が突起にならうとする鰻向を示すものがあるととから巧へて，先づ中央暇fU~

誌が兜怒して本穣と2まり，その芸大に左おの翠鶴？誌が突超ずるようi亡なるのが）I悶11；・εあるらしL、。

又み；識と認められるもねのijけとも，拾には中央車線部の角扶兜超が柏定規d、なものもあるので．

こうい点、黙で嬬手すが分類接的に梁して}J!J種かどうかを疑はせるものがあり，又別措であるとし

ても補者持分類接的に装だ近い関部にあるととを示すもののようでるる。

そ欠iと的関部の i：開iζ trispina では黒色の車問：i'[I~~越を散請f してゐたが，これがおsalis に於L ‘

て I~ trispi側よりも純であり，本雄に烹つてはそれが ba,salisよりも克に誼εあるp そLて

本穣ではじゅ築費粒兜紛のrpで器部iζ泣い成にあるものが願者な耕に艶ってゐるカむとれは Iris-

Pinaや抑制lisには踏められゑい特徴であり，従って本維を basalisから区別する擦には単に

や：央鰻服部の内股ちた組の翁鰍だけでゑ〈，問時にこの特徴も考慮されるべきである。前縁にあ

る締紙沼〈は牙紙の持制も本穂の方が basallsより長大である。令部控筒末端江主豆大友締；ま

basalisでは鞠節の1/2以上の長さがあり， trisplnaでは殻諮の約1/2桂で， nGでは trisPi匁a

よりも箆lな慨し＇・それが本線 ti:.於いては ba.salis・ よりも更に狭長で，設々線節の2/3以上に透

してゐる。中後肢の臓部JC.瀬容な新維持却をと有しない黙は basalisと時議でがspinanaに訟

てゐる。肢の斑紋も basalisと関艇で Irisがm 及びt出がm 械に私てゐるがー設に不器鳴で

ある。

腹背にm紋の現れたものに於いてi丸第3絡までが議色の地色のま主？，第4争ifiti:.7:発色殺を
右するものがあり， ff,5f：識は一段に説く淡色，ゃには第4J73l第8長iiiが淡色をと援するものもあ

り，第7節は設、色寸，第8誌にはや央iこーっ，その1r.tilこ一つづ主の設色紋があり，とれらの

三つが謹絡してゐる場合もある。これらの訟はおsalis とよ七設して蒸るよ義がない勾臨背iこ蒋J~

を続き，第2乃ヨミ1$7 fijj認にたいて斡のあるペ金設控が鑑かに銭越してゐるとともまた，basalis 可

と轟らない。 しかし本轄の践？？各？容の後維が碍成り長い恐~拡って犠iまれてゐる結は$ • ~~~·ろ
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b出alisやか争;/Jinaiこfitずる主ちも， tri：学inana IこiJ;lてゐるのであって，そうなるととの毛の

長さといふものがfぜか設設fl抑i：と結びういたものでなからうかと親像せられる。館長はbasalis

より和主大きしヰ・r:;・1主19.0托iと建するものがある。悶じ標認のものを比較してみると 2本騒

の方が basalisよりも！’ぷ峠があり，殺って頑強に見える＠

basalisの洞化期が triゅinaのそれに先刊するように，二本穫の籾化現11もまた朝鮮に於いて

trispina naのそれに走行するものと考へられるミ

路地。朝野：：京畿近光F究官制j箆 WIITT, 1937 V9）＇，金属tlllJ設費守〈尚昆 1937v 12），金総
tll三磁器（}111も 1936VI 4），－成銭潟謹赴磯髄松興塁。II村， 1936".! 6λ 成鏡北遊説蕗
けJI狩， 1936VI 14) 

::·• C~ ，＇.勺＜~.nム
嘗毛も。君。agr。1up シ、 、

trisがm group iζ！品さない譲りのすべての砲hemerellaれとの groupl'L包話されるわ

けであるが，そのrJ1-r::筏犯がJ晶と成議との翻｛系が明かにされ，それが記税務みと2まったものは

地hemerellalongicaudata日間（幼畠；際的.1928,p. 42. 成議； Imani耐 1937,Annot. 

Zool. J~p., vol. 16, p. 323）と ・Epheme1官Ilanigra Ueno （幼議；むeno1928, p. 44. 成盆；

Imanishi 1937, ibid, p. 325）との謹か二種類に揃~少ない。 しかも筆者誌と与に，なの group
iと泌さぜるべきものとして，少〈とも丸麓読のがj過を新たに詑耗しようとしてゐるの”をある。

なほその般に5耗以下の小7躍のものが監視謀者の手許にあるが，これらについては他日に譲る

こととする。 さで刃包ragroupといって弓もとれらの紛議を諮斑すると， Eこの .group!'Clま号

trispina groupの示すよう註均一性のj縫いととが寂ちにbかるのでるって，持来の研究特に成

謀議の比較研究によって，なの groupは更にい〈φかの小groupに卦けられるぺ設であらうと

J忠はれるa しかしいまは級品目形鰭だけについて分類~懇めるのだが，その書記轄の隈序!'El主張
乙の groupの絢！別iこ臨するさ表者の見解が，多少とも銭示されてゐる？あらう。

司 F聞も

誌．地hemel"el，福州 騒肢 I~ 純恵 ~：＿ 1 CSl~／J江F、、.f 司『．． 

ぅ、

＊韓は郊の員；！綾部に角欽突認のないζと，前総絡が著しく続準てをなくまたそり論議に線を有

しないとと， 1iil摂錨の末端に長大な轄を殻越せしめてゐないこと等の諸題－εは，以下に記ず

おなragroupの服知と一致してゐる。‘しかし廷が基部から末端まで長い毛者三議ふてゐる製自"t:,

j也のnなragroupのものと兵ムネろ trispinagroup i叫すする接還を示してゐるものである。

認は此禍!'2,J~ヨミi主諸説匂，踊角は談合iである。政頂部にはコ倒の詑jlJ協定議がるるe 胸郊の鵠

線は忍党色m の上うIC{r~畏してゐ訟い， r.iJ裁に践部の側諒もまた繍轄には仲良してゐtiぃ。

頭部71..び綿智ICIま， f;t分により多少の濃淡ばあつでも，特Iこ斑紋と締ずべき棋のゐのは認めら、

れない。但しi羽鶴ZえてJ:lffl~に搬締fI.，患い頼粒を散布してゐるものも彰る怒授は竣色で，臆常i
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に二本の謁色帯，臨吋iには…本の比較的鮮明な褐色帯がある。酎節の器部と末端並びにJKも隷

白を足するω 自IJ腿tiiiの商111線ltt士銀iい綿を生と，接践には毛を総生してゐるが，そのやに桜〈穀

い：：uぃ料が粗生してゐるの治主義認められる。この話はや・議題ii蓄に於いても開設ぜるる。名経諸
にもまた毛をと総生してゐる。設背でiま第4)3至第6t~iiが諮色となる鱗符がるるa 第3乃至第9

i~iの後緯iこはー針の憲章殺柴裁が立をんでゐる命第2箔にも小さいのが認められるものもある。こ

の句題法上から晃ると，線殺といふよ告も寧ろ諾歌といった方が錨明マあるようた瀞をしてゐ

るが，鶴認から之をえると矢諮り練畿に見える。この蒋列の中間，帥ち中央線IC泊ふてllJ成り

まれ冶宅を生とてゐるが，とれは特に都7節以下IC於いて著しいようである。臨節の倒ままは第5

fおから第9節までもが締肢とたって仲挺してゐるが，その中で第8節のものは鈴り鍛著で友い告

が持論である。尾は大艶崩著t.;.，だんだら税様を現してゐる。先づ務部が童話鞠紅色それから

淡位となり，中央部で再び瀬康〈時補色となる，その先はまた竣色とまふ米端部でも一長場

鵡色をさ設してゐるのである。しかし若い幼識の中には，かくの知〈だんだらが鮮鳴でないもの

もある。 11長tc..制毛叉i土議IJ毛を援はたいも謀議から米議まで長い菩を幾ふてゐるき誌は，上誌の

主；I<1l詰ragroupとしてはJ誌に拐なしまたとこの持徴によって本種が nigragroup中で最も

trispina綜oupiと接近した分鎖率的1.11:誌をと占めるものと考へられるのであるが，たな tri.ゅ．側

group のものでは尾を議ふ毛が左容に繍がφてゐたのに封して，本穂ではこれらの~は鴻んど

か｝忍ω上尚にあって，上方をとがlいて生えてゐるのなある。それ般との駅！まちごろよ誌に濁

特のものとも凡徹され得るであらう。充分集長した幼品の組長は9.0詑乃議11ふ給与なわれ峰

山村さは6.0純1.itである。本種は朝鮮から差益撒持集されたが，本手'Ii，北高議にきをいてはう長だ見

1111されてゐない。但し樺太には慶する（精子主小潟寒JII；今濁， 1937VIII 20）。

海域。朝鮮：金側山長安寺 Oii村， 1936VI 4），金関dllJ（森露三・超鑓完走， 1937Vlll 20λ 

不安北詰妙高tlJ君主諒事 Wt乱 1937VII 26入滅綾子詰道訟奥泉〈｝河村，1936VI 6），競鏡

ヰ主選議議 O!lきす，厄1936VI 14), 議議北議うた乙 (Jll村，.1936 VI 16? 

16. Epli初制.m-ella鎗b

拡下に記すJi.稽翻の砂hemerella属幼品は nigragroup中にあって，次の特徴を共鵡に持

ってゐる。それは絡が， trispinagroup又は上記の E.nM の知く器部から:.1~議まで長い毛を

接点ぬようなこともなしさりとて E.nigra又はそれに就い殺額のように，装部から末機まで

刺毛又は鮒唱で強はれて長毛をと挽くのでもたく， l編成そりゃfH1に護5・って， Fさの喜；：学部iま終も又

はりnモで提はれ，後学部はiたとへ務毛又は鴻毛喜とぷi’i生部悶様に兵へてゐても， fAt＜：：の他にまと
い縦二号で裁はれてゐるといふことである。

本種i主鶴は貨祷fきで；薬瀦色乃三廷は護謁色の斑殺をど其へてゐるo＇顕i普及び胸部iこは角JIJ¥又は

詑款の突謡たく，e謀殺は不規制であるが，大哲哉胸背の側線及r.trft胸背中央部の前方及び使｝j

' 

a発
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に比較的斑紋のない決色の部分が残ってゐる。之＇ c封して装棋のf去に喜うる…斑話，部l胸背の前
総泣（ Iとあってお互の問iこ額常の範離を扱いて存布ずるー掛の斑裏書， rf1胸7干の高il{P.g認にある不

設立さな部紋及びrit潟？？のやりお古を蝶懸ずる不規則！な；殺JIJ，：斑等が濃色の部分である。特I乙wiロg

budの3

*I乙於いでも却、める ζと会：m浦Eる。 1主iま？尭貨溺白．で，際待の墓古告に補色砲を兵へ，都節の中央
部には一本の議色？.r1がある。綴郊の基学部も蒋色である。慨f1iil乙は毛の他IC剛毛をも其へてゐ

る。詫背茸rntili乃五第8揮の後維にー訴の線続突鵡があり，第2筒及T.J第9誌の後競にもこむ

提起は小さい乍ら認められる。そして乙の料紙兜超になった部分は淡色・である。腹背第3務ま

・c:・1ま諜色で，締；此鳴慈の外側iζ一個の務を大きな淡色粧の認められるものもまうる奮第4乃議第、

G 又はtlf.1 締まではj変色で， ~ti央怒f菱総ICt背ふてー髄の務部斑を具へ， またその南側に前綾部

から毅めに締；u~兜起の方へ走る補色斑の認通りられる鯛慣があるが，かくの如会主笈較の消失して

了ってゐるものもあるe 1$ B tai又は第7，部8雨Mitま蒋ぴ讃補色を蓋し鶴轄により第9務も

汲た手持邑念品ずることもあるが，一般I~は第9持及び筋 10 師法後急である。第4蕗｝）宝第9怖

の締結は蹴iこ鍛が争，決色で，この仲展都の後総角は設い締訣突越となってゐる。そして第5館

J'J ！ゼ第 9~宗氏長り，乙の鱒畿の仲展部I乙濃鵠色の斑紋がある。この斑紋は特IC第 8簸に於いて

懸'ffrJ，とれば諮 R鍔の中央を扱絡する議官！.~容の組長のように見えるe そしてとれらの伸展部

のii!！！社；骨ば識かいi羽毛が主主んでゐる必臨耐には斑紋がない。応は議貨儲訟で，最先場郊のみが

諜い。蒜i誌に接返した部分κ一二壌の課税部を締めるととはるるが，共砲の怒分に帯型閣を現iま

すE：とはない。器部i乙於いては報い刺もで畿はれてゐるが，、それがや麓でさだ錦IC長い毛に襲る

ことは銃i乙議ぺた語りである。

ぃ本線i土.：Hfと童話沿幼識で盟主を 6~5 純J）吏 7.5 純，持には 8.0 粍に捜するものもある。内地，倒へ

I.！京都加淀川や信州本曾Jllでは，本曜は winterfauna tと揺し，澗｛I!の期鰯は4持論と考へら

れるι熱るに本設に大関同定される幼識が6月1・c，；票龍t（上流地域のとある地から採集されて〆

ゐるのであるω朝鮮では芝うかといふと，朝野からは号たに認す本種の鉱似謹 E:.nba,t定かりが

とれてゐて，本籍のまうIC版背に線列を持ったものはとれてゐないeそしてとの北浦還のも。

は耕持を兵へてゐるので遣うる。尤も朝鮮に E.basalis naぽか参で註くて， E.basalisも醸す、

るといふ事撲から考べて， E.nbの給開に於ける存丞を袈定ずるべき理由もたいのであるが， a

、M分にもこの…伊iだ砂治三分布上から5とても鋒ち俄とかけ離れてゐるの・c:-, ~こ主ぜ球取敢へや

必 iと判定して公いて，他日も少し殺将の集った時IC~I手検討するつもり守護うる。

産地。諾妥H縄県川行市立fPf（奥Jll,1936 VI 20) 

1守． Ephm主主ぞrellατiba 総板東，第14l!'tll.' 

認教は隅租によって…定したい治三中には賠ん＇）！蹴殺の譲れてゐ1iいもおもある。それでlt
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較的斑紋の鮮明なものを選んで・E:nbと比較する乙とにするが，勿論るらゆる酷1乙於いで nb

に非常によく似てゐるのである。頭部には不規則友斑紋があり， Wil胸背は漉色の個睡では，そ

の i'.lii総t.＇~が漉補色で，古1lj縁に沿ふー封の淡色同紋を認めることが出来る。中胸背の自I)縁角は内

地産の nbでは漉色なのが普通であるが，本種では内地産のもののように漉色ではないむ中胸

背中央部を横切る ~I~~蹴斑は本種i亡於いても認められる。肢の斑紋は，nb i乙於けるよりも淡いの

が一般である。 nb i乙於いては臨背筋2筒乃至第9節，特i乙第3liii乃至第8節の後掠に明瞭tt.

料欣突越が存在してゐたにも拘らすち’本種は之を蹴き，第H高乃王第7節l乙僅かにその痕跡を

止めるものもあるが，普通はそれさへも，~if?.められ註ぃ。そしてこの貼が内地産の nb に酎する

本格の最も貫要な同別融であり， またこの賠で本種の内地底 nbに針する閥探は，朝鮮産の

E. trispina na刷が，内地産の E.trispinaに針する閥係と金〈同様であるのは頗る興味を畳え

しめる。腹脊第 4 ）~至第6筒が淡色となる傾向があるのは nb と同様であるが，幼のように
その tに補色班紋を現してゐるものは殆んどなしまた側掠の濃色~Hi第 8 節を除いτ不鮮明

である揚合が多い。との傾向は但し上記の北浦産の nbt乙於いても認められた庵で、ある。第9

fおは漉色を呈する個腫の方多〈，そして漉色を呈する節に於いては，椋欣突起の位世に相官す

る部分i亡淡色の小斑酷を捜してゐる。これは耕i!J；：突－越をもともと献除してゐる第1節に於いて

も認められるのであって，乙の鈷はnbにあっても同様である。ーたにもーワ住意するべき酷はγ

本種の腹側の何1展部の外縁には nbよりも長い毛が認められることであって，先に E.trispina 

naを E.trispina IC比較した揚合，或ひは E.nGの朝鮮産のものを内地産のものに比較した

揚合にもとれと同じようた傾向を認め得たのであるから，乙の傾向は腹背に於ける締列の有無

とともに，もっと研究してみる憤値があるように思はれる。腹側の椋欣突起はゅでは第4節

乃至第9節に亙って認められたが，本種では第3節乃宝第9節に亙って認められ，その中で第

B l:iiのものは他のもののように鈍くは尖ってゐない。込はゆと同様で、ある日開長は7.0粍で

－P
E
P
I
f－－長
p
s
a
i
L

ある。

産地。朝鮮：戚鏡南道赴戦嶺松興累CJII村， 1936VI 6），成鏡北道朱乙リII村， 1936VI 16), 

戚鏡北道被徳（川村， 1936VI 14）。 ’，－、、
'. 
¥ ·-'• ， 
．陶－－－

18. Eplumwrellα，旬1,Qx 間版 E，第13悶

本種は北満及び内家古に分布してゐて，腹背I乙赫列を有する貼では，上記の E.nbaよりも

平ろ E.nbの方に似てゐるといへる。 しかしゅに於いて顕著であった腹部損8怖の仲良部の

斑紋が本確では認められや，反封i乙本種に認め符られるような腹Ni腹面の斑紋は，之を nbt乙

s
i
t
f
l
ι
i
f
L
S
Z
E
E
L
s
f
4
rも
鈴
子
府

μι記

記、める乙とが111来ないのであるから，本碍は nb から恒別さ ~1.るぺきもので司あると；l]

色は禍色乃玉は汚禍色で毒うる。 間部l乙は不現！”な淡色玖I粧がある。 縫合械に浩ふて走る中

央の淡色縦僚は延びて中間背後部にまで遣してゐるものもある。胸1r及び腹背にも淡色の斑紋
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はあるが，慨して不規Jiil且不鮮明である。但し Sの中には比較的鮮明た斑紋を共へてゐるもの

もあって，守主にゆJllrtrに於いては，新i縁部1J1央線IC滋ふてー鮪，依1）銃部にー翻及び後部lζ一個

の談色斑紋が顕著である。肢は淡淀褐色で，腿tiiiにはう反論Ir.抵〈ー闘の補色帯がある。控節i土

器部は補色で，中央荷主末端よりに脳のWiい諸色換がる払紛踏の碁学部及び末端部もまた綱

吉eあるが，とれらの:uI紋が鮮明で設いものも多〈，暦また辛にあっては鑓師の末端部。補生帯
の地に，その1f1央部にいまー僚の祷色~rHとおしてゐるものが多い。観背宿線放策認は第3錆乃
軍第Br;iiの後設にあるが，そのやで第8節及び；fH諾のものは小さいe これらの線放突躍の上

I<= l主蹴毛カ瀬警に生えてゐる。第4館乃軍第的苦の鰯縁が践に防接ってゐるのは婚と関様で ι

あるが，その上に斑紋を銑くこと，特に第8絡の伸謀部にま議紋の認められないこと泣幼に針

ナる相設重要な踏切黙となるものである。なほ｛や接部の外縁に生えた騨鳴が署幹ろ nbaに鉱て

長いことは注意すべきーであって，本謹にあっては特に第4乃~第7部氏於いてこの餓肖はa類審
マあるむ盟罰は決色で．第2館月五第9節に2記る各臨節の離踏に一額づ弘の補色斑識があ引で参

縦列をなしてゐるが，このような揃紋列はnbttは認められないものであった。尾誌基部は競

い剃毛で控はれてゐるが，中央部に三まるとそた第に長い毛を交え，米塊ではま？と細くで短い毛に．

諮る傾向がある。しかし長弔の生え二きは言語二議にくらぺて密で怠い。帯斑を現さないのが普過

で・3うるが，中には末端部に補色干持者と認めるもむもある。また装部だ紗稽者滋色t:塁ずるもの弘

ある。充分生長したものの関長6.0粍乃蕊7.5~宅である。

産地。樺洲同社丹江省牡丹江（JI!村・宮地， 1938VIII 3），間，k興安東省博覧濁 Oil村， 1938

VII 19），悶j：興安北省ハイヲル海水持（）II村， 1938v召 11）：内議古シラムレン（デト濁，
1938 IX 1），内議古西盤底｛今羽， 1938IX 4) 

＇·~i~.· わさ：；心S·~ ，
19. Ephemm•ella 11.F‘ 額板 Z，策11翼民・ 7

本種i土頭演説ぴtr.話i臓背・中蹄背の上tζ瀬箸訟提認を有してゐる惑で，本稿ヰ1に記載された

との弛の Ephemerella誌坊轟とも異たるものでるる一

際立茶濁色乃ヨそれ3鴻色で鏑宅が比較的津~II生えてゐる。 J:誕の突却といふのは繍］葺に…封，
これは E.nM tこ認められたのと隠と位誌にある。 ilii調背，，rド荊背のものも一時づ主で，頭陳

．にあるものと時一芭線上IC.:!l!zんで＇1Jる。そしてこれ‘らの兜認は詑j訟といふよ担も挙る締畿とい

った方がふさわしいもののようである。 1jt約背の兜謡の前側方に設色の斑紋を布ずるものもあ

るが，斑較が認められない偶鱒も多い。各JB帥誌には剛毛を組主主してゐるa名腔節のゆ央禍＝末

端よちに諸色帯がある。政1't那51iii2えぴ;i16街は淡色と充足る傾向が認められる。腹背上の騨i決

Z超越は第2f草月支部9鮪の後縁1r:-f.j-づL認められるが，第9郊のものは憾のものにくらべる
といくらか1J、さい。そしてこの線設兜鋭の光地部は器色安息し，叉その上tζ；mtきの必［｝.ぃ関毛が
続生してゐるjE切fのf糊した部分は浅町時¢t;t，徳間及ぴ第9耐と於いてはその中長部

島 L
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i二 E. 坊に5まられる上うな鶏色斑がある。 fヰ1接部末端の車事法突超は第 3 締YうiliS~~9節に認めら

れるが，その外縁にi士宅でなくて，競い隣還が並んでゐる。腹商は背聞にくらべて特iこ色がう

すいといふ主うなことはない。吊は基宇都は側もで挫はれ，後半は剛もの舶に惑を生じてゐる。

そしてど〈あらぐ瀧ts帯が入ってゐるL充分生時したものの関長は6.0経乃茶7.0粍に態する。

本程は京都加茂川では6月頃に採集され，別i叫請な種類でも左いる

患で本様。特撤t:"Jもへた幼患が唯一~ではあるが輯鉾から得られてゐるのでるるe 強いて調

達濯を求めるゑらば，戟鮮imのものでは前鶏のi税務iと淡色綾様を認め，；？；fcと斡詳述・のものの控

iiiirD隷色替は内機惑のちのにくらべて稽聖その縞が成（＇ il.Rft~事の装部も補et怨ずるといっ

た需に還ひがないでもないが，－~の資料ではそれが朝野産のものに共油の性質かどうかも決

定し乗ねるので、と Lでは内地産Q:>E. nFに問地ナるとととした。
産地。朝鮮成競南端赴戦高原成地院 <UJ喧， 1936VII 24) 

l . ~ CiLC ＇~<J，~＼－ミ．
20. Eph怠1ne,J開 ！lla官もま

ヌド種は背中に渋色縦鎌をとおずる監で一見E,nigra tと裁てゐるが，麗背に斡碍を鍛私また尾

の後宇部に長毛を毅ふてゐる0で，乙主では妙により泣いものとして取扱ふわけで5わる。を

た畿の大きさからいへば，ヨド犠はおsalis（及びその近縁種）， longic.仰向ta, tri~がna （汲びそ

の近縁種｝に号たいで！？警の？えをい開類で・あって，充分f伝授したものl:t!'¥f）粍乃3i12.0托11:iどし‘

足。長さは9.5托位わる。イヰ維は内J也では従来上高嶋 L今凶， 19ぬ Vi15）以外交悦~Ui<:: [lt.こ

とことがな〈，北海道からも得られてゐないのに，樺太のチペサシ潟〈宮地， 1934VI 17）で銀

集されてゐる乙とは，或る綴の高U！昆轟む分布設怒と訟でゐて鋳味深いL往し戟鮮からは耕雲2

3護富に採集されてゐるのである。

報は内地蓬のるのでは法論色，務鮮蓬のものは内地援のものよ静も色が濃く，総量赤~事がか

つてゐる黙は， nigratと掠てゐる。背謂i主可成担謹雑泳競紋t::現はしてゐるが，＊には斑紋の

瀬幸子せない調韓もある。 版部の蹴紋は後で記すが，とれは本粧を特徴づけるも0の－0とし

て， Eの個慌にも認められる。 以下の吉晴Iは内地醸の蜘紋の比絞的鮮明友情認を螺if~にして，

之t試みることにする。燭角は淡色マあるが，朝鮮避のものはその器部がー設に惑色マある。

蹴I立には淡色の不規JNな鰐紋斑紋があ札 i事I)出背及ぴ中綿1すには競邑の譲雑ft..斑蕗乃ヨミ斑紋が
られる。頭部競宮告を鴇じてや炎縫合識はll)j壌に白しそのfとおに頭I取るら溺I}尚rftJ.瑚を稔る

おい艇の良い淡色議僚がるって， この二本の議捺が腹？？第9品•t-:c::；説いてゐる閉館も和故多
い。しかbこの様俸は腹背第3/1おまマしか続いてゐないで，第4館以下部7(ijjまでは料欣%拙

のあるぺ~説詮に｛tYiかに淡色紋として認められるに過ぎないようなものも~仏、また腹背には

誌や決色紋さへ認めや，胸1'frr:t;ぞいても淡色縦保は切れ切れとなって斑紋l法を呈するといった

ようなものもある。 とれらの側向とはほ封n：：，乙の二本の波数縦僚が合致して了って十nigra
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iこ見るような一本6部品、淡色紙艇を潔から鈍端まで走らせてゐ ~.t' う訟ものもある。 JW織の

調識は n紗aのように眠り出してゐるが，＊胸のi協議に nigrak見るような撮れれ穏められ

たいQ 翼手言語警総ともに持及び織もを共へてゐるが，その他li:. trlψina groupのよう左長もを搬

はないで，知もが純生してゐる。臨f奈は一般に色が鵡t瀦〈，特に朝鮮i惹のものはその末端部

が読む・である＆しかし帯班といふにはその輪脚が不欝鳴である。腔節及び謝鮪は競合f九罷鰭

の基部及び中央部に各…懸の綴の成い補色教があり，乙の；ココタの鶏色帯は朝鮮琵のも'1YT:はそ

れが議議色を議するためiζ朗る顕著である。但しとの中で中央にある方の鶏色殺は，．＼接眼僚に

あっては麗tj註えてゐるととがるる。街路は内地聾のもりでは器部設残して補色であり，瓜も

また鶴色であるが，朝鮮産のものでは基部及び末端を砲して滋鶏色を議し，爪はかへって竣色白

である。

腹背の車事朕健記i主内地im，朝鮮蓋ともに之を快いてゐるが，協3節｝；：￥.第8節tt亙って，蒋
欣汐技Eのあるぺ~部分がわづかに陸越してゐて，そのよには隠宅会場f生してゐるのが認められ
る。 i潟地産のもので法鐸の内側に，之氏渋ふた患の技部斑をと認めるが，朝鮮盗のものではと。

諸説ははっき与してゐないs第4諾Jj五第9~jjの綴誌が張り出してゐて，脇謙末端の締続突蓮’
は結〈尖り，とれは錦3館Jjヨミ第9簡に亙って認められる。そしてこの仲脱部l士一設に波色で

あるが，第8f;j;及び諮9節ではその中央部i乙議色の斑紋が現れてゐる。 尤も議~の個髄だ＆

E. nbのようにれM.i0iti1ltH鴇iこ簿色紋喜と踏めることもある。 ftrm主部の外設にはl有地産朝鮮きを

ともに競い錦毛がjlf!んぜたり，ま？と腹背各節。銭韓民毛の主主えるような傾向も本麓なは認めら

れない。織間Itは第2描乃ヨミ第8簡に］王争，各部の踊閣に薄まるの斑賠があって，裂に設んだ斑

紋刊を現はし，この他に錦1館から努8節までの各館。中央部It－訴。薄告の蹴賠と，んその外

側前縁キ争にこの斑鞘を包む識の八字型の鶏説斑薪とがあって，これらの斑鞘群は築工衛のも

Dを詩けば一般に可攻撃明瞭なものでるる0，感は基宇部に時虫色の剛司H：接び，後宇都は剛も

の11li.1c~:1位の長毛を挫ひi 最先端部のみはmかに縫い錦毛を主主やる。現蘇諜や樺本産めものでー
は基部が譲色で戎第に淡色と友り， t持斑喜と認主01.まいのであるが，内地産のものだけはあら〈忠

節目づL拡に期的措が入ってゐる。しかしかくの如き色彩の都議は械類を別ぅ上に於いて，腹

背の料刊の寝室長よりも分額準的に重要でたいと見撮して， ζ 弘では内地援のものと朝鮮，樺太盛

のものと愛国間しなかったのであらが，資際にその何れがよb譲要でまうるかは，終楽成議今比
較研究がな3れるまではわからたいであらうι たぽ本：種にあっても：内地惑のものと，朝鮮産

ギ搾｝...；itのものとの碕には， E.. trispinaや E.nb iと於ける斡列の布無にお:j~設するかし左いか

を別として，之主：：：fl故加し得るだけの有lira酷がるるといふことを註零しておきたいのモある。

産・埼e 朝鮮：成鏡北道内岩 011村， 193~ VI 13），成鏡北道義下（川村， 1936VI 12），成麓
｝持越社？説嶺 011悶， 1936VII 26) 
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Z l. }',j11wm e,rella似総 ． 義重苦従量，鯵17溜

J'J. 1;1こ揚げる問樹立 nigra胤じように，思は；1協会合末端まで刺昭子綿毛で設はれ

てゐるが，長毛をJl.へてゐない。 そしてこの拙で前誌の穣類と異ってゐるのであるが， 乙o

groupの1t表者とし七内ぬでは最も普過な磁顕である産の nigraそのものが，筆者の今去を

1.: ,;1,'Jぺた朝鮮乃至は浦樹立〉器薬品中からは出てとなかったのである。麟序としてtままづ nigra

の；民主から初めるとい主＠でちるが，紙騒の鋒祷浄ないので，その近似織の記載からnigi恨の

特i誌をと理解していたなきたい。 Y

も本穫はnigraによ〈棋てゐるが，会鰻の色彩が n註raよりもやっと護〈て， m匂raは赤味

を t.~l'ぴt＜：.＇梅むなあるのに射して本種の中には紫色をと帯びた濃褐色J~議設紫黒色／；： でもいふべきを

よ／tr.ものが食まれてゐる。戎It:.nなra よりも身額が踊主l王で，路誌な ~Iととの鰭舟が特化箸し

く認められる。そのJ二患に話卒といふだけでたくて身関り熔味が増して丸味t::帯びて来てゐる

ので， nigraよ争もその作りが頑丈に見えjとれらの諮で trisがnagroupへの接近役示して

ゐるが，恐慌から受ける印牧は寧ろ設題自のPeltoperla患の幼品に…番よく鋭でおるといふの

がiEしいであ令長う。 部ち胸背i主特に輔がB置くなってゐて，話i腸背後縁の隔は wingbudの議

部iけをける縞よりも聡いのが普過である。しかしゃ胸背の{fl~縁に譲れのある給は nなra と問ヒ

マあるe 構内は法~iit:玲いで淡黄色でt>lJ.肢は鮒節の基Fド郊だけが少L淡ちで2ちる。腿節の
背後に立金ぷ：'Ai-iU士本誌の方が ni'graよ告も多い。 腹背に並ぶ軒i枇央j認は nigra.にあっては第2

：二ふらおむ：：；；‘；.： •！.＇ ハ ：；－；2，第3,!n 1 f;iioものと裁も小さ＼.r 1!Jfこのでるるが，

；本障では努2，第S，郡4揮にiま境紛i；：；へ立を認めす勺兜然部5儲から締状拘鵡が現立i'Ll:l1して

第9節まで績いてゐる＆しかもその兜離はn伊aのものにくらべて長犬で，やっと立誠に見え

るのである。腹部鵠縁の件授は第4笛h~第9簡に認められるが，この部分は臓部の側携のlH

譲った部づ？と問i藤氏，諦是也が淡く君主つ七ゐる。｛長If隷末端の締欣兜却は第4新月五第6鎮まで

は官会り願著で念〈で，第7，第＆第9~；事のもむが鯨著なある。各部の後韓及び官｛lj縁に緩い舗も

をと犠ってゐる黙は nigraと同様である。なほ本蓮の第9腹fl有の鑓藷1，土 nigraのように左右半．

行してゐないで・，外151'C潟ってゆるく時践してゐる。 出家匁なragroupの他のものに〈らペ

ると綬〈，関長のさド伎に趨しない。色彩はいくらか淡色で，装部マは各E完結i乙黒い削鳴をと其へ，

またとの捌ち設定とてゐる部分が少し諜色となってゐるのぜ帯慌を：｛fずるように見える鯨i穫も

あるが， nigraに於けるような顕著な帯胞は認めるととが／H楽友いeそれから品・後に筆手？の今

交でに見た2毛布主の相手；中にiま， nigraIC｝とられるような，＇II'＊に自穣を現したものが一つも無

かったが， ζの貼もお匂ra~ヒの＊＇遼蛤の一つに！教へ得られる忌なあらう。充分生長したもの主韓
長は10.0粍J!frlミ11.0；粍であって，尽の長さ 4.0粍f主であるι

本経はi有地寸は今起の成本官Jll( JJIP~t, 1935 XII 26 ；今回， 1937III却）だけでよりねら

れてゐない。その澗｛~は内地では nill,ra tz:先？？して学；｛ftc.行はれるら！しい.，＇然るに朝鮮守令
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U季節が可成争議れてゐるといふことは？朝鮮民 ttlflraが躍し友いといふととIt:闘揮してゐ

るので友からうかと考へられる．

路地。斡鮮：金1~ia山J~安寺（HJ村， 1936 VI 4），戚鏑TH埴赴戟畿絵輿虫 (JI付ι1936VI 6), 

成鏡北活設i主Oil村， 1936VI 14），京畿道光政i立滋皇（山岡， 1937v 9) 

22. J:松lW2lWPella仰汐 間絞 E，告書18岡

本謹は1詳強也容ともにが：graにそっく普なのでるるが，議録lgraよりも小型なのとJ京都s

加茂川では nigraよりも少じ諮現期が後れてゐる識に相違がある。本語の成品がどん君主＃撤

であるかは知語れてゐないが，それもまた単tr: nigra を辺、~＜し？とに綾容ないものであると

してもこの身臓の小さいといふ特徴をとらへて之を nな憎から箆別し得る可能性まひはそ

のことり合玉虫性に泣いては， ζ の議告と何等鍛告なきものとa思はれる。 a筏筆者の採集の盤騒
からいへば，本種は nigra程It:倒髄教が多くないよう切であlo・
色は nigraのように赤尾長湯苦かった褐色マ， f器績に主って多少の謹設がある。 内地譲むもの

は今までに見た鵡擦の全部治丸一背中に政僚を布してゐるが，織決l産のも障には之をと却めたい。

，白ll腿熊の後宇都Ir:は黒い擬モが環肢にさ主じや鑓節及び後腿簡ではその後識に滑ふて黒い剛毛

が並ぶ。ま？とすを控部κは波色の畏くて設い附モ河をよもへてゐる。腹背の麓刊は第2節乃港第9

待iと認められ，そのま；きで第2,:if!;3，第4，怒9ti!iにあるもりはFふさい。側勝の議担問しは錦4館

}'.!"Ji筑 9 誌にご：~）ら J,1, 'ill)；誌のす＊訟でと：

で・nigraと異らaい。窓際i南洲還のもの！ては服背の隷列j線上に髄色部がる担i純列の中部部
cそ0外務とtr:i変色部が認められる。そして箆にその外方に謹邑の溜棋が縦に並んでゐQ。腹
掛は色決く， I革期惑のものには第2詰｝1;道筋8簡に：！｛り，各節の左右爵舗に謝色の1J、灘議員が認

められる穆以上のような斑紋は内地産のものでは淡いか或ひは清えてゐる。廷は鰻f迭と時ξ開

巴位マ，ニfi事日待i亡淡色の雑毛を畿ひ， また殺識の入る傾向。·~る芸誌は nなra c祷設である
が，関毛は nigraよ担も鰯くで寧ろ斜毛に近しまた殺識は鮮明でないのが；費織である。充分

議長した込の L関長，京都加設Jll識で5.5粍乃3l6.0粍，浦部i謹むものはこれよ担績を大きくて

7.0 l引まである。

産地。描洲凶牡丹江省石創作if（説治瀧iiff入河）（宮地， 19路 x25) 

23. Epl主mnerellα鈍4協 関統董if事16濁血今

本綾は'Jf'1jtlq~1鵠の入ってゐる貼で nigra t乙似てゐるが，ι会務別の種類と浮きへられる。 i弓

地からは詑JI&されたとどがなく，謁淵からもまだ－Jlkよ担得られてゐ君主いad以下の記載はとの

ーー認の掠＊によるものである。ー

慨は紫がかった樹色で践認も背部と殆んさ幾らぬ色古としてゐるミ額商iから艇端土台背.，，娘役
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，，.話 ： 蜂蟻議 ＇，長 伊少

14 

!3. 仰hemerella泌x（満洲博克j議長表｝
J；民、 E戸hemen!lふ問faIMANISHI （級車Y必波霊長｝
17: Ephemerella nax （務員手光峻厳｝
1宮． Cae11is抑μ （郎社時ti体？餐〉

器援護

19 

14. EpJw開1erella泌a（務総朱乙盗3
16. Ephemcrella側 z（滋言語均成問股）
18. E安hem事問Ila明ay（泌革連喜三露呈泌滋〉
20. Caenis 11b （鶴市川辺Lぷltlfl長j
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走るn色の蹴僚がある乙とはll'Hζ述べ？とが，その般には滋紋がない。頭部及び胸部iζは小さい
漂い'l-lfi殺をとj投釘してゐる。胸部のi!!Uおま nigraのように駿立って仲践してゐ君主い。従ってま

た中Jlf4背君！~拾にも犠れが認められない。前隷部の米端部iと匁尋問のような境款の賊毛列がな
く，又t手法誌の眠仰の後績に nigraのような鱗毛を生じてゐない。腹背の純政発議iま第3節

乃至第8(i苦iこ認められ，その昔話i之裁い剛毛を生とてお「る。 nignでは第3節筋4節。提蓮i主

小さくて本犠箸でるったが，本穫では第3W第4t:おのものも願著である。之に成して nigraで

は第9部It.:矧著友突藷を認、めたが，本種では第9符He金祭突蓮を快い寸？ゐる。盟関の｛中臆部が

第4詫i乃至第Btおに認められる乙とは nigraと閥横で革うれとめ部分は色積ミうずくで，附も

で接持げられてゐる。部議の斡訣兜部は第4箆JlJ至第9障に誌、ゐられる。 nigraで・はこの提起

が第5節から務〈顕著となるのに撃をして，本種で法第4~Iiのものも顕著である。絡は基部は撞
色で，後学部i主主食第i乙挟也となってさまり， ヰ持斑を議してゐ泣い。 各選絡に nigra.のよう1.r.織

もでたくて，細いしかし乍ら nなraの蹴毛よりもいくらか長い臓の}fiJJ恐を生とてゐる。 この

詑殺に渇ひられた鶴懇は謹長9.0耗，.＂長の長＜；；・ 5.0粍強でるる。

蓮池。議開蹴興安来季it事克欄 (JIJ村， 1938VII 19) 

24. Ep／，品emerella仰げをiIMANISHI 図版 E，第15滋

E. rufa ！主的地棄の小津！なEρhemerella脇野鰭中では最も時鴻でる払また倒閣教の多い

ものである。その幼議も埼と見詰ぷういて;J;i/c. If:>ーをあったが， 1937年7月；こ豆払京都加茂JI)

産のものについて成畠を菊花せしめ，果してそれが ruj汝の幼轟である乙とを磯めることが悶

来た。；本獲の分布については，北見頓BUJJI（今支払 1937・ VIII 16）で捺築浅れてゐるが，持太

では採集されなかった。また議鮮から叫探議されてゐるが，今の蕗では瀦捌からは知与れてゐ

友い。

ネ：設の幼織は樟は赤謁告］~~府議機色でちる。鱒角は談合，で蟻節は噌褐色，それから中央部及

び先壌に泣い部分に二錆づL蹴いてB言語色を議ずる簡があって，そのために欝角には二個の帯

rt.踏ま現れてゐるが，とれば上に記したどの種頚にも絡められ左かった特徴である。鶏部の側織

は張り出てゐたい。中央縫合綾は頭部・胸部主総立て明瞭に決色をゑし， 'II.隠その／£者IC日本

づ Lの椅t輔の淡い淡色縦僚をとおしてゐる鮎は E.nN に鋭てゐる。 しかしこのー舗の竣紅雛

俸は平行せやは，頭部で棋がり後：｝jへ行く詫接近してくる傾向がある。 そし℃中胸背後部マ

ばj従符が合して－＊となってゐるような鰐殺もある。一般にこの淡色縦保の外縁に接する部分

は設色と友ってゐる。騎背では乙の~t-c，総劇背のがl縁角花淡誌の班紋が認められ，特tz: 漉胞

の情聴に於いてなの斑紋辻霊童著である。報鮮産のものでは部i胸？干の後縁角にもまた淡稔の斑紋

を認めるが， ZこのI;tl紋は内地援のものでは不明境である。肢は波色で，各鎚怖にはコ畿の褐色

恐があるようでるるが， ζの鶴色挙法多くの掛合機会して不規則お：蕗毅訟となってゐる。＊控，
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f者の応部iま樺色で，中央部iこーヌドの議色舎が入って公り， E書誇の薬学部iとも鶏色教が認められ

る。 1.ttま話｝鑓簡のう友2都立くには nなratとえられるように思いt~J1J毛が境設にき:ircr..t，、またけ1麗待及

てJ’後服仰の後続ICは比較的長い剛毛を生じてゐる。これらの制毛のf患に路島iii.臨時前俸ともに短

いおII鳴を生じてゐる。

廊？？設定る患のー舗の波部縦僚の鰻創立，腹部IC入って，第 4 筒J!I~筑 6 節低まで延びてゐ

るものもるるが，ゃには初めから窃れ切れとなって各按背上に－j.J-の斑麟として問、められるも

のもある。そしてと0ような顔絵殉が第9諾t-e完全に総ゐ与れるような議合l'C，朝鮮麗のも

のでは第8館第9諒の斑識が特に織のものよりも大変いりが普通である。内地患をのものでは第

6，第7，第9節の斑舗は悶えて、第8詰むものはJ織る傾向がある。また謀管にさを議議黙の護れ
てゐないよう1.t個慨もある。 腹背iとは耕刊を般会，倶1）緯の張り出しも鱗務マi主主い。 しかし

後総角の突起は第4節J!I道筋9鰯i亡亙って認、められる。各市の側線及び後鰍に艦い臨毛が並ん

？ゐる護告はFちま也遂と斡鮮議との践に挺りがないeそれから各節ゎ前縁角及び後蹄角に部l胸背tt

於ける議会と跨立ような淡誌の斑設があって，そのためm~＊~の中央部はTl支 E. nbに認めら

れたようた褐色健在現してゐるりである。腹治iiま？？務よりも色務とうずく，第6熊J!I玄第8館

、の中央後縁に接ずみ臓に，一個の明境な談鳥議主請がるる。そしてとの議黙は後方に延びて三たの

節に入りこむ傾向があるが，中にはまた高ii方にも紙v:て，第2 節ーから第 9~容に亙る淡色諮捺~
2註してみるようなものもある。尾は淡色で，日以内には鋭い刺 'f;~披r;., ~二の刺三Et土 f~ ：＇f：郊で

設いくらか長くなる鱗向がある。経し末端の制；li.Mii土料毛を銑き短い制・i?:a:.生十るのみな必ツ

て，そのやにーニ館経fちを革まする箆が入ってゐるのが普通である~ e 

本麗は京都加茂川では4丹から9尽に3まって諜築2される。 そじて8,9 Rにとれるもの弘 中

には尾の中央部に輔の成い鮮明左培補怒り帯慌を手ぎするものが擦ってゐるのである。最初球Zこ

のようなものは随別してゐたのであるが，閉じ時季iζ向と援用から橋懸をおしないもわもとれ

るし，とり帯斑の有線以外には用者聞にやI等の差異も認めない上に，むの季節にとれる成識の

！遣に，との讃斑め有無に野比せしめ得るよう主主二型を蕗別し難いので， ζの帯斑は rufaの3連

盟の＠J惑に務れる一つの form に浩容ないと考へ？といむ寸るる。またとの1.1~斑が現れるのは悦

とも樹揮がない。そしてとういふ事資が遣うるから，先にあげたE.nNG揚合にも，肢の＇.＇I~斑
のお無’だけで税類愛分けるようなととをど見合はせたのであ－？＞o｛設しぶ議も北海道や税鮮で涜採

集されたものには：：r~斑が認められないじと設附記してたく。

本植の成iltih(Annot. Zool. .Jap., vol. 16, p. 327, 1937）ではお出るものと，夏/l＼るものとのIll!

I＜：，大きさに都議のあるととを法：なして本まいたが， ~J識に於いても勿論之にmu臨してゐるわけ

なあって，充分生長した；／J患の競誌が交のもの・c:i主6.0ffH主役続大とするが，在ICは7.5~·：創立の

ものがとれる。しかし5汚頃にとれるものは氾に，静斑がなくても摂1・と語長の小浅く殺ってゐる

めが普油である。γ
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草地。朝鮮；京畿i務先竣≪JJJ村， 1936VI ll, I奇上発段i遊説累 (Ll1認， 1937v 9），金畿北議
内経由器；長！低下 (111おl,1936 VIII 17λ 域畿北滋米乙 <HI狩， 1936VI 30) 

号たに今までに芸品ほされた来援護地liemerella誕の幼識18議の検来炎を掲げておくむ

議話議 Epheuuwella属幼織の検犠寝

乱 調心部i諒部IC角IJJ~突鵡~:-f'J・ずる；前腿怖の前総lζは部山の料をと立をべ..1iiJ陸部の末端に

は長太在料月；！ぇ兜越がある….·.~.........・H ・.....・H ・...・H ・桶H ・H ・－・吻H ・H ・－－－……………...・....；…. 2 

到の前縁部』ζ角蹴兜組~~iさない； Nil鑓節の節操ti:£主車率をおさや，また煎盤誌の来鶏

に長大念碑扶兜越金:fl'；：；＂主い…………吋……ふ........ •.• .. ~ ...・H ・.......' ... ，・H ・.；，..・.・－宅…...~・...・ 7

2. 崩の前畿はご：鱒0多主題とき誌づて突き出てゐる…………川…；……日々 日日；…一一一．ぃ

演の磁器i主治会・・r::あるか，又iまそのや央に語い切れ込みを;fずしてゐる～………………… 4

3. 中央3事課き！Hこ角法礎邸主議議してゐる・・...・H・~.....・H ・..Ephemerella bαsalis na （朝鮮麗）

1j1~J'jtJ民主誌に角鼠兜趨料費主義してゐ友い・・…・…－…・・…・抑hemerella. basalis Imanishi 

4. 誕の泌誌は清かで，その中央に切れ込みがたい・H ・...: ... .＇.・H ・H ・."." ~・A ・ ：•••• ・・・・・・H ・.：.；... ; .... 5. 

J!Jl吋i誌は伽.－c:，ーその中央It時い切れ込みがある…；...・H ・－………EphemereltanG 
b・ 甑背t亡事革列を指する….····.···・ H ・－一…....・H・－‘……Epheη~ella.. trお;pi1榔 U色。 iずま地童〉 ι い

腹背；こ純作~；{j しない………........……・…一…一一日H・H・…，..・ H・－：…..:.".'. ........ ：：・.……， 6 

6. 競は誠嶺色・i;・，モむi予診が詰丈である・………ぷ：pllem草rella t協が栂儲（朝鮮，樺太藍｝

強は一議IC赤鶏色：台、その作りが言語者誌に頑丈・εaぃ.：.；........ , .. 
……….Ephemerella tris.訴備制a（鞠酵，樺太，北港道醸3

7. 潟i主義部から末場tで上tc向いて5たえた長毛で畿はれてゐる………ぃ

…...・・：・.・H ・...Ephemerelta鈍M .（稿欝，樺太窪〉

円 Mlま少くとも基宇部は長毛で鍛はれやに，剛毛叉は刺毛で接はれてゐる・…毒恥H・H ・H ・H ・－－・ 8

8. 1込の後半部tとは長毛が生えてゐる・……...........…………………………リーM・M ・－後...・H ・H ・H ・－・ 9

経の後宇都も基宇部潟較に捌毛又は耕悉で畿はれ，長毛i土生えてゐない…’H・H ・.....：・H ・...13 

9. 説I鍔，前Jll~背， ip）~J背にー鍛づっの草案欽突鶏を:fl＇・してゐる……γH ・M・－昂hemerella nF 

殺説，総JlWfcJ',rfl潟背にi主総紋兜議3とおしない…・＇・・ H ・－－……いてH ・H ・－山…...……………10

10. 1fゃに後色絞擦を右L，綬弱•It央に斑紋持がある；大型の種類で 10柁乃液 12絡に鰭
ずみ…………………....・H ・，..・H ・－……EJ;hemerellanN C朝航締九内地上高地建）

ir1!1にi克也離俸を有さす＇•版師中央に附紋列がたい；充卦生貸したものでも 8純以下・

。税制を合む・…－・・・・…－・…・・h e・e・－－－…－－……ぃ……・…...・H ・‘….........…リH ・……….；11

1 t.服部第8仰の側縁の仲良部tc謁色の斑紋なおするJ，旗蕗の謂鶴託金支んだ諮按持法謡選5. 
られままい.....；…倫H ・H ・.....~・H ・........… J……・4……・叫ん…；………...~ .... ,,fr ....…川越川…………12～ 
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服部第8館の銃~，，様の｛中謀部に謁色の斑般をぜずさない；腹商の滋樹に斑紋列がある……

日目、Ephemerellanbx （鞘洲，、内議首選〉

l ：！. 施？？川家事リを :-f'J寸るいa•.. •••••••••……………H・H・－…....・H・－…－…H・H・ .＂Ephemerella nb 

一 服？？に薬事持者ヒ有さない… H ・H・－…H ・H ・－・...・… H ・H ・－…………均het仰 ・ellanba （務鮮義）

13. 1J.i胸背の綿鰭識に三角形の縄越を有ずる；臨背の線ダJjは第8節乃31第8賂I！：秘められ
るが第4節乃五第7館に於いて話語審ぜるる；股1Mの締ダIJは第3部J'J支部9簡に認めら
れる：絡には比較的経い務毛をと鍛ふ；大型の器製マ15粍代建するい

….Ephemereua・ longlc.αudata ・u曲。（内地謹〉
i幹線背の前側雄に三角諺の提起を有しない；生長したものでも 11粍以下の穣類を含

tr・….....一…尋一………………………………………日....……．

14.臨？？κ車車持をi有ずる；背J:Iζ渋色綾捺を4通．ずる揚合i土一；本である．…．．．智..: ..’................ 1 § 

箆？れと締列を有しない；背上には三本位決色縦保をイまずる…Eph仰仰’t1lla・ ruf a Imanishi 

15.腹背第9錨に綿を有する・・H ・H ・－，．・・……………，....……日…ふ，：..・a・...…………..: ...・H ・－・・.16

臨背第9絡に締を有さない・H ・H ・－－…...・H ・－－…－…………………・必ρhemerellanaz （語調議〉

16.謹芳筑お節J'J至第4絡に亙って不調響乍らも締役”有する・一…：.......・ H・－…H ・H・.......・ H ・...17 

一蹴背第2錆乃31郊4節諸には全然臓を器誕＇.＞1.まい・………・ぃ，............・H・－ιρhe秒ierellan~ 
17.大鴻！！で10.0殺に壊する；絡は鰯毛で識はれてゐる……均hemerellanなraUeno （内地漆〉

1J唆・e7.0粍以下；足の醐もは弱〈℃斜誌にm:v、…....,. ...・・.........……・砂hemerellana,Y 

25. Caents 安協、

Caenidae 包メ完ゲll7手ヰ

C俄 nis愚

襲警波 1. 告書19翻

本場合幼識は大河のプドf定地域乃ヨまは脂綿花楼本してゐる躍係上，従来.:tとして山地織械を諮

資地税に選んで・きた継者にとっては，とれすで議担殺しみがなし従つ℃内地産の本j議に闘す

る知識の整理もまだ出来てゐないのである。しかし今鰐諮朔の採集品を謁ペた結県，そのやか’

ら少くとも Caenisに議ずる三三種類の幼識を識別することが出来た。そしてこれらはいづれも

上野博J:（総i告Ueno1928, p. 47）の記載された議誇産のもゆとは具たるものと巧ーへられる。

なほこれらの三援がその分布地域愛護複せしめないで，一つは揃i'IHの東芝普及び中部にimし，一

つは北灘間部から内議容に亙って躍し怒して抱のーーつは擁来刻、IIζ援するといふのは，同I’1い

ととだと怠ふ。 ~づ北浦業務に産するものを C‘ na Jとしてその結絞から対めるととにする。

4:種は開創が茶緑色，で，多少赤韓主役帯びた側f襟もまうる。濁f今は淡色でおるがF謀部と第2詫i

とのみは鍵色を墨ずる。頭部には納j訟の淡色斑が認められ，をた議i胸背，s告掲'ft-；及びwingbud 
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にも淡｛互の紛lI廷をと散命してゐるも0がある。政及びj拘背を滋じて縫合線は一般に総！〈淡色を援

してゐる。そしてとの中央の淡色続僚は腹部iζ入ると措置そり魁t:増して斑紋献とな札躍端

官 jとまでj主ずる。前／Kn干のNm誌主少し仲議してゐてその部分は決色である。長iii胸背前裁の魁が後
縁のそれよ担ーもい〈らか成〈なってゐるものもるるが，主義務謹のもねのように謹しくはなし感

謝縁は絡を平行してゐるといって差支へない説境でるる。またその前轍角も尖ってゐるもりも

あ払尖ってゐないものも含まれてゐるe rド胸背には wingbudのつけ根の内錨lと明瞭たおを

色の髄紋を兵へたものが多い。 との他 wingbud沿っけ艇に不定彩の決色斑紋t現してゐる

、のもある。決色の倍強I<:I主的胸背踏縁。淡色部を封ずる不続財念日華色瀦の現れたものがある

が，とういふ儲鑓ではまたや綿予？に於いても， wingbudのつけ棋と上記の淡色関紋との開花

埼鴇色の小王様鈷を認めることが出来る。しかし設色の掴懇の中にはZこれらの斑紋がどれも現れ

てゐ泣いようなものもある。技は淡色で，装飾の末端部に一つの鴇色殺があ札また艇節及び

鈎節の基部It.夫h一つの鴇色，背警がある。 itt館の末端部もまた祷色をさ議Lてねる議合がるる。盤

？？にはや央唱が波色縦僚の部側に淡色の認紋列者：現してゐるものもあ払か〈の加者部紋ダljの明

瞭でないものもある努観鶴i主淡色で斑紋を手ぎしてゐない。3践鰯は第3fiii}j軍第9蕗にJiって｛市
提し，それらの館の後嫁角は鏡い韓扶突認となってゐるが，特に第4節Jj主謀9節に1(りとの‘

提起は顕著である。鰐蓋iとも竣色の締結を現してゐるものがあり，また多少の淡色斑紋を漉し

たものもまうる。身髄ヨ将告に拘II毛喜三組主主してゐるので誌うるが，鰐蕊のfl!~総及び後縁i主将に長い毛

で初、うで紘付けられて沿与，又諒｛長IJの仲良部の外識も毛でま象付げられてゐる治むその4tでも第

4館から第7節までは，鰐葦に於けるように，特に長宅をと以って鱒られてゐる。 との結も議縛

惑の幼識とは悶じでない。 なほとのような長毛が現背第7節の後藤？とも認められる個綾があ

る。潟は淡誌で，・綿む殺が線かく入ってゐるが，その色は徐り滋〈はない。 ζれは践に認めち

れる祷色殺に於いても河績である。進部には緩い~毛喜cJ\へ，この刺毛はそれから可成与長ふ

まれ中央部前近11:3§:れば腹翻に生えた毛経由奈さになるが，末端に近づけばまずと究第ti:緩く

なって，米時ii怒で.，ま落部のようにど〈緩い!lilfもt~やる。踏の大まさにも可成担 ω猿島が認め、

られ，五5分生長したものの鰭長5.5粍から 6.5.粍位，ゃには7.0粍に濯するものさへ本醸のゆl't

含めである。’邸ち»~－3長。研究によって，コド穫が更に細分される可能性がないとは諒ひ難いa 尾

のよ毛；：；は5.5将位である。

産地。減湖国：：来安3誉総111(JIJ.f・.J"・宮地， 1938VII 28～29），向上話壁説明IH・宮地， i938

VII 30），牡丹江符牡丹江市公H~の池（JllH·・宮地， 1938 VII 26），吉林省吉村議花泡〈・8・
ill!., 1938 VIII 5），家メ〈省若手天鎖凶＜＊議， 1937v 19) 

26. C僻 ，rもお宮治 関絞 1.·~務 201i審

本f~l士 c. 仰にぐらぺて緯が小さく，色lま競綴色濃I).は赤味合まかった淡策掲fろでーある。 1議



で叫 恒例ゆ，＿ゆ＂時｝仙 4 山白 」九－－ 一品、.~ ... 戸蜘向泌＇＂＂＂＂ゐ岬ふお》時中偽品品ぬ抽出品ふ効吟却制恥婦の必み叩噂一品ふゐ為 ιJ叫ー； ，，ゐ.. , ... ;.i .....叩イ＇＂~品ゐ動＇~切にゆおら叫

今岡： 蝉跡類

21. Cacnis nc （内禁古百鍛樹iat)
' ~;il Baetis thermicus lJ企NO（京都j~船＊）
払 ./3.tf'it，替、nlc.(i前i対{i.~ 必； i:Jil:) . 

悶版町

Z4 

23 

22. Baetis tzl a . （朝鮮古州産）
24 ..’Bactis n.lb. ＇（内演出羽「鋭胸成〉
• ~~－） Bc•~ti＜：均 ,iat:on削p’（；I~·花木li;li:f~ ）



214 総支l州 A 泌淑 E退院水主主奪事

蹄の鰯誌は 1iaのように仲良してお担，またこの部分の色i土器とうすいが，械のようにこの

部芳が明瞭i己防恕されてゐない。線機も第3 部乃軍第9誇に支うて1~1援し， 1iその符怖の後鱒

捻が純~）：；持越となうてゐる貼は na と同級であるが，その致壊が認し持続突起は不顕著であ
る。 rJt央結合設は談＆~Mさすz，・その他i出発iこ.ff•J ら十議紋といふべきものそよもへてゐ2まい。と

ゆ賠はそたに記す ncと異る滋である。肢も決色であるが仰に見られたような鴻色殺を有して

ゐなL、火Iこ勝斑の外銭iこ毛を共へてゐるととは naと閉鎖であるが，本穫ではその・もが na

のもむにくらべて縦し、またその主主え方が殺なある。そして詩ヒ2ことが腹部に生えたもについ

てもいへるのでわる。 絡はおを色で naの如く補色壌が入ってゐたいe F患に生えた刺宅もまた

ま絞り掛合の知〈長くはない。器部から末端まで緩い務者で粗〈接；まれてゐるか，また試それ

が巾間で多少まく・くなるに過ぎない。充分生長したものめ燃蝶4.5詫，尾の長a3.o托殺である。

産地c鶴来ffl五袋店 (JI！本十1Ji埼， 1932IX 4），向上凌7k何〈奥j札1936VI 1) 

吉7. Ca.enitf筑iぞ 脳波 N，望書21111

本械は繍角の義筒及び第2館が滋住喜~~したいとと，競1湖の仲良部並びにその締歌突起が顕
著でないことによって， m に野してよりも婚に近いことな涼してゐるが， しかし腐鶏に班

紋を有してゐる瓢でゆから容易〈院別されるべきである。揮は薬鴇色で．頭部及び務部It:na 

i二段げるような；；2凸ι：；rγ！？，沈むの器拡が認められない黙誌 nbと問様である Q 中央縫合

緩に現れる淡（！！，線経i主仰の鵠合の強〈寝耳環でないが，瑛認と中｝掬背の前綾部とには，縫合綾

上iξ淡色縦｛f告がま~E紋款と tx.うて現れる議会多く，．特i亡霊草Z誌のものはや蹄普のものよりも間定的z 、

なある。前綿背の磁側締l立法色で，中央縫合絡の諮鰭には小さな談窓斑裏書があり，更にその外

側IZ:贈賄した設色調紋の認められるものもある。＇ rft蹄背--c:は wing・budのうけ担に主主較的大

きな浪部諜があり，その後7むには wingbud IZ:浩ふた鈍い諜色諜がある。そしてこの斑紋は

伸びて，友おのものがホ諮背の後端で融合してゐる場合もある。この長い路紋の内m~に之~:r;: 

行して走る蹴紋があるが，この込のはや捻マ切れてゐるとともあり，また不頴著君主掛合もある。

この地中胸背位協縁部にー蜘の斑設の現れる傾向がおり，また中j指？干の前韓角に泊ふて竣色部 4 ー

の認められる議合が多い。肢は後患で補色帯は婚と筒ヒように認められない。腹背第7箆乃…

軍拡9f容のqt；央にi克也罷捺の認められるものもあ担，秘められぬものもあるom≪騒の律義並び
に斜j訣突慈が撒i狩：・でないととは既IC:::紀したように泌氏w.てゐる。 また側識に生えたもも nb
M稼に naの如〈説くはないc しかし劫よりは本韓の：きが毛深くて，臨背第7館時には2路島

詩iの校総にもなの生えてゐるのが認められるむ If!.:はきま掃と末端部とには挺い斜毛を装ひ，中部

部l土相官説いi緩い草IJ三ちで接はれてゐる。身穂のえきさは naとゆとのや捕にあって，売分生

長したものの務長 5.0粍乃3~5.5 粍，織の：長~3.0粍月議8.5~告である七三、
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防毒惨殺：今関 21お

’‘ 
11€1説。満洲岡興安北省ハイヲル海氷河 (Jll村， masvn 11），内議古百議期｛今回， 1938
IX 4），内議・占シラムレシ（今問， 1938IX 1) 

:itに記した知〈内地礎の本語幼識がまだ充分に潟3提出来て1ゐない上に，上野博ゴ？の記三議され

たi義務悲の幼晶も準者はまだその撚本を兄てゐないから 2こ主には＊棋で取扱った湖i'iii産の二本

凪紛議定護についでの槍宗家安掲げるにとなめて会〈。

臨調叢Cα＇C1l伽路幼姦の樟5接続

1. .鵠角iま碁筒及び第2riiiioみが鵡偲を主し縫むの師は淡色でるる；！波及び尾に鶏匙帯が

認められる 1・…H ・H ・.....…・........日…ー...・H ・－……………・…Caenisna （糊洲東部・中部還を）

鱗角i土全部が漆色である；肢及び議に溺f！.~持が認められないれリ…………………...・H・... 2. 

匁． 顕部及び胸部tこ斑紋がるる，H・a・－－……………....・ H ・…C僻tii,snc （北精密怒・内謙治産）

iJa部及ぴ鵠誌に班紋がたい………，....・ H ・.....・ H ・－………………….Caenzsnb （脇東減産｝
' ' 

意aetidaeシ詰ハラカゲロ7科
.• 

Cloeon種

2色 Clo伺 ndipt俳句協 LINNE ll13l被れ害事詩強

本聴は Ephen湖沼 lineata,Siphlonurus説鈍otatustr. cととも伝説道に亙り瑛ミ会指する種
類の…つt，民内地では最も時油友童手綾のー少である。幼議i主下流地説。ik若寄与や池などに接
んでゐる。季？容に上ってその大きさ及び色彩i乙鐙化があるらしいが，まだ詳し〈は認ぺ℃．ゐな

い。しかし禁事の初め芳秋にとれる込のは夏のものにぐらべて日般に震＇＆＊：： i殺するようである。

そしてとの｛頃向は諸問のものにも認められた。以下は幼識の斑紋及び位彩を宝2ごした一般的認

載である。

酪は茶褐f弘毅部胸部設鴻立て中央鶴命線tct主総IIい決色離僚が現れてゐる。閣部に設さ与の鍛

扶瑛が現れてゐるものもある。 f.1U胸背には rt~，央縦僚の南憾に大関［!9個の不壌菱lj怠：形をした淡色
斑があって，その ~ttのあるものは3まひに連絡してゐる場合もむるむ中勝？？の前議角には一個の

箆7彦の淡色斑が謡められる。 win蕊 bud のつけ~1~にもコ手続出た形の竣色斑紋がある。なほ＊錦
背にはや央離保の鴻f!!fIζ之と4~恥行した淡色綾錯があり，との捺忽鍛傑と中央線｛僚とに ll/J:tれた

部分に，もう一本淡色の篠がるって，にのものはその後端がtJ~央擬俸に近づ〈ように務めに走

ってゐるのが：普通である。そしてとの斜傑のう抗措1\I乙詰って…倒の小限黙がある。肢は決（＇~で、総

筒の末端部に一個の鴇色殺があり，また締結の法部も補色を帯びてゐる。以kの詑裁は設住の

制問者ど槙準としたものであるが，決色の側関になると，胸背の部黙がJ：蓮のように野明に認め

られむものがあち，麹掃の鞠色帯。知舎も：k1tl:は不明竣である。 腹背には第1鮪乃軍縮1()誌

に瓦って，その中央部氏…務の？克也瑚紋が設ん・0ゐる。たほ第7誇乃涜鰐9f：言iこ支払との斑
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216 釦 磁 波告l!2え滋鰐縄線＊金物． 
紋のJliJ1Jにおnい八字2砲の斑撃が現れてゐる議会がある。との強後走中央繰上にも…舗の淡位蹴

紋の現れる銭i屯があって，とれらのま詰紋が次第に鱗大ずる議合には，そのf窓会臆が決色化して
くるのでふる。一設に第2館から第3館までは毅1tしたいが，第4誌は捺色｛とする傾向があり．

話5rおも時には法色｛としてゐるe第6節i土地色を示し，措7節にまた淡色化する傾向が総めら
れ，戎iζ認8筒第9持i土地色の茶溺色のま』で，錦rn節iこえた淡色化の傾向がある。それから
＊絡の鴨緑i立法色を！｝，するが，その後織内の憾の引け棋に憤る部分だけは褐色である。鱗の策

特杭は鎚色の側関：では控補色を帯びて瀬署ぜあるが，骨髄は決謁色である。鹿読は波色で潔故

はないe R::・は域住で，基古車から尾の長さの五分の二弦念？の鴇iむ大韓間鮪日づつに鶴~帯が

入ってゐるのであるが，との三分の二位の議にヨまって，数鰐に］まるlfJQJ撰い議色警が議｝きして

ゐるcそしてこの禍住帯。後tz:続く部分は談誌で，能率議事潜在見タ，襲撃末壊蔀になるとさを鰭が

少し〈減税者と平安びるように主る。そして見事な長宅で議iまれでゐるのはとの諦色帯の後伝競〈

数部たなであって，末端部まご〈約iい毅い毛を主主へてゐるに議ぎない。、韓長は犬きい慣穏にな

ると 9.0粍fまあり，その廷の長さは6.0耗位であるe

産地c 諮問滋牡；丹江省鐙iril~n轄の小地｛宮まJk, 1938 VII 29），向上牡丹江市公闘の池（）II村・

宮地， 1938VII 26），向上奉天省奉天北陵の池（水揚， i937VIII 18）；・聞東州爽河の小池

(JI I将‘UJ食私 1933 IX 6) 

込 Centroptilum，踊

C剖1t11·01>tlh制泌官•a を‘

本f晶の蝉鯨として内地から報告されたもむに C.rotundu1匁 Takahashi立m絡nia,vol 1.、

p.偲，・1929）があるけれeも，ヨヒo幼轟i主未だ騒められてゐない。築審試3主義1111.捷HIに産する
一極の本膳幼識を知ってゐるが，成熟した幼惑の懇長を，記載された C.rotundumの成轟の

d 盛長と比較するふ．可成参の建ひが遣うるむで遣うる。それから昨年内議おで本題幼識が樺tllとれ

？とが，之をご加議Jlf議のも砂と比較すると，大韓に於いてよ〈説てゐるので詰うるが，タ主張り大き

さといふ裂に於いて可成ちの椋惑が詑枯られる。 それでいま内藤古藤の幼識者と紀献するに営

り，まづ加茂Jim禁のものi:C. naとして紹介し，内議古産のものは C.nb.として之に比韓せ

しめたいと思ふ。

C. naの鵠は賀補色マ，その上l'Z:禍色の斑紋を具へてゐる。 mi部には一般に開紋といふ？と是

る担のもゅはないが，倒鍛により， ill:Yt:車限を巾心として顔揺に大設な鴻色慌の現れてゐるも

『のもある；中央縫合紘は撤部胸部を鶏じて針IIい淡色の説捺として認あられるが，特に中弱音に

Bそいで閤者である。的背iどは梢宅設隷な斑紋訟の謹？去を認めるが， j語り鍛ミ容なものiまないι設

は7~t色で，館f請に二本の韓t'!.1.'1'1があり，際絡の主主’i主部及び11！箆治義務と栄端鵠：殺vaな爪も鴇色
をR.:ずる治むそのf与がうす〈て綾静鮮明で誌なしミゐ中誌及tJ後設のつけ，擦にある忍cleriteが鶏

／ 
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色喜ご議するものもあるeE菱鉛は第8部乃五第8舗の額接が多少祢裂してゐて，とれば郊4訴'i｝を

五!1~8 節i之於いて著しい。第2館乃東第8 首iの後藤角は， Eplzemerella や Siphlom1rid訟のも

心に見るように後方i之内った央鵡となってはゐないけれども，そとに可成りi土っきりした締を

つけてゐる。’ Zこの酷は Cloeon，や Bae#sと典ってゐる。第H高から第Hおまでの側tまは剥も

つ吋てゐないが，司、第 8節と震~9 鮪との縄線u::.1ま後方IC向いた捌かい稗が波んでゐる。 第10~告

の後鶴隷にも陀諜な椋が数｛陸並んでおる。また各俸の後鴇lCIまきおかい線が議んでゐる。随背の

ltI紋i士大盟各部の中央議l縁l'C.潜ふてー認の淡色較があり，また各館の中央部iξ一歩｝の"iiJ.Ji返り大

き泳法車紋があって，との撲を弘紋が喪主撃すれ試その椅iま淡色となり，縫にこの紋が潰えるとそ

の荷は縫色化ずるものと見イ設すととが出来る。そして一般に第I，第4，錦7，第10の捜部l主

談品化してぬるのが普通でるるが，第2節はや央に補色誕の残る傾向があり，第8錆i土中央に

手話色斑が残る1l!Hこ，前線tと滑ふた不規則主主講習弘斑の論る師舟がある。との闘i禁法まずと第5時と

第6怖との接合i乙議返へされてゐで，第5節には中央tr::鶏色斑があり，第6誇は前韓に泊ふて

滞色を議してゐる場合が多い。第BM；は後学部が濃君主役呈し，第9怖は誌の方約2/3が能f立を

お長ずるものが多いc 1.主ほ腹締罰j競の仲展部の後畿魚に祷怒誕があるが，とれば淡色化してゐる

郡4蔀及v:第7鯖では不顕著なとともある。綾部は液怠で斑紋老訣〈が，第G館のみは背留と
隠芯ように，難色の鶴鵠では後部の約1/3そ除いて残りの大部分が諦訟をと廷するのが，普過で

ある。践は中央のものはその南側lC, ＇；全T弓R毛告！fのものiまその内慎1Jt：：けtζ長し、恐哲：yもへてゐ；5慾

i之， Cl，θ正on－＼－＂ βaetisと悶様である泊；， Cliθeonと迷つで鴻ん』f米2品；こ盗iる言；.. c:・ 

8とり，また関側の患の外側は課でなくて，そこに鰻側に翠められたような揺箸が綿毛が並んで

ゐるのは，ヌド識の特磁として注意さるべきであらう。尾は淡色であるが，間前rn絡に綿毛濃い
色の~r械を現はしp 中央部よ軽少し後よりには c. dipt，仰 mtr::見られる主うたIJl庇い鶏色帯が

あるのだが，鱗担鮮明でなしその後は暫〈殺到のない淡色の部分が続三T，それから再ぴ謹色

となって斡ってゐる。成熟したものの欝授は 5.5 粍乃ヨ~7.0粍枕で，思は短〈て2;0粍J主主3.0

粍位である。京審~tin茂｝げでは 6 月にJii陪の流れの絞ぃ，紡！砂の主義積した議で採集される。

29. C例itroptilun乱含w 警護絞 v.祭30瞬、

ヌド種は上認のc.仰によぐ叡てゐるがJ..金慌の語調が na・よりもうすい，浅草々補色である。

仮し顕1惑はき骨t稀色を帯びる ζとが怒いe 中央縫合指i?cが淡色縦薩どなって現れてゐるととる

郎氏等ししまた｝胸背む関紋も naと殆ん左鑓りないが， m tこ於けるよりも：1.:f遣の方がい〈

らか鮮明である。部ち自~11胸背の世相続に殻うて補色斑があち， :t: た中央の淡色毅｛爆を隔て主相対

する鴻色斑があって，との斑紋は－l葉桜i胸替の技縁に沿ふて走った後fl:＇・オミ端は践の方 ltf沿っ
て詫f悔してゐるorJiJlliJ1rの街i援は謂色に譲受取られてたり，その部I銭・fIIには漉忽？誌に間まれた不

規則な竣色mを謡ある場合もある＂ ・wing budのつけ根は事ろ議〈渋色をと議する。 その他や

〆
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央縦僚の瑚側が梢h漉色で， ζれは scutellumIC.於いて著し〈，その少し前方iこばや央裂を様。：

階慨にー側づ hの小浅制克也主党の現れる傾向が認められる。しかしこの鱗舟はつぶ瀬署惨なはおる

が na~とても認められるものである。肢は淡色で，本穫では na k認められたような鴻惚帯や

鵠＆部は賄んど現れてゐな弘、また胸側にも顕著な補色斑は現れることがない。腹背は搭1様、

から務10締までその経緯が黒〈隈取られ， ll黒い細かい締で強はれてゐる〆慨しとれは掛で

翠iまれない部分だけである．腹背む斑紋も第7筒までは加と時んど錬る臓がないが， Tζぽ本

将では諮8r.ii：及び第9終iζ，仰に見るようなはっきりと槌色化した部分役細めるZことがなぐ，
本ろそれは法的詑した第？蕗や第10簡と大した差異を示してゐないのが音寺鴻であQc もしい

くらか議ふ議会でも，ぉaのように議色古告がma隷まぜ繍がるようなととはな〈て， との岡簡のi

中央部の色が多少議くなってゐる程変iこ過ぎない。却って本穫で拭第10fおの綾織がnaより

も巾斑く話器色fとしてゐるようである。また箆頭もヌド議では第9衛が議色を議してゐるようたと
とはないのでるる。箆鵠の件袋詰第2鰐乃~第9務に亙って認められ，その後緯角i江蘇を其へ

＼ 
た踏や，第8t~i及び第 9/lおお奴.Gtおこ椋ダぜを有する皇室主芝は na .！：：跨縫合あるが，後韓角に鶏色

mの競れるのは能色fヒの著IA泣い第3，第51ミび第8の三三欝だけマまうって，その斑裏書も擁縁
li::.f廷する成まで議建してゐ左いために， nat乞見るように後縁角が議誌に譲受取られるようたと

とはなし．従って後鰭角の輔も本種では無色である。特に本議て：1念上議せるように第8鈴及r>
t!H~. 仰の；段色化が殆んどみられ在いのであるから，とれらの節の後綴fちが手話色喜と嘉ずるような
ことはまづあり符ない。この貼はだから制醸の識別に役立つものと考へられる。左ほ匁aでは

二或になった憾の中で上倒K位するものが小さくて，郷41えr>錦5鮪のそれは学うとて認めるー

ことが出来るが，第6節のものに五つては最早之を締め得ないのが替措でるる，謀るに本謹で

は鰐金醸の謹建が naよ事も主〈て，第6簡の鱗でもニ織になってゐるむが充分明瞭に認めら

れ，掃には第7蒔のものさへ痕跡的ではあるが小芯主主締役その上耐に分離してゐる亡とがある。

絡の語学部は熟んど無色に霊い設住で，後学部は賀補色役帯びてゐるが，よく見ると淡色部に

は naiこ認bたよう念帯斑が四時日持~入ってを札又後学部にも帯蹴の入らたい淡色部が持
入されてゐるむで遣うるが，軒れも紛の揚合に較べて甚だ不鮮明でるる。身簡は naとは隣組

えきし e充分生長したもの広あっては線長·8.0 耗乃至 9.0 粍，尾の長さ 3.0 托h~4.0粍j'Cj笠ナ

る。

産地。内家主シラムレンパチ礼 1938IX 1），；：寄与i：首護顕〔今跨， 1938IX 4) 

＊越の幼畠は目下のおて！＇li.r.ffC.O）コ報毅よりj;llられてゐ友いので， }JUに検索去を揚げる殺の

こともないから之を者織する。

、i巳
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Rα＇.PUS麗

30. BαeUtJ tlte1"m.ic11sむENO 隣阪w.事事23潤 ． 
Baetis麗校野援は鶴朔が多い鎮では地hemerella渇に諜ら扱い傘筆者が調査した京都言語茂

}IIにだけでも， Baetis繕静鮪の幼換は長J20韓も節する。 しかしその多くは生長しでも 5托以

下の小刻績でまうる。 これらの幼識から如何なる成識が弱化ナるかは， その中のプ持 Baen通

thennicusむenoそ騒いでiままだ調ぺてなし従つで可思考（Annot.Zool. Jap., vol拭 1937)

。さをに報告した京都援の三機の Baetls,IWちB.celcu's, B. jlorens, B. atagonlsの幼惑がこ

の中の｝！れに常るかは絞ってゐ訟いのである。尤も一通りこれら内地産の幼議の記載を試みて

！事甘く乙とも無益ではたく，それは筆者としても望む識であるが，いまはその徐裕がたいので．之

氏闘しでは働問機舎がるったならば改めて筆致とることにする。

それでおetisthennicusで遣うるが，本種の幼裁は本邦産 Baetls揺の幼品中で般も大按eあ
るぜかちでたく， UI地瀦裁にならば到る惑に蓋し Jl$Q）錦控室主l'C於いても俄謹を著しく凌駕

じてゐるのである。生態的に見るままちぽ，じのような渓勢な維の点めてゐる地拡が，具った践

に於いてどのように綬詑してゐるかが興味そひく悶悶である。 部ち之と封等た緩勢さi:示す

が， しかし会諜異つ？と揺が現れるか，議ひはま？と之に代る穂は段手之と毅等た一種でなくて．

コ謹或びはそれは上の麓IC上って，そり滋誌が分制されるか等々といった問題であ:0むそして

~f｛：者の抑ペた限れて於いて，北得議・搾太は1とだ本謹のき号， 1ヰ海高であってγ 之i亡代るぺ記号 4言明；

を見開さなかったのでるる。底で朝鮮ー識渋？とたると少〈とも本韓から臨時し得るような他の

ものが問てくる。とれはしかし筆者が自分で翻交して歩いたのて？な〈，て，時探薬品をと調ぺた結

果からそう科断してゐるのであるが，捕鮮の持薬品rptz:見111される Baetis嬉の幼轟はその韓

額が意外に少なししかもその殆んど全部が thennic術策のもので喜うるといふことは，これら

の地域に thermicusi亡代るべきさを然ZIJな議類といふものは存複してゐないで，容ろ thennicus

の近縁のものが之に代つでその地域合緩，~；穂となってゐるのであらうといふことを推定やしめ

るに足るのである。然らぜこれらの近似謹が分額準的Ii:：織に繋るか，毘磁i乞哲るかといふとと
にまると，乙の議会も幼晶だけではにわかに決し幾ねるのであるが，報器にはま対 thermict絡

み同定し諮るものが居り，諾洲のものはi有楽のものよりも lhl!rffliCUSIてよりよく総てゐるとい移

った樹博は絡め持られる。従って内議のものをF'l地IDthermicus tr ＜らペ？とならば，補者は

HJ}かに}Jlj諮とJM放して諜与なきものであらむ しかし本格で法Zこれらの糠類が Baetisj結中の

thermicus group.のものであるととを鳴かにせんがために，今までにも援に採用してきた加し

？？〈巌殺な分類取的陪鵠を離れて• n! ~まる符読を以ってとわ議｛悪友会ミナ乙と L したい。

先づ比較の基準としてiherriticusの幼晶の特徴を記す。鰐は茶謁色又i主黄鴇色である。摺f'J

l土決栓，擬勢｝溺部を組lユ℃中央縫合総は竣色縦錐として認められる。 自ii胸背は一絞iこ読むで，
-, 
¥ 

‘’ 
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鮮明な斑紋を快いてゐるが， rfiタミ自E僚に滋ふて培色部が殻撲しまたその外部に…鰐の暗色JJ;I

紋の現れるととがある。鮒絡に泣ふた部分も暗色をj乏してゐるのが饗還である。＊織替にはまや

共襟｛奈の側側l'C談色の鍛俸があって， この宮町長と中央議嬢とのftl]lc,c. ＇王寺>terumI亡見られた

ような多淡色の細い嘉手絡が入つ工ゐるが，乙れが判然と現れてゐないようなものも無いととは

ない。また乙の縦俸の外f!!Uこ常って， wingbudのつけ棋を問む楼色識があり，とれとは到に

wing budのつ砂撲から，そのi可設に靖ふて定る波色り緩斑があるが， scutellumt乙於いて長

おのものが合ーしてゐないのがJlfj・過でるる。なほ前総角に近くZ建立したこ豆的援色紋が認めら

れる損金もあるが，上i惑の礎教にくらべてとれば跨定的でない。設は諜忽マ，腿節の外憾に補

色の斑紋があるが，それが陰り額；警で左いものもある。轄の部分は諜〈，跡指の末端部とJR.も

j設稔をJさしてゐる。密殺により随時む宋築部も設色を還することがある‘程背第1節から第10

附i亡亘弘や央tと淡色の義主務を認める。との淡色離締役はさんでγ寧ろ前線よりに八字型の滋

色斑貼があり，更にその外側寧ろ後縁よりには－i議。や主大掛の騒い漆色斑紋がある。鰭綾に

治ふては淡色で，この法色部はがi維に向って撰大してゐるc強L後線角は鴇色でるる。棋式it

ナれぜこうであるが，一般には第 1 節は談色記して斑紋そ縛めないe 錦 6節もまた液f~Jtずる

f袋内が拐し時によると筋6節も設住itしてゐる。ま？と~9節第 10蔀も多少決色である。中

央Q>i変色雛僚は第7釘'ilこ於いてmえる鱗i需があり，槌瞳によっては郁7節以下は認められない
ものもあ。るa 中央の八＇（：！~’！の誤認胤粘は，第 1，第 9 及び露uo欝には現れてゐないのが普；世E
Zるが， i支色fとしでおで日℃＇ ；；；ゃtf:;G l'i~ Iこ於いては砂1＠設に現れてゐる。大型の73H~路款はム

般にその輪協が鮮ll.Jjでたいが，第9鍔t-c.:"認められるような橿鰻もあち，ま？とこれが会探探教

として認められぬようた鱒箆もある。瞬鮮産のものは内地産のものに〈らべると第9蔀及び焼

却怖の淡君主fとが議ん勺ねるようである。館はその罵留が思〈縁取られてゐるが，金震がそうで

ある0・Cはなくて，次の鰐と護担合ふ吉草分は鰍耳元られてゐないおしかし譲り合ふと2とのない最

後の鰐に於いても，その先端部は矢張り隷取られてはゐたい。鱗の郊静枝も悪くて，その枝分

れが明瞭に認められるのが普通である。肢障は淡色で斑紋はな（，＇尾もまた淡｛ろで帯認は入っ

てゐたいが，末鵠部は輸と暗色t帯びてゐる。爆は比較的長くて，穂長02/3を超えてまり，中

央の巡の長さは外協の患のさド分｛立であるe本犠のようにきさ践的にも時間的にも分布の嫌い種で

は，季節約或ひi土地方的に松設の器具のあることは発れない蕗であらう。以上の詑裁は京都援

の夏JJ;；！の幼議選をもととしたものである。 JJ.型のt!J議は懇長6.0托枕訟を主あるが，冬型は9.0持

位iこ法ずる。

im:tlJ!.o斡欝：金剛山長安守備（｝II払 1936VI 4），成鏡北道全立笠（｝II村， 1936VI 27），成

鏡J有迅・赴税務 (III flt, 193G VII 25〕，不安北道妙高HJ（山岡， 1937VII. 26) 
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＊議はその1£，大きさ，邑彰斑紋等すべて thermic備に非常によくw.てゐるが，外棚上の強
兵は先づ本雄が尾に議斑を有することである。部ち主義のや央部K，或ひは毛の生iニてゐる溺分
iとやいてまミへば恭部からその約2/3笹の感It:＇数簡に亙る祷色事が認診られる。視しこの輔君 b

f訟が比較的鮮明でないものもある。との滋に帯識があるといふ特設だけならば，毅へば Eph合

merella ruf aのlH1置の幼晶やEρhemerellanNの上高地援のものに認められた議会りおし荷

’ー織の争前i的多型或ひは地理的多謝と見倣して，敢へて本謹を them昨掛から頴部ずるにも及

ぼぬかも知れないのであるが，本穂はたほその憾の鞘u：於いても the~icus から磁別し縛るよ

うな特識を長へてゐるために，本稿では臨別して取批はれるのであるa

以下にかくの知き持識を拾って詑殺すると，荊胸背は thermicusでは昨明党t蜘紋k鰍いてゐ

たが，ヌド種では前識に潜ふて接に主主る一斡の濃~裂がlb 9，そり後方にも中央縦僚た閥む漉也

滋がるって，その諭壌がタトコむに議長し，鼠鰐曲してゐて， t発邑部がそりr.j:tIt:鶴入してゐる如く
見えるものが多い＠鎮＠諸に議車部の認められるの辻thermicusと同様である。中嫡1rの斑紋は
then!.f:ictisと大差たいが， wi絡む婦の内総に指ふて走る淡色俵斑qy＊識が勝大ずる傾向があ

り，左右のものが合して，そのためscutellum全欝が法色と在ったもりもるる。 範？おの鶏色

斑は本曜に於いても一般に踏められる。ヨたに腹背？をは thermicusにくらべて，中央の八三字翠謹

鮪が：不穎著である。しかし、淡色化した郁6鮪の中央にたほー艶の小斑轄としで認められる援会

が多い。それから thennicusi亡於いて制限であった淡色斑紋が横に平たくなり，品いくらかがi

me，方に向って膨大する傾向があり，との蛸向が進むときは』筋お節に見るように，中央部を珪
しで淡色斑が涼i鎮まで識がる。たほ接持に於ける中:1n:縦俸の種雄はth'ermicus~ くらべて遁か

に弱く， Kil諒部に築跡的に認められるに遜ぎないのが普通で，それも大関設~4 符'i1立まで L ある。

談合，1とするきiifrまthem信仰と関とも第1蕗は後隷をのぞき完全に淡低化してを札第5節の

淡色化も殆んど椀外は怠い。その櫓上述むように第2i＝主にも竣説先が鍔診られ，第6能。前半

及び第7節第8絡の後学が後稔免ずる傾向がある。 第9鮪及び第10認が殆んど完奈に？変色fヒ

して了ってゐる賠も内地の thermicusと異ってゐる泊館の綾取れま‘thermic協にくらべて一般

に不掛』！＇－ c:・あり，負託管枕も thermicusのように黒く鮮明には現れてゐ及川大きさは thermi・

cus の夏型と除り麗らや，ヨピ分~1乏したもので 6.0 粍位，滋の長＜！ 4.0粍伎で遣うる。

産地。朝鮮：成鏡北i渡米乙（Jll村， 1936VI 30），向上古州（JII村， 1936VI 9）；関東州二

選対子（4全域靖） (JI件、:I'・出産f,f,1933 IX 5）；満開i岡： tt丹江省牡丹江（JII村・宮地， 1938

VIII 3），向上襲安北省ハイラル（JII村， 1938VII 11），向上興安東省博克｜品l（川村， 1938

VII 19) . ' 
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32. Bat~ti.x II 訪 問三五r.第24悶

イヰ締はlj-1J謁trの＊央i克（＇！縦捺と之に平行する採銭とむ！詰 ]tc.，斜捺が絡んど認められないとと

によって， 'J:づfill二議か削減別せられるが，勿論自ii二種とる乞本的友締結で詰裁鉱てゐるのであ

る。慌時淡武縄色と梯色との濃淡をと現はず。長；IH母背は淡色で，之に nlaの椋な斑紋iま認めら

れないが，前縁・m~総及び111央線捺の溺剖は暗色を；静びてゐるととが多い。＊絢背は機色で， ljl

:!Jと絞譲及び，之と:ti－：行した淡色縦僚は前二種にくらべて結成し特に後者は最学競後といよよ

りも縦iこ長い忠誠な斑紋役務成してをとり，且との斑教は前端IC:::於いて擦がる傾向者と持ってゐる。

そしてこの縦士と中央捜捺との踏に斜＇＊ tJ；殻挫してゐないととは上述の議り？ある。 また

wing budの内線IC:::沿ふて走る決色の糠斑も騒が讃くなって，その前端は wingbudのつけ根

をiキUr淡色斑に護持し，その後議は scutellumtc於いて民封側のものに連絡してゐるcなほ

前縁角にある斑紋も合して一つに友る鰭自があり， wingbudの基部i乞以上とは到な波色慌の

）礎控を認めることもIH来る。誌は撹l!!.＇＂！：，前ニ謹のように腿節・に稽器提が認Jめられ友いのは控

窓をひく貼で~る。設背は nla とは反l:rに，本種マは挙手び中央縦俸が識者ぎて？ある。郎ち第1

1訂乃~第9~者IC瓦り，中央に後錯t乙念、民主連せぬ淡色のー綴｛獲をと認めるが，とれも時1が庚〈斑

紋化してゐるととは本聴の特設であるιその悶il!Hζー額づhの淡色紋のあるととは締二穫と同

様であるが，この誕紋は挙る thermicusに｛以て凶ぃ，そして thermicusよ告も誰かに鮮携で

あるe 一散に第1節及び第2（おは中央縦紋とその周織の瀧色部愛護して淡位化してそり，第g

r~iはノ＿..，，，，レで，諮 4l:者及び1.()5 誌にまた決色iじがえられるカむとの援色化。1長式が今までの

ものとi封書聖典h 法色鶴紋が後；志氏鵠大して後維に接ずるとともに，また中央の斑紋を介し

て反掛側のものに績くために，とり部簡には後縁に接した大きな向学識の竣甑斑が現れるとと

になるのである匂第e，第7の雨時はノ叫すPレであるが，第8醤1及ぴ第9鍔は淡色.1tしてゐる
ととが多〈，乙の揚合i主等ろ叡1縁のf尭色脅6が嬢大して淡色誕紋喜？参争金jし7と

q喜央縦紋のJ>f4銀flζ僅カ孟に強位部を残すのみである《 第10筒は崎んど克さをに竣e化じてゐる。
錨挫の淡色却が前議の；加と繍大してゐることも倒種と欝ちi主主主いが，本設計主一般に淡位斑が

鮮明でまうる知〈，側撒の談色？惑が毅色？郊に移る議決の鍛化も， thermicusや nlaにくらべてi

壌かに鮮明である。 f殺し後続ff]の議色UHま thermicus 韓に顕著でなく，持に淡色1~ してゐる第

8 持及び芸·~9 Miでは起められない。腹閣は ； ~t色で，特Iと僻議t包帯ふて一段と色の議い官1S分があ

る。また第 2mi乃京第9館。長官時よりにはー簡の談告のJ~£舶が認められる。鰐の縁取り及ぴ鏡

台校i土匁la悶誌に不織替である。 1自主封切で， thermicus・ とくらべると短し提起の半分程

で，とれば本経ぜは;,fミ鳴きi：の恐の生えてゐない部分が t~et明ic磁よりも卸いからでるり，換設

すれば外側の尾と 1j1J，足。尾との起さの;ffi・5もがthermictおよ bも少ないといふととになるわけで

遣うる会そして nlaのような椴調は本純マは認められないc 充分生長したもの L緯長6.5粍位‘ a

から.8.0事訴まであるe



－ I一一一 － －ぉc.c，山ず、 d J川 M d同必仏向%前山制品会叫品彬曲川耐い柑料品刷込勝恥削吋＇ ...w.；，，.掬綱、議側、勤時四川切地告....,, ___ .._. 

ゐ鯵総菱重：’今言語 223 

~:tll!o 諜務罷興安立言省:f*湾｛今関， 1938 IX 26）；内議古百議廟（今i弘 1938IX 4），向上

シタムレン.（今｝弘 1938IX 1），北支大詩型河（悶1,1938 IX 15) 

33. Baetls n.tc B調版 l¥I",量得25腿 'l 

本騒はどちらかと云へぽNilコ韓よ担も tnermicusi乞鯨た結を多〈おしてゐるのであるが，し

かし中脚背の製紋や，或ひは鰐の？器等は＆$1，タしも thermicusに一致するものぜは友い。筆者Lま

．北議！事克畿で採集されたものを克？とだけであるが，相誌・器具の多い議マあるように怠はれる。

そしてある特設が thetψ'lieusに接近を示ずにも拘らす勺抱D特識では急務ろ nlbに近い底もあ

る。何れにしても興安嶺にthermfcustと泣い山地種がをるといふことは総斌に値するのである。

樺色は thermic栂に概た褐色である， ro11胸背・中胸背の班紋は不明瞭なものもあるが，認め

られるものκaうっては thermic闘よりも君事ろ nlbl'L泣いa部ち中央り淡色綴鑑に平行した経
僚の幅が成〈，或ひは scutellumが楼色を迭するとこと左；：－r:あ控，中央議僚と上誌の卒行縦綾’

との拍1には~·僚が瀧められたいのが普通である。絞は譲住で髭f容の鶏色識は thermicus のよろ

に議署でなし撲をi脅えてゐる。設？？は鶴惑が淡告を塁し，旦この淡色部が務部の'!jiJ訟に向っ

て譲ってゐる畿は，犠議と奨ら友いが，決急務から瀧稔部への務担すまきは，；ぶ維に於いて thermi-

C溺よ争も室主務マあり， Zこの結も nlbkζ相てゐる。 しかし腹背む斑紋は thennicusの方によ

く桜之ゐて，名前iの中央にある蹴紋は時Jこ川10~Ii~どな認められるものがあれとこういふ出iじで

は勿論第 9簡や郷 10 節の淡色化が著しくは攻いのである。 j\~jq~~の襟愈臨鮎は tltermic11s ゅ

ように廟著に現れたもの泣く，竣色1~ した節でー齢的斑轄として辛うとで認められる態度であ

るc ？変色4ヒの傾向ある摘といふのは矢張争第恐縮が一番で，第9務第10詰i持tt:策8f1おも淡色

化するが，それは nlaの議会のように箆定的・r:1会ないのである。中央競嫌の補関IC.'1:':>る淡色

斑紋は箆く， j主主との事選議が不詳鳴で，暁擦な掻紋として認められないようた揚合の少くないと

、ともまた therrnic織に鋭てゐるの しかし鰐の｝肢が thermicusのそれに〈らべて放挺マあるこ

とは，本撞を thermicusのみならす；， nla 及び nlb からも闘別し得る重~t.t特徴であらう ι

鱗の殉闘が黒〈撒耳元られてゐる舶はまた thermii::usに似てゐるが，本種ではこの縁取りが会ffil

tζ及ん芳ゐる。但し3f.~管は thermicus のように黒く現れないで，不顕著なのが皆識であ＂＇。経

耐には nlbκ認められたように，各f!jjのi話！韓に措ふて，一欝の渋色む斑結があるが，特t<:第
7 fili乃至第 9Miに於いて銭義務たものが多い。活i主 tlzeimici絡に~Jて帯斑を絞き，末端のモモ畿

はれてゐない部分泣いくらか緑色を1乏しこの部分に移る高iiはまたいくらか涜位である。充分

生長せるもり L鰭長約6.0耗j主主6.5托，込の長さ 4.0托伎である。

海地。 i繭向調博克糊 (Jll村， 1938VII 19) 

込山占.J.,,.. ~＂＂＇＂ 
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哀豆琵 Bα；ctl.s(thcrmicus group）属幼義の強奪事r
1. l)l J臨時中央の淡色鏡捺の外慨に談＆の斜嫌がるる；綴誇に補色斑がある・H ・M ・..., ..；……・・ 2

*'Y.~1'f中央のiJJ~t包続俸の外側に淡色の科捺がない； l臨時の祷住斑は不瀬幸子でまうる……. 3 

2. 見l乙稀色の事斑がある………A……....・H ・....・H ・：.：...・H ・－－…………....・H ・..Baetis nla 

見に積むの帯菰がない..: .. ; ..・ H・....・H・－…………，...…三時歪...........Baetis抜ermlcusU品。

3. 絡の湾問が誤〈縁取られてゐる・H ・...…山山・H ・H ・・・－・・・・H ・・・・！！・・H ・H ・H ・H ・......・H ・...Baeti注nlc

蹴のJt.Jfi誌が築く縁私られてゐたい...・H ・‘……g・u・....JI.~. ・ a ・. ~－ ...... llo ..・H ・…………...B田tisnlb 

. Bα：et-iella麗

本誌の邸踏i主義来 Baetiellajaponicaがモむ唯一む種であった。初め毒者が百本アルプスで

採集した幼識を，上野博士〈総出 Ueno1928 p. 51）は？Accentrella ・ (sp, nov. ？）として報皆

され，共設に成識を踏めるたとが出来たので，筆者（Trans.Nat. ・ Hist.臼c.Formosa, voL 

20, p. 263，‘1930）は之を Accentrella. japonicaと命名した。吹いで上野簿土.（前ti1Ueno, 

1931B, p.錦o）は本識をとGenotypeとして B仰＃ella属を設定されたのマあるが，その器本店惑
の特徴として草成識に後題。無いとと， ii）幼轟は鰻長よりも長い捧を有し，且それが喰二本

'tr.るとと， iii）幼識の下唇懸の議後む需が obtuselyconi偲1であるととを事げられた。ー

成で上野i寧でf:も指摘して必られる如く，障と Baetidaeの Pseut五日cloeo”の成畠法先様り後

組を有しないばか争でなく，その marginalintercalary veinlet も二銭るつ乙後題。主義い

としづ、特徴fさげでは本議を持立せし診るに是るかどうか援はしいのである。怒らば上野博士たが

本鳩を新設した;(IJ!1J1は寧ろその幼晶の特棋によるもりと考へざるをと得ぬのであるが， Pseuゆ

cloeonの幼識にもまた尾は二本よち鈍いのでるり，立下番讃米簡の先壌がobtuselyconi儲1で j

Sうるのと， PseudocloeonやBaetisの議会の如く ~ounded であるのとでは，嘉を別つに足る

程の明瞭君主特設とも，w.へむ。令部ちこれだ砂では本場を・Pseudocloeonから厳密には蕗訴し持ぬ
-c:あらう，

一方で Ba掛s誌をやにもEもが二本しか主いもののるること泣，ア員事カのB僻tisblcaUdal儲

Dodds にその棋がるり，また本誌には記純し友い議類であるが，設掻i，ζも北？』t道の臼硲J.]J膿や

マ盆島にはE：ういλ為二コも－；しか1毛のf主し

して乙の揚合t主， Baetiella り幼品Ir.は後越が挺跡的にしか認められないのにi持して，尾はtc:.~ヒ

後 JIU:;ii.'.長B制is磁の幼重量Iこは，なiまj二塁子i券会が報侍された Baetis緋｛ねっかしろはらかげろう〉があ
る。 Lかしさ際問弁は世だ本殺の総本を1fzしてJじないので， Zとを材〈米猿緩めものとして重量泣いと Lには引用し
ないこと』した。 (l二＇－＇＇後ろを， 1935,j(f.勝悶幼滋。 第一次i議袋与E術純潔静子究間稼務第五部第一磁第七縞第二十

三斡多目詩｝

品事上野店長三， 19.33,~とでよる悦臨1'i守厳！与の殺ホ念物陶， B~ll. Biogeo宮r.Soc. Ja~ •• _vol.ムp.191軍事政。
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へコ〉争Lしかな〈とも， Bae必書踊わ幼晶

つて BaetiellaとBaetisとわE語}JIJIま充分に貰I能2主る如＜ J思はA'Lたのである。 探るに昨年北交

の犬同でti~＊注れた Baetidae Ir:議ずるー穣の幼品は，外棚上明かに Baetiellagroゅのも’の

と’拘留さ ~t.f'J.るにもおちゃ，立設に後趨の bud が｝もってゐるため，；：. ＼κ於いて品卒後壊の
:.fi！~Jは，少〈とも幼識に臨するi担ち， Baetiella を Baetis から際到するに廷る特徴として認め

るととが問楽むように怠った。

か〈のお丈して Baetiellaは BaetisとPseudoclownとのi切にあって，そり持躍。決せぬ届

たるととi::府ら曝揺するのでるる。 上記のよう訟接壌をど有ずる Baetieilaの設えをと介して，

Baetiellaは Baetisに含まれるべきものであるとする窓見が恐らく成立するであら弘しかし

もし Pseudりcloeonが Baetiellaと荷主基礎に立つ揺であるとするならば， Pseu必xloeonはや

がて Baetleilat'.:介して Baetls＇に併合さるべ会運命にあるといへないだらうかσ 勝来に鴻さ

れた興味ある問題でるる。撲るに筆者がかくむ郊会事様の下I！：於いて，た段本摘で紫諮として

Baetiella.の特立を認めてゐるわけは，本務の資料となってゐるものの大部分が今の虎成長の惣

あられてゐない幼識であ静，かLる幼議。分踊に搬するi獲争，尾がここ；やより友いといふ持触は，

たとへ，後壌の翁無が課題でたく友った議合Ir:於いても，分類の準械としてf降臨して了ふζ＆

の鵠来ないものと考へるからである。諮って従来ならば B創出の二尾張穫とう苓へられたもの

が，今では・Baetiellaとして取扱はれるでまうらう。それとともに Pset崎両cloeon.もーそれが二

培毛である以上は矢車；り Bactiellaゅに含まれるnI訟民主 しなければならなL、 ~t; もに二 u

準械の合職性に欝して，懇者が金舗の鑓頼をおいてゐるわけでゑいととは，以下の記述がi島々

之を明かにするであらうとJ思ふ。

・それで先づ比較の基準i::奥へるたゐit:，こ主にも一度 Baetiellait脚nkao幼晶の記載を試

みてお〈必要をと惑す＝る。本磁i立内地の山地譲流t乙多謹し，特に急流部の・faunaの箆婆た構成

要識として，より急提でゑい部分に於げる Baetlsthermicusの地誌にもよとすべき俊占製りを

現はしてみるのであれその分；術も本州・語調・北海道の各地から知られてゐる。主主ほ時If!• 

宮地揃博士の北千島 expeditionの様本ゃから，唯一匹ではあるが本葎IC.酷憶したもわが見付

かったの℃あるが，とれはいま端かに総定するととを建設へたい占そもそも Baetiellajaponica 

が~IJJll!.境流の斜査IC.ff£った宥にとって，そのように familiarであるといふばかちぜたし幼星通・

た常識を油t.:c本礁の現はず特設が会（ uniqueであるりにi討し，一方でこれが或ひは Pseudo-

cloeonの幼識でなからうかと，思はれるようた徴鮒穏0{?11:i::，今't・a・にもま挙る下流地域re於い
て注~：しゑいわけマもなかったが，そういふ椴絡謹『ドに本語に砿敵する上ろな掛出械を不幸Iと

して見限し符なかったといふ霧器的情勢が， 建IC.：本語によって Pseudocloeonきと突っ殺して

Bα：etiella ＇ の設立役晃る 1までに荒らしめたものマlbるといふ黒tζ も解される。それ，~対立2交のmri

ft'としては，提i主 Baetfsiと最も接近寄と示すような控類から初診るのが議誌な0守るらうが，
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ンネ筑・r:Baeliellaを認めてゐる取り，矢張り乙む異色ある・・ aelieJla ia会onicaを先K持って来

tr:,；きがい kと店、ふのであるe 特I＜＝本誌でiまPseuRcloeonたるの燐ひが多分にあるような5耗

以下の鍛総穫は取舵はないつもりであるから禽記載される路線の範国も自ら限定されて〈る告・

でるる尋

Ba~tlella jα＇，｝'JOU it:αlMANISHl 

認は補色で決淀祷｛ちの擬紋を現はしてゐる。 舗角は淡色であるが後学は次第It:階色を寄与ぴ

る。中央経合綿lま顕潔I•擁揺を論じ明瞭に淡告でもある。前Jr~智は後方t乙開いた隷主要事となし，謁

色であるが，溺測に淡色。部分があり，また中央鰐俺i:挑んで八字型をたした淡色獲が誕めら

れもその飽にも設色の孜慌があるが，この八＊援の謹紋のみが比較的鮮明であるε な援総隷

に殺し中央楳畿を挟む一紛の護色斑騒があるa~J向背は wing budの基蓄が最も輔廉ぐ2まっ
てゐて，前胸背白ii］鍛の総合釣2.5倍ある。前j踊？？の長さを中央線憶に泊ふて部参，之を1とすれ

If'，前説？干のぶi織の括：前j島1Iの後械の稲：ヰl}]I毎苛の崎大揺は大韓ー2:3：らのtil舎を示すが，と

の割合は必しも BaetieJla を斡護士づけるものではなく，例へぽ B~tis .nl a tc於いても詩E割

合か細められる。 rft胸lfIC於ける淡邑斑は一般に欝携を続くが，中央畿緑色南側I亡立とまド持し

たj変色縦保が認められる。また話i縁部から wingbudの持識の中央郊に嘗る露までに，西謹む

おをに妓んだ；f＇~·＇tiJ余彩をしたi混色斑絡がふうで．そのぶ許可予約縁部にある第…容到のものは齢韓

パじ！.iじした鵠鉛i:.J'> -'"_)1ごゑ認められ，またギU j，パィりものは wingh婦の縦主主に設遺してゐて，

その内鯨を淡色斑でか乙まれてゐる。本種に於いて後題は完悲に議静的である＠誌は竣悲で，

総品IPの中央部に欝色斑があるがjこれは除り顕著でtLいものもある。ー鑓箆・腔節・樹絡を認と

てその外絡には白色の摺毛を続生してゐるが，特i乞騒諒の背践にあるものは読点ってゐる。箆

背も地色は燭白でるる。中央縦傭は留められ友い。各館のや央部には｝針の穣色の斑監がある0

tl13節乃奈第6節tζ亙り淡色fとする傾向がるって，錦3節i主主主ほ中央部に樺色部を惑してゐる、
が，m4，第5及び錦6怖ではや央部がよ静先会に談色化して，その呼ltCJ：記の議色潔鯖が明瞭

に認められ，→裁の殺色部は僅かに品iiJ縁及ぴ後畿のや央部を縁付けてゐるに止まるe第7欝も
や央のi謹白斑燃の郷関だ砂が淡色化してゐる場合が多い。第9fiiiの後宇部も談合6化してゐると

と多し第 10 簡もまた議色化ナ？.＞ o 鹿島.，ま竣f.~.：t:上野博士〈部品 Ueno 1928., pl 17：上野・

宮地， 1934，上海地及び搾Jll次第の水棲動物， pl.船田聞に示されたような斑識があち，また俗

的の側縁iζ・泣ふて総IC・！長い斑話を認める場合もあるが，かくの知念斑髄の明瞭に現れてゐtLい、

ものもある。 総司法→般に小さく旦丸味をと；／f}t>てゐて，筑管校は認められぬのが梼鴻であるが，

その｝持政jは漁色で意図〈縁取られてゐる6 足は淡色で摺斑誌なく， l;;l開花i主総選をと襲ふてゐるま〉

であるが，乙の出は槙援によってま・がるり，中には帰んさ毛針認められぬものもある。中央の

1創立痕跡的に犠かによ認ゐゐれるに過ぎない。諜援は成熟したものにるっては'6.5耗乃蕊1:0粍，J
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！誌の長さは鑓長よ担も少しく長い。分布の成い畿であるから地方によって遊具があち，また設

色の間関と決色の繍盟との議ひもあるが妻 B.thet明ict.tStζくらべればー較に本麗の方が謹色，・r:

2うるといへるだらも と白記載は京議総淀川武舵還の翼務の幼描をもととしたもので遣うるが，

北海選議の誕加は慢が誌と小さし成熟したもので5.0粍誌が普通である。

34. Baet伝説ajap側 .ica官協 湾総可， f事27積

本極は jaρonicaκ？酵の上でも， f5彩の上でもよ〈掠てゐるが，腹背に韓刊をイずしてゐるま誌
がまづ第一年著しい遼びである。分およ地域も現訟までは jaρonica.の産するととが知られてゐ

ない樺太及び朝鮮に罷られてゐる。それで＊種がこれらめJ:t主主に於いて，japonicaの地位を之

JC.代って点めるべき同設議であることは， 議ちに想像されるのであるが，アζ立僚へば Ephe-

met'ella trispinaと時hemenllatrisρina naとの場合のまM，鰹背の耕列の有無が絡んど唯
一D識別轄となるのではな〈て，本強と japoni'caとり開にはそのf患の識に於いても招嘗の遺
ひが見出吃るのでるる。だからと主で詰 ja;ρonicanaとして鍛りに磁Bきしたとしても，本穫は

恐ら~ Ja.ρonicaとは分類接的に別謹？とる欝f謀者と持った種類であ仇その窓味で BaetiellaIi泌

の第ニ養護として自らをと主援し得る立揚に主旨かれたものと考へられる。

躍には議議色.！：：械補色との譲告をが現lまれ，註その護法の殺が比較的野明である酪はよく japo-

nicaと似てゐるe 前胸背ーなはや央の淡色縦f恥前縁，樹縁及び後縁が混乱に鰍取られてゐて， ζ

の譲位の雄取与に弱まれたl付脅litま大謹i亡於いて淡位在廷する。特に中央よ努に竣色のー舗があ

ってj そ0中に二鰐の離に並んだ比較的態普及拠色斑騒がるる。この旋色。－－＂~］とその中の讃

枇斑黙といふのは， ja/xmi4停に於いて認められた患の中央続意義変説む八字型の談忽錨が韓撞し

て，そのせまにか弘る濃色斑蕗喜と取担騰したものと考へでい＼かも知れぬg との灘黙と鰯態との

間にあって後綾上担札束にこ二｛誕の鍵に並んだ蕗f5斑識が一般に謡選うられる。町但LJa.ρonica iえ

於いてi認められた前綾部の漉色斑諮は本識では認められないc 中胸背-c:・t土中央縦糠はその後織

に務大部を1醇成してゐるのが普鴻である。立に並走ずる淡色鍛嫌は明瞭に認められるが，その

外簡に重うって jaρonicaに認められたよう友謹色の慌貼舛は，特にこれが撤箸‘なあるといふの

でなζ で， i事る一般の設色誕のふ部を友してゐるに描~泣い。 ·japoni切に於いでそのma斑

識者ど附んでゐた決色闘は本援でも認められ，ま？と芸きに wingbudの内緯tr.i治ふて走る読む様が

あって， scutellum愛で延びて反訴i磁のもの＆融合してゐるのが持論でるる診その憎japonlca

IC！・そいでは不明僚であった淡色斑がwingbudのつ砂棋や前側部IC現れてゐて，決色の飽轄で

はとれらの淡色rtfがた互に連絡してゐるのが見られる。総荷の斑紋は認められるが， ir授に生
えた縮、ちは掲色を 7,~｝ぴてゐて， jゆo’nica 手立には？野生してゐない。腹Wtのi焔富士［士大韓 japonica

と同様で，各館の中央部にー訟の器f.！，蹴J!.!4がるり，第10節のみは不明娘ずあるq また第9勾
第10節の談窓itf＞呉らわ、。 共強めfiii・e1士一般に主主主象の設的の際立伐を除いで，後部から設
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色｛記が.ii!lむ｛治ili'・1が認められるe云ひかへるならばぷi掠iこin'ふてよ話多〈の龍色部が建漆れてゐ

るのマあって，この｛焼肉は第3？：芸乃荒第5部によ〈認められる。館はia.如nlca援に蹄〈主主〈
て，之と説ぺたならばより総長？あり，且仙の試管校はもとより，その縁取りも縛められ左い。

！己は iゆ011icaと！弓とように組長よりは絹宅起し毛は殆んど認められね。 lft:1Jとの足が著し〈

逃｛としてゐる閉ま．後迦が痕跡的でるるとととともに，：材重がj噌onicai乏就践のものでM

Zことを訴す最も有力なる特識であるら

以上のように記してくると本穫と j噌＇Onicaとめ相擦は結局続践の護＇C:あり，量的な差万あ

るといふようにも巧へられるマあられそとεタ主張割腹背の車率列のii~民が碍題銭2されるととと

ゑる。”との斡刊といぶのは郷l符）'J豆諸7室長iこ1正弘後続の中央に一間のラ短縮が費捜してゐる
ととを掃すのだが， 4:t重の突裁は Z訪hemerellat乞見むれたよヴtと鏡〈尖ったものではたい。
朝鮮誌のものでは第H苦のものは小さい乍ら掠められるが，議7館のものはi誌記してゐる6之

に卦して樺太院のものでは第1節の後絡に発組む認められゑい代告に第7節には立誠に之を認

め1'J.るのが普通であるら序いで乍ら・Ephemerellaでは，憐へばjrls＃憾の掠し朝鮮や樺太

のものにH支背の料何がなくて内地のものにそれが護連してゐたのとは反!Ifに，内ぬのJat賂nlca

に無かった麗背の純持が，務鮮!.kぴ持太に避する；本線に於いて認められるといふととは鴎自い

説．後であるc朝鮮監のものは組長6.0~~，樽友のもわ （iJ~凶寒Jll ：今時， 1937.vm 9）は翰E

小さく：てω的立であ弘d
問。崎選:!!J6~i1 (J fl払蹴内
.:35. Baetlella jαwonicαnx 磁絞w.章容26聖護

本穏は先t乙も…す記しておいたように， Bae治llaであって後壌を有するといふ特異な糧類マ

まうり，そして本綾の斜現によって， Baetiella謡幼識に於ける中央の賂のi出むと，後麹心選化と

が恭平緊続完工組関脇絡を滋すもお？ないといふととをl切かにしたものである。それにも拘らす手

本誌はt.rほ Baetiellajaβ附icagroup l乙溺ずるものとして，他の二地毛醸からは蕗射されるべ

きで遣うると考へられる。

＊殺は組の地位が淡補色をj設するために淡飽斑は殆ど現れてゐ汝いというでよいιだから寧

ろ誕色：若者と鈴って記載した方が後利マあるe前胸背；及びif.l脳1干の店11践は話器色没者主びてゐるc ま

たf¥ijJ出背のiIJ央部には jaJ;onica・ i亡兄られた淡位の八＊~~~紋の代担に能告の八字型紋が認めら

れる0 111 JJ短詩も中央のj変色縦僚は認められるがそのNHI!~は漉｛立をと長七， lft；央の淡色縦僚に主主主を

した淡色縦後の1t静lZ:.本後では協色続絡が認められを。 そしてその外艇には婚と不明味乍ら

お：ponicaI乙認められたよう主議色の斑結碍がある。腿部の鴇色i加土手：種では暁域さを欽き，ま

た 1'1色の鱗毛の生え方は j_a仰がほと〈らべて較である。腹背の中央tZ:~·衡の設白旗識がある 4
ととは jゅonica と問誌でちるが， jaj,的nica よ争も小~｛て結成者どま；＆iゐ:Q.。
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2:"l0 隣 3範 fH 2定滋普ff 磁手金＊ ！，註寺普

u事工り部8f:おに亙って認、められる。第＆第5及び第9，第10Q,.)各誌，，主流＆fとが江Lt守主r母．
特iと第9際法第10持よりもそれが著しい。 共f車の六銘i主中央部iこ i変色r~；が段。てゐる慰？・
jaかnicaの第3tiiil之鉱てゐる。箆翠のIM話i主Jlψnicaよりも明竣マ第桟Mi:t: ・r:ーさめられるがJ

それは完差是な八’f！授を援し， Ii左右のI~I霊長の関む誇きが japonica よりは！弘、名

探、iまjaρo;,;c，αよ争 t》ヨ去；1を＜Jt: 

が ja，ρo鍔fεoでiま1.3:1でl＇.＞るの；之歩ifして，本種では 2:1でおり，知もとの:1£；合 jaρ＜micaIこ

主ぞける誌2さと本諸に於‘げる市とが相等しい範f.t査を右ーするDである。部lの持取り l土m~v矧持。
はなL、 Ji:t主務｛ちで公設り捜長よりも稽老長〈，内側t乙生えた毛を認めることが1111£~ .；，＜ ＊禄
iこ第寸齢者の中央部ι詑ずる程民的ノ山 '71v'f:r.後趨の殻速を見るととは，水路としてはその品

も顕著な特換であるに相識ないが，これによってjゆonica1とタイプとする Baetiellaの特徴の

-'I主が失はれることも：－§~出来ない。いまこのようなJ重要な特徴的盤強iζ陶称した1患の特設の

健化を本めるとすれば，上砲の如くみ：械に於いて，僻が大きくなってゐることもその一つに盤

へられるで、あらうし， iTζ中央m鳴が滋Itしてゐるとはいへ，その純度がjaponieaにくらべて

は劣 I)，そのま若さが創10怖の長会i!r.あるととも旅1まされるべきであらうも そしてそれらは結

局 Baetiella の掛端化した股艇をと， Baeiis の現はずノーマルな性質iこ引き｝~すものとえ議され

るのである惨なほや械は峨…阪の総本について記議したのであるが，その議箆ね控交は 7~0 粍

':;・ あった州

産地e北支大1<11捜i副1J＇｛時. 1938 lX, 1必1

36. Ba4ラUeUα鈴X 陶器まれ努28環ー

上記の三設が_japonica席。upとして取扱iまれ持ぺきに殺して，本議は跨じ二足毛種ではあ

ってもよ与 B僻'/is約なものと考へられるるしかしみ：離は内装吉方蕗に演〈卦おしてゐるので，

特に fapοnicagroup以外の二尾宅穣のやから選ばれてと！..IC.記載されるのである。後題i主費

建してゐるが尾はニ本しかないとかふ Baeiis・約な麓識としでは，とり.fl!!先にも記した知〈北

詳述・ -T-~tz::義ずるものがあ払枚上高地からも…穣報知れてゐみととを附記して公〈。

n霊江東議色叉i主汚務色で斑紋i主飴り顕著ではない。 語~IJ掬背のがi総はf段位で：紙付けられてお

り，また中央部に1Y：（~I.~の謹色識が認められる。ゆj満智の前絡も織犯で締付けられてゐるもの

があるa中央の談f!!.続権もや駒？？では挽色部によって際取られてゐるのな明瞭であ.:50中央縦
捺の左右iこ平行した涜色縦鑑は B.ja釦nicaよりも太いa そしてこの蹴｛取は淡似の椴聞なは〉

scutellumや wingbudのつけ根iこ蹴った淡也市iこ制いてゐる。脚怖には蹴紋が認、められた

ぃ。身程益課i亡締かい壬が生えてゐるが，特に出i慢の budの先端には比較的長いFちが粗食し f

てゐるめが見られるe f受理の bud は大きくて，綿一服節の後織に磁ノしてゐる。叩目立背の，Jfl，~誌は

•lf€~：器色斑鮎も依り鮮明稔；右せはないが， r しかL貼lU~をなし七千子設するゆが認められる4 各館：
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とも前議と後畿とに詰ふて少し〈議色マあり，念た中央貌に前ふても i~色であるから，鍛位怖

はニ思の学濯をなしてゐるが，第H宗と第 5 館とは失器り決色ftずる煩向があって， q.i~時患の濃

器部が認められ立いのが普通である。鰐iま大廷を・r:，そのほii主ja戸mcam とi可t:i.立あるが， f窓会

はこれにくらべていくらか続（， I誌の約1.7f去に常る。対縁i主菜〈議取られすz，気持枚は裂IJJ壊に

i秘めら ~Llf.l。践商には明瞭な玖~~請をと鋭いてゐるお 患はj発fきで‘緩い毛を袈ふてゐる都立jaJ.切符ica

よりも償lIE:的である。 1/1央の~は jafxmica 附よりも史iζ進化の緯度が劣ってゐて宅その長さ

は郷10節の長さよりも長い。

以上の記税だけで見れl・i"，本雄はFちがこ本よりないといふ貼以外に Baetis鴎から離別され

るべき根擁がなしまた jaρonica仰のように後閣の護法したものと比較するならば，本桟が

jゆ似たagroup iこ麗するか否かを仰によって決定するかが明かでない・r:あらろ。しかしこの後

の関還については，本議の成熟した綴鰐の鑓長会~5.on;1主であるのに到して，そのF惑が関長よ

りも綴〈て3.5耗乃奈4.0経よ撃ないといふZことが，足が盟長よ争も常iな長い ja仰がcagroup 

のものとの主主部裏書となるであらうと怠ふ。それで問題はまたも一議BaetiellaどBaetisとの間

の相違に持着する。 Baetiella jafxmicaが Baetisthet吻deus よりも急流舗に見出されるとい

ふととから利関すれば，恐らく Baetiellaに於いて中央の思議：返詑してゐることも，残った尾

が長くなってl.)るととも，また燥をと畿ふ壱が主主〈なる｛議舟や，鱒の小さくなる額尚も，実に選

ん匂は後趨の退化する傾向会ヘ， ~~~.iii·'." ;q寸ろ持r.~：的鍵北として説明し得るかも知れたいc と

フいふ一つ一つv.:>Jb!.jH：：：陥れ℃，仏以11・, ··~ ;:Jadisと代表的な Baetiellαとのさを醇上の差主主i.:..

t主意を向けるならば，餌i授が舵識の Cloeonや或ひは抗i亡記す Siphlonuridaeりものに認めら

れる主うな滋泳Z裂をたしてゐるのに掛して，後者が寧ろ Ephemerellidaeに於いて認められた

よう友舘詩型に泣い｝酵をなしてゐる鈷I;t，誰吉見単色すことのない籾挽であって，かlる金取的

t;r務違とそ常に分類の段税約千j額控そ奨へるもの訟のである。そしてとの揚合に認められるこ

うした会務的た頼還も， 1また矢譲り弱者の認の環境の担謹と結び付けて考へることが出来るで

あらうと，Eふ。しかし務紫饗｛との説明を環境に録する遜lfl!i•控に求める爵り，我身はかく D如き

形質謹化的諮慌の多常設省といづるな顕に泣いてゐ主主ければなら2まいので遣うる。 部ち Baetisの

ように多数の種類を組合ずる脇氏遣うっては，そのやのある犠鱗が夫々瀦1t：にとのような愛iとを

謹げ友いとも限らないのマある。またその器H：の摂度にt..いろいろの差異を議するものがあ1

ってい Lわけである。だから Baetiellajaponicaのように川方の報端にあるものを唯一穂類だ

け取出して：考へる場合にはよいが，そうでなくて， Zこれらの織化の結果を立をペて，それをある

一定の特識によっで分類しようといふ時には，その升矧l℃典。7ヒ鵡阪をもっ系統のものが混入
してくる可能段が少からすエあるであらう。と Lでは詳しぐ論少；：：，依格がないが，現tこ他の特徴

を準嬉にする議会には，.B, japonica, B. ja.ρonica na I主上高地壊のご尾毛時；とともに Bartis. . . 
ther閥、usと狩i二gro却をil＇るのに重きして， B.JaJ紛がca燃やβ.・nxu去pって同じ11-J袋内

シ・

・ト
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11i1D Baetis nlbと同tgroup を作るように怠る ~：であるρ だから本総では従来のがj品分禁

法を跡践して，耳え耳tぺす；Jf:モーの教で }3aetisとBaellel la とを ZU~L.ましたが，このす，，搾の vali暢

dityは，間千？の成品のr.Illこもまた之と針比されるような強襲がえ際空れみかどうかといふこと

によっで初めて決するものと;i；はねばたらないの？ある。

産地。 i品別同興安問符林11tj（今回， 1938・IX26）；内家主シヂムレシ｛今拡.1938IX 1), f簿

上1·1·~装i剖（今商， 1938 IX 4) 

’震豆産 Bactiella翠幼嘉の検索義

1. 1予は穏長よ担も短い……………ム...・H・－……………~，... ,. ...……….. Baetiella nX (l"Ji議議接〉

思iま鰭長よりも長い……～……；....・ H ・H・H ・...・H ・.........・H ・－－…...・H ・..........・H ・..: .........…H・H ・－・ 2

2. 後題が望遠してゐるa・H・H ・……………....・...…....・ H ・..B僻治Ilaja会onicanx （・大関産1

後怨iま痕践的である，………～……..................・ H・H ・H・.., .........………………...・ H ・...・ H・－－…… 3

3. 践？？に特例j活~lまい…………：.... ：.・－…H ・H ・•·.···・H・－・・.Baetiellajaponica Imanishi （内地穣｝

設Itに韓発会•aうる… ··：· ・.....・H ・－－……....・H ・－－….Baetiellaja：伊nica蹴 t持能・持x産）

Siphlonuridae 7 9ヲカゲロ7科

Si phi on事げ君”麗

37. 主主；J.)hlouu1・1M IJlnotatu.'J E.i'.¥ TON 

州議~vsかみlonur,献としては s. bf:抑制us.Eatonと S.. sanukensis TaJcahashiとゆ二

将殺が知られてゐで，この補者の識別i土成品ならば， binotatusではその前趨前維の市央部に

顕採な，設鴇色aの斑鈷が護うるのκ謝し， sanuk宮nsisではか主る斑酷が無い乙とに主つて明瞭で
3う担， i主7と幼識t亡sをし、ても， tヲE分生長して〈れば乙の斑鮪の有f

て認め‘られるものであ~から，その識別は同じ掠に簡単であるといふことが出来る。しかし乍

らこの蹄黙の有無以外に補狩の幼品の識別賄をと求めることになると，どの里~を取っても非常に

酷慨してゐるため，務い幼融問蕊者と〈らべたのではその識別が殆んE不可能に近いDで左いか
と忠はれる。

地マこのよ〈似たこ臓の附胤臓のがj識が，生態的IZ::Iま可成りはっきりとした棲み分げをして

ゐることはか飽怨之さるべ会であって， t培・nolatusが下流地域の汚水の混入してゐる流れに昆出さ

れるのに民し， sαnukensisのえiはより上流の海関なJiltれの部分をi.':iめてゐるe 生！論本認の幼

品は後i亡IHで〈る肉料の ！soめぽhiaや Ameletusの幼識にぐらべて掩れに弱いから，典型的芝公

f!JJ出演流院は桜み作ないが，総統が111~災害ど離れで成い礁を fir り， il!援して主誌のfきに入江をitさ

ったり，或ひi土砂地の~＂·を殺かI＜：流れる側諸喜cf1！＇ったりしてゐるよう君主 E誌に入担込んで〈る。

ft4.：：アルプスの鹿島jりのような，・向山的役水織の4まい荒れJIJに於いでさへ’.sanukensis ・ ・ l主謀、
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批あたりまで分衡してゐるのが見られる。 京都加茂川では下鴨Pf:t.近になほ sanuke匁sisを凡

るが，閉じ下鳴で3うって、高野JIIの方は汚染の狩z度が蓄し〈，こ主では sanukensisの代りに

btnotatus ~t見られるわである。

hlnotatusの詑設iまさまに上野樽士｛主主/-aUeno 1928, pl. 14; Ueno J931B, .p. 207）が民へで

恥かれるから， sanukensisとの比較をと±にしてその前足をと試みるに止ゐる。色は bl・notatusの

方が暗色で， 5言議むをあるのに封し， sanukensisiま淡淀色を椴ぴてゐることが多いが，しかし

sanukensisのゆにも情説のものがある。鋭部は補擁とも頭磁の後絡部をと除いて中央縫合線の

南側1r:漉色部がまう静，その中It:涜色の都紋斑が諮められる。－日躍もm繕は非常によく椋てゐる。
例へ誌右大朝の第一犬蔚の尖端が三叉してゐる鮪は雨穏とも湾擦であるおしかしが仰・talusマ

は趣常尖識から少し下ったB援に，、一つ践に向？と突認が見られるのであるが， sanukensisでは

この務総が費越してゐない側関のコかが多い。部ちこれは謹を分つ上IC決定的な務質であるとい

ふわけには行かないにしても参考にはなるでるらうむ一関むの南穫は鉱てゐると丘ってる， 1£

能的iこえれば binotatusの方が sanu.kensis よりも作りが減丈であって，この~~iは成職安比較す

る場合にまづ呆がつ〈ととであるのと問様It:＇幼盆の掛合でも 1をた見越し件ない分類取的紫村

でる-Lo例へば符と諮長のものをと設ぺてみて，出i者のコきが接手fより肢が太いとか，腹部の後縁

角にある突謡が長いとかいったことで，こういふことが色々な部分に現れてゐるε勿論口擦と

鰍もその例外をたしてたとかけ？？なし？定つてJ.:i'i込芝〉冶．大顎の郡

と込dとL、ふ乙ニとも，汲／＜：.iAnowlι！：＞ .；.；，念館の作告が sanukensisよ担も頑丈ぷIt仏、」ゐゐこと配

本すーっの諮れとえてよいと，~.ふc しかし binotatusが sanukensisよ撃も頑丈によとえるもっ

と‘車線的な原閣となってゐるような形震をと求めるとすればダ椀へばbiwtatusi亡くらべてsanu・

kensisは読が小さい，身臨D他の務分の割合に比してとの調が小さいといふことが，sanukensis

をとして binotatusよりも外視上 delicateに惑ぜしめてゐる一原関・であるかもしれないのであ

る。しかしこれなども計ってみればそう大した招還でも法くて，前線？？の後縁の耐を 100とし

たときの顕幅が， binotatusでは86であるのに封して sanukensisでは80である位で，それも

t草山の鵠罷について踏めたのではゑいから，こういふ全閣から受ける部娘の分析が，ぎこまで

最初の金問感に忠提であるかは焼関で遣うる。

以下に訴す）Y.,掠孤立部の斑紋は殆んど削躍の間IC還がない。こ主では biwtatus~ともとにして

記誌を部める。ぷi熊？？は淡色で，中央部と関紙部とに踏紋が認められるが，全然｝器産党のii刊とし

て了ってゐる鶴鰭も稀でないa 中n持背の斑紋も亦頴事長でないのが普通で，中央部に大鰐三脚の
？墨色斑があり，その弛 wingbudの義？惑に数｛肉の漉色瑳燃が散布するふまた成熟したもりで

は趨銃が畿色に認められる議合が多く， binotatt'sならば上記せる知く， f1il協商i縁誌の黒羽斑が

認められる。挺~iiiの末端部には設住識があるのが普諮・なあるが，認め難い接合もあ.t ，腹背の

斑紋は詑較的にはっき怒してゐて，各簡のや惑を部氏八十r.~·！の滋想斑駄がある。Jそして第弘那
らや
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3, ~16 及び第9 ?iiiの rf~央部は浪色ftずる傾向があるが，之iこ院しょfl;7 節iま rft央誌を蔑してその

Jl~J司に礎色部の掠がる傾向れ：認められる。中央八寸？磁的係！劉；ぎに…鵠の議在斑があり，そのタト

mHこ更に一個fill総角のJ；から斜めiζ内：方iζ応って仲びた設住の斑滋がある。そして第1乃至第

fl討JIこJ足り，これらl>HUI黙に挟まれた務分が後議活ひに援ちをと廷してゐるものもあるが，金た

か〈の如き設色斑や設~TI~の認められないものもある。第2f：おから第9簡にliり釣j縁が仲麗し
てゐて，との部分iま談ちである。そして持製部の後韓よ !11こ比較的大会主主；しかし側縁i亡は挫

してをらぬ謹色斑を兵へてゐる。輯1y~部の後続角は誘い尖鵡となってゐるが，この尖起の先端

もまた少し誤色を帯びてゐるのが詩紬である。以上の他都2乃東郷9の各節の後縁が仲良部i乞

統かんとする底に特i乙龍也の蹴結が認、められるものが多いe腹簡にも淡色の八学期斑監の現れ

てゐるものがあり，また各怖の附側iこは件捜部泊ひI＜：幅康〈鶏色僚の現れたものもるる0 Jさは

法'Ii~から約 2/31立の蕗に鎚臨の，常臓が認められる。との帯斑が欝明たものとそ？でないものと

話うるが，一般に binotatusに比して sanuke脳kの方が蘇携に現れてゐるようにj患はれる。最

後に儲ぜあるが．主主菅の校分れがbinotatusの方が sanukensおよりも織か〈，また荒智枝が

bi not at us iζ於いては謹鴇色を議して織替に認められるのに！；tし， sanuk，側si通κ於いてはbina-

talus裂に顕著でないc しかしとれらもこの前覆を部つべき決定的な特徴と見倣し得るかどう

か妓熊であるιー

さて今回：1i:者の拾し持た浦野誌の脚本中で，満洲産のものは比較的瀧い幼織マあり，また却

がが不完全ではあったが，布大顎の$－犬闘に縦突超の強建してゐるとと，池で持集されたと

とな ~t綜合してみると， binotalus と問窓してまづ誤りなきものと，，'if，はれるa

波地。浦刺繍黒河省南立i可〈奥Jll.1936 VI 20) 

38. Si1：ホZ制限拘置ssanul諮n,誠一sTl!包.KA双ASHI

二本務の特徴に践してi主， j二に binotatusJと比較して論とたばかりであるから，それ者と参照し

ていた Yきたいc案者の按した標本ゆで朝野京畿道発寵（出荷， 1937v 9）のものは，有大顎
の第一犬鵠iζ続突認の護連してゐないこと共他から判概して，本種で友からうかと忠はれる貼

が無いでもないが， ftflが唯一~の若い幼誕生より無いので，官〈同定を見合すこと h ナ-?lo fJf' 

し11.!Hζ京成政のー阪の充分生長した幼品；及び混成識が得られてゐるので，本識が少くとも綴蘇

iζ分布してゐることは昨貨なのである。

毘地。朝鮮京城東安i：滋島（均同， 1937IV 4）・

L"lon11鳴をα車

39. L締役ychia}l堕onfraULMER 

i有地j去のlsonychia認として章者は本報以外のものま米だ持集じたととがたや。翠碍ICは別
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の種類よformosanaむ治献を産するが，北海道は北見・守護まで本語が分おしてゐるc併し

樺太ではJHtからなかった。 本題l立大隙iこも喪〈分布してゐて遠く襲来省，臨時符の東北部，

ttl持符の1ff部などから知られてゐる (Ulmer,G.; Arkiv f. Zoologi, Bd. 27A.. S. 4, 1936}1) 

Sかみlonurus肉桜に幼盆は交分生長するときには18托i亡主主ずる大潟！のものでるる。絡はSiphlo-

nrirus より相官長（ , Siphlonurusで穏綬18托に封して拾がG耗位であるのに訴し，＊；械で

は同ヒ強誌に封してそれは7托誌である。＊謹む幼識に臨時しては上野博士（臨IHHむ飴01928, 

p. 52）の記載を参照せられたいc 偲しその記載では Chiroumetes（？）］，ゆonicusとして取接は

れてゐる6・

議詳報薬品の中で筆者が本離と同定し鋒？と朝鮮産のものは， 10粍位の若い争力義主であった。け

れども背1［市長の決色縦i様が顕著？るり，また憾葉＝の一先端近くに補色斑を具へてゐること詮どで，

それは本措と隠定出来るようa特告主役党分IC:現したものであった＆怒るに髄淵古林の第ご二訟花
江で昂集（官地， 1938VIII 3）されたものは， i司じ経箆の若い幼識だ・はまうるが，背中繊の法色

*1:t1車が始んど絡められすz，また掛般の先端に鶴~J対 a::続（ Iまか争－e設〈，滋iこ 1~設には認めら

れぬよう友一封。決色関車告が，題背第Hiii乃ヨミ第9~iiに現れてゐる。それ故との黙でi主挙る後

ε議ぺる lsonychia鰍に近いが，その織の怖に M のようた顕著な斑紋を兵，，－p,~長殺の色

彩は淡＞'Ii・補色でタミ凝り本惑に似てゐるc尤も本積の色彩には二穫期あって，芸品るもの比一般

に諜f!：.で，持者茶色を現はし肢の即位や t;;;C'J；，諮問が鮮明であれ均時t乙 rt• 1,1：ブブ？芝公抵frtやt・!e

集。先端の議色~も願者。あ－？＇＞ 0 また決火f:!.のものーεは兎iii:f~縁関援なそのfilJ.v）純文も羽総議

をま合してゐる。 掛へば腹背第1}!I歪第9絡に足り中央i炎患鍛｛畿のi磁舗に竣i!.紋のあることや，

賎綴でiま第1乃玉三瀦9諾の吉；！側部に機意の斑勤りあることたcL土決ねの儲韓では認め嫌い接合

があり，襟；＊がおいときには鱗濃の先端部の懇話織さへ情えてゐることがある。こういふ描を

考胞に入れると吉林産のものは naよりも本擁立〉淡貨色型IC:泣く，或ひはその艇雄花でたから e

うかとも忠はれるが，資料も足らぬし，またかLる若い幼議でどの寂度合i:決定的なことが：？.

へるかどうかも凝はしいから，との幼議i友乙与では米決定のまkにして，？とど他日の券巧まで

にその持援を記しとど診た。

産地ch拶｝鮮会J.I~北道内菰山際寂灘下 Wlf札 1936 VITI 16) 

40. I1;on11chぜα宮1a 総統 Y，第31襲警

本援も矢読り清い幼識をもと弘して記載するのであるが，しかし本臓は japonicaの幼織と

は全然異った悲彩及びm紋を兵へてゐる乙とによって，何等の匙携な〈之から別務と認め得ら
れるものである。

務iま鼠色蒋くは培溺色の地色tc:::液色の部紋があり，・japonicaよりも菜E査である。背『ド純をli皇

制発色離擦が ；，脚nicaのよう主主太い一級をなさやに，太＜ttったり捌くなったりしながら目立
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2:{6 関東 ffl 及満 i州問~氷主主物

”＇l'iU~ 5 f者又i主第8務まで続いてゐるafづ前腕背のJYil総部1こ背中総主技んで1民有：二関づっの小

さな誕駄があり，とれらが｝まひに連結するなとによって，淡也縦僚は前腕背のnil識に［ねって撰

大した彩をと授はナようになる。前JK~背にはこの総背中線と側議との悶にニ偶'151ヒおlt.:.IEんだ瑚

較があって，その外開のものは不規JllJな形をしてゐるが，内側のものは外iこ拘って開いた甥掠

な銭款を設してゐる。中央決＆縦僚はrftJKi'WK於いてもiた言語掠iこ向って線大してをり，また

この路大？誌の採Ji:の脂でV~t:Rl\li:. I.f~側に枚を出してゐる。中央線穣の外方側絡までの関に，不
規JllJ_f;t形をした淡（！！.斑かえ間三三列となって3li£v:，各ダlJの斑較が連絡するととによって不規JI言放
形をごした縦紋にならうとする傾向が認められる。肢は淡むな’その班紋は jaρoni仰と碍じよう

に腿怖に設訟の二Jk協定，服fiiiのや央部it~斑紋，露誌の器却にー諜紋がるり，械のニつは楼斑

となってゐるのでふるか，自；l鵬首iと前fit認のものを除き潰える傾向の言うるととも jσrponicatζ 

.P:Jてゐるe

腹1rの側識は鐸のつけ棋を除ぎ淡認をある。 rft央の淡色縦僚は中央務にくびれがあり，縫っ

て中央部から前縁及び後縁iこ向って棋がった；1践となってゐる。 第 10怖をのぞく各街の巾央部

iこはー封の淡色斑駄があり，この斑鈷が第5f奇又は第6ii1itでは，中央線｛家主t銚iんでmi縁に向っ

て孤i止に延長した後色斑となってゐるが，第6節又iま第7表おから錦9節にまっては，かくの主11
1き斑紋起が見られないj二にや央の1克也縦龍もまた県在してゐないため，その中央怒にー針。滅

的I;l;T:貼のみが鱗穿で3うろ。 以上のf設に第10開設のぞ〈手号館ICは開綾の捜色部It沿ふた識を暴走

に；泣い決~HEがあって，との~I紋はwl総には統かないが後銭に鍛〈傾向を承し，特iこ錦9節で

はとわ斑紋が側縁の淡色部と機会した上tr.＇後畿に沿って内方に機大して来てゐる。第 10聞は

畿の向iと趣きを異iこし対l学部は竣色，設宇部はf議議邑であり，その境界もまた鮮明である。

政問iとは顕3がな斑紋i主主いε鶴来の時左中央部には漣色の総務を認めるが， jaρonleaの主うti::., 

その先端部役彩る践の稀色蕗は認められない。尾はJc脚nicaj亡比して長〈，間接8.5粍りもo
tとあって肢の長さ 5.0粍である。基部i立浪色で次第に？変色とたり，外舗の滋の長さのi'21立の

底で数簡にliる鳩也の帯斑設現してゐるが，との帯雌のI悶掠でないものがあることはja！＇°ポ仰

と問じであるc接斑から先端は一様にj克也であって， j母1onlcaのように先端部で暗色生呈する

ようなとと4まないι ！ 、 。 雪

産地。 i議妥当f.?a興安北tfj＇，－、ィフル 011村， 1938VII 1~ ） 
” 

Ame.le雲寺UIJI 

41. AmeJetu.~ 矧・削aα制作 IMANISHI ，図版 v.告書32関

i司会議予告の AmeletusE長野競として．本'X・ (Annot. Zool. Jap.リ vol,J3, 1932）は成畠ならばA.

~nontαnus Imanishi,. A. coslolis Matsumura, ・A.是・youiensisJmanishi. :.4. croctU& Imanishi, 
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A.・suおかかz附 Imanisl誌の五種主ftを識却すQととが問楽るが，耕識ではとu.JlfJ祭器o.ntantts,cos-

talis, k;iowensisの三麗が臨められてゐるだけ・c:，仰 ce.胤と subalpin郷との幼品i土今の議t

Tごゐかつてゐ友いのであるe

• ＇きてみ；桟抑ち Ameletusmontan憾の幼識はj他強＆集って関15が虫色をしてゐる。掠るに

イ自の械類は大誌は褐色州通ってゐるら そして鼠色。議制κ地1i友ことではあるが， 淡色部が
すっき告と l~l いので譲渡が訴に鮮明マあるc 之に蜘して鴇色穣では決色部が茶店協味をI,~，ぴてゐ

る容が時鴻でるる。本語の開戦は上野博二！：（前出む釦0 1931B, pp. 209-212）が詳し〈試み

られてゐるから之を略ずる。 本穫は京都知泣では5f.;lに洞化し，年一周の・段金：とある£ 分布

は！友い方で議臨的にはEP~アルプスの 2000 米以上の地にも免出Eされるが，か主る高地にあって

は純化期はで許っと揺れて8月でるる。マか〈の強会現象の見られるの拭績に本械だけで君主〈て，

矢張争京都と日本アルプス去に亙って竣息してゐる.Ephemerella trisρinaが，京都では5,R

tζ弱化ずるにも拘らすg，日本アルプスで8月乃至9持に弱化するのとー設してゐる。それのみ

なら十 tris/Jinaが北海域では夏Iと純化するのと荷じように，本穫も託方では3誌に務fとする。筆

者は海捧友の北緯50度近〈の地でみ：畿の成過をと探J草したが，とれが今忠e1ci:11られた本械の段
、北の分布地である。またこり高wと北地とに於ける務先崩の…設は， f患の昆識で低・tc§.~I られて
ゐるこどなもあり，総物の諾花期の一致なcとともκ，1羽地のさゑ態的特IC筑続的者i叡に閥悔し

アζ一珪の趨膝現象と免措漆るべき併なまうらう。本躍は大V.ttr!'は朝鮮からJ主主されてゐるが，議潔

からは；本撞のみなら歩み；a誌のものがまだす主も：fl~ntされてゐ念いのは；忠告でιちるも

蓮池。朝鮮金開山長安寺 (JII村， 1936VI 4; W悶，1937V12），向上忠明3袋詰II村，・1936VI 4) 

42. A1ueletus costalis祖ATSUMURA

コキ；種が朝鮮にも産するとことを， 2事挙fI主二慌の本穫と i湾窓されるべ~躍成義によって9.11ったの

であ －＇！：＞ ~ そ－れが掠集されたのは 4 丹上旬であるから，本穣の羽化i現段京都前近と朝鮮の来機関
近とで捺参差異が無いといふとことに怠る。 こむことはまた上議ぜる・Siphlonurus sanukensis 

に就いても蕗められてい）であらう。準労は京域に於げる務化故時の71<識がどれ1!rであるかよ . 

〈知らぬが， 7J<j且の分布が策理の分111・i乙鴎絡したものみすれば，撚へぽ京都と松本遣うたりとを

比較しでみてもい＼ Q.)であるι ずると日本アルアスの噂解けの＊が流れ予るような川Ii:於いて

も， 4月上旬乃液中旬1-C:Iは本種の羽化する乙とがゐかつてゐるから，京都で羽化のがjまる3月

15 fl言語後と〈らべて，そろいふ寒冷主主襟誠にるってさへ溝＜ lケ汚f立の瀧延であ弘之を：本縄

開ってその地悦E読め，〆京都問で抗5月広務北九上記のA tnontam 

匂＇{Iζ司寺｛とす制る Eρhemerellattぜsρ>inα などが， f~~i'Iや捧太マ夏になって讃く羽化するのと比較す

るならば，後辞の場合の選支援は！華々3ケ丹｛こも及んでゐるので・あるGそし？てとの議合は1略化の

時期が必〈れるのマたくて感b＂護育がたくれるのアでおらうと符へられる。イ可，＼：＇（ならば costalis
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の洞詑WHζは，授に之と入~it免るべき nwntanus の小さい荒い幼惑が惑しく Ji.Ill されるからで

あるιそれ故このE見事なま多分次の如き襟読のi也えi~':l1.ま地底的特性によって説明されるでるら

う. IWt,~のlllHs:成育する時本誌のよう，な種類にとっては，京都と松本とで冬季の気i現に設があ

る如＜， ＊識にもまた多少の若があるとしても，それは矯んどll司溜とならないで， ~llJれに於い

ても谷がくれば洞化し得るように成育するeそしてごく大づかみに云へばとの刻化桜丘水温が

10°C 前後になると~と郎鞍しており，そり時期がこの溺地方で約一!r 持謹ふといふ乙とにな

るのであらう。尤も水協がこの限度まで上昇するといふととi主幼轟にとってよりも，半ゐ務fと

した成品のその後のゑ活が~して安全であるか左うかといふととに艶じでより意味のあるとと

でるって，祭ってこの簿会の水設は成品の環境保件としての主主識が読に舗常となったとと芝台

げるものと見倣しでもい主ぜるらうe .しかし若手先舎の銭協は枝々還瓜りし， J汗角弱化した

costalisが雲の上に、へたばってゐることもあるa

さで7k識が 10°c断I設になるのが， 京都と訟本とで大韓ーヶTH立の相違しかたいとしても，

京都地かの川の水械はその後次第に上井ずる一方で，掛へば本穫のj零山見出されるよう1J.，漢

流会till鎚締役離れて宇野すこmた総与では，盛夏期には 30。C近くに注で鰭す：.？＞~之tr.封してお

本アルプスから出れ出るJll，機へ関鹿島Jllお：.！：：では， lk協はその後日向馨し〈上J1.じないで，盛

廷に去っても踊＜ 12°C fまになるに鵡ぎないc と弘 i乞補地方の地方的1J.水環特性の遺.'(.lを見 J

~＇ ff! しとけ口咋~~.次；：.1,t: ！ま－Hの卒:l!i11Jd震でたくて，最高水溢で言うるととた断ってたかねば

~－ t，や伽ぞれラ』ざと …：＇.，’•：：：s やJ Ephcmc；℃!la triゆina1J.ど(J)｝：：じい・.・：白f 'fl,~二ア J＼， プス地方で，

vみよ確のそれよりもす芯っと議延ずるわけは，との水溜上昇の議越によって護習が妨げられるなめ

であらうと考へざるをま警ないのである。北方で綿花期の握れるめも客矢接担問じ競象として，潟

と説明が熊へられるであらうと忍ふ。 たなi問趨iま本種と mcntanusとの季節約議み分砂が陣

太や北識に於いても認められるか.！：： うかであって，之を鳴かにするとことはまた恐いで，本種の

ような低水温Wlと疲t1期との合致した謹翻，跨謂 winterfaunaの系統若〈はそむ超原に蹄

L，何か卸＝決の2瀞費を興へるものがるりはしたからうかと思はれるg

永議の幼描の特徴iま， ~f；者。nsecta Matsumura, vol. 8, p. 65, 1933｝が A.ゑyotoensisの

幼識とともに nwntanusの幼議に比較して部殺してSないた。 A、kyotoensぬといふのは本穫と
持とように鴇色雄であるa しかし本経や nwntanusでは尾の中央部に髄色の帯斑があるのに

持し， kyotoensisのiさは語学部が畿色で後宇都が竣色でるった。輪車予の掠築1島中にはとむよう

なtHとおし℃ゐで．身胞はか仰ensisよりも遥かに大きし 16.0粍乃至17.0粍に捷ずるものが

合まれてゐるのであるが，怨本の採存が光分でたかったために諜紋が殆んど消えですってゐて， g

r.;J定Iii米ないの？ある。その他にも殺ほ一二種類採築されてみるが，資料が足らむから縫炎をど

抱ntc.a謀れ設後Ii:続器iζ於けるcostalisの接地変結介す？るし，
議地。報量車五〔誠郊外通話白 OJ1HJ,1937 IV 4J 

，， 
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&t Epeorus ucnoi MAτSUMURA （京都覚書：rn霊｝
34. Epeorus UliS叫 usIMANISHI （拠地凶！Jill歳〉
35. 均eornshiemalis IMANISHI. （京都1蜘／｝~）
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HEPT AGENOIDEA ヒラタカゲ口フ混目

E~dyonuridae ヒラタカゲ間賞科

Clw抑制a罷

43. Cfriy!J・mαlii11・仏事αnaIMANISI至I 聖書5波乱、多48滋

Synonym. Cinygina kurobensis IM脳IS取

望者｛Annot.Zool. Jap., vo主15,pp. 214-216, 1935）はtすってC.hir(lSanaと C.ku貯〆

bensis とも経i誌j誌の~n識と競鱗との比をもとにして卦ったのであるが，その時IZ: も記した油

i人補謹の縫成過又は部桟の幼議iむ との比を以つては同制し得ないのである。 3むも kuro-

bensisの幼識では，その成識に於ける場合と同じように， hirasanati:見られる胸聞の三思結の

中の中央のものだけよ静現れてゐたいものが多い。しかしこれは決定的放務質とは若べたいの，

だから， l+i韓は幼品や雌成識では附んど！謡別がつかすz，また雄成識に於いでさへ一般に符：を分

つJ：に故も車製t.r.形Zをと考へられるお:enitaliaの形j選民相違が譲められ設いといふに於いては，

之等の附種を強ひで別捜とし2まいで，同一議の地方裂として3ないたコむが率ろ議設でもらうと苦

じと ~tr.訂泥をなナ次第である£特ti:＊穏で試みられてゐるように多幼践の分:tJlが主罷であ

る場合lt:t土色この践的にあふ上うな饗競合主主されるととは蛍懇でるらうむ

本詮の話会主）n雲色：ま決議色で，初先能I!:L主主ア~i~ t:: ::•1：；びてくる。部服すには~»針の了y:};'Lltlな ＇B , 

殺した決色紋がる払この斑殺は前鱗に溶ふて互ひti:連絡してゐることが多い。前胸？？・中胸

背を議ヒて中央iζ明擦な・法位縦捺が認められ，中胸背にはこの中央縦慌の附側ti:之と3並走した
決耐J芝i康が不明瞭＇F-ら認められる。との俄比較的に鮮明な淡色斑がr:p}It~背の前側部及rt麹のつ

け椋iとある。何れも不規則た1肢をしてゐる。 また wingbudの内縁に沿ふても法器僚斑が認

められる。腹背各筒の中央部書籍総よ与に八字擦の決色斑結があり，その下に小学裂の竣色鐙が

ある。但し第10筒は一般にー鈴の淡色鍛縫が認められるだげでるる。第2詫iJう議第？俸に］（

9' I別総ti:;:j・首ふて渋色？：告が遣うれこ治部分は各館の中央誌に於いて多少内幸雲氏入り込む傾向が

ある。この談色部の内関後総選ひに鑓捜治淡色紋がるり，第2，第3及び第4総勺はこれが前

；おこ書道がって犬々 の誌をf!!f}jから談e免ずるf!Ji向が諮められ，か主る簡ではまた中央の縦紋も
務大ずる鎖i勾があるゐ普通淡色ftの麟特に認められるりは第9節であるが，側慨によって錦10

時も淡色fとしたものがある。設長は光分主主i乏したもので 8.0 粍乃五 9剛O粍，燥の対~ 10.0純枕 品

・c:ある栓

野勝u幼晶の分類はJ:i畠の Siphlonuridaeti:溜って漸〈その難しさをと加へてをたのである

が〆 Eこれが Ecdyonuridae と主主るど敬老雄し~t'.:1!1L その中でも特に Cかrygmα 識と主党に

JC.・す R誕th：問'Lfe蹴誌と抗議い，dろに思抵抗る。いを C.kurdt認描is会主c;.誠焔G嬬民綾＼ ι

秘
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＿，されたとしても，内地にはなほとれとは明かに冨則されるべき種類として， C.vernalis, C. 

adusta及び C.dorsalisが知られておりぺとの三種の中で dorsalisの幼識については悦IC制

して事まいた？？れども｛Annot.Zool. Jap., vol. 15, p. 219, 1935), vernalisと adustaとの幼撒

はまだ判明してみないc f事者は adustaの成品の swarmi卵、には京都附近に於いても， n:*
アルプス地方に於いても将正措i践してゐる白であるが，その墳にゐる Cinygmaの幼識注調ペ

ると， hirasa加の幼品以外には，とれがadustaの幼品であ？うかと推定されるよう訟ものは

見営らぬのである6 但しめrsalisの幼描は底て・も身罷が小さいこと及び背中の諮替な淡色斑

で見分けがつく警であQ" しかしこ~~叫す記しておきたいのは， .hirasana の坊議に訟でゐ

ながら中央単眼の前方，劇部前総までの援遣に大きな淡色斑む喜うる鑓謹が暴 ξ隷薬されるといふ

乙とであるe Eこのj変色斑の護うる倒諜は念た腹背搭9詑i及び第10誇が必十茨色免してゐる＆第
8俸の後F幹部もまた決色化してゐる揚合が多しそして室長の斑紋も渋色詑した援節ι 翠なる
法色でなくてま事ろ野UJH主演自在者と援し，楼織にあるときもそれは大器践立ったものなのであ-?tp

こういふ揺提ばかきが室1J合かたまってゐるとともあり，また白斑のない樹n霊の中に混じてゐる
こともあるが， friJれにしてもか主る白斑をと合診たものが，北千島あたりからも採集されてゐる

し，また議鮮でもさを立主（｝II将， 1936VI 27）と議建議 (Jll付， 1936VI 10）で採集されてゐ

る£しかじこの説郊のr'H援も持~告により大窓会が－~してゐないようであるむ準授はか』る白

f廷のある坊主を，~1~とさな勺~.＇と 作なかったから，とれが hirasanaと日目f

の~J盆なるるか，モヰし土 i, Iii i'W:i•tiltl 自幼織の…つの却に過ぎたいかをこ~-c,.iパバ・ることが

m米ない。また資i器C.dorsalisψ幼織ゅように会〈別棟かとJ忠へる程に具った二型が存在す
ることを考へると，いま之役別穫として取悦ぶ免誌にもなれぬので，乙 Lに悶記することとした

のマあるむ たほ同定l'C正確を期し蛾いよう訟もの:/i::符!l，内:l:t11.10hirasanaと完全に一致する

ような掠本の採集された揚所を事げるとそ欠の如くである。

産地u朝鮮：金剛山長安寺（｝II村， 1936VI 4; Lll Bl, 1937 V 12），見iこま除去〔）II持， 193ぢ
VI 4），戚鏡南道赴戦嶺松興盟（}II村， 1936VI 6) 

44. U仰 yg榔 α宮協 箆版x，書評49鑓

タ本磁i主ru紋から云へば hirasanaと殆んど鋳る患がたいが，たど身鰻が非常に大きしとれ
でも Cinygmaかと怠はれる笹であるe 業者の検したものはfriJれも光分生長した幼識であっ

で， 11.0践〈さ〉から最大14.0粍くりに捜してゐ7とらえ；もがrasanαの取なも大をい倒的は

11.0 粍IC~進ずる亡ともるるが，卒均すれば本犠上告も，，、さいのぜある。脱1rU~8，第 9 及び賀5

後 なのf返上聖子鯵土台は必ず・応策の幼惑を Cinygmaca叩 mUlmer？まして総殺意れた（日ull.Biogeogr. S閃附

ゆきap.,vol. 4, P' 190i 1933)0 

エ町市明暗騨

〆
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油会~の淡色化したものもあり，せ滋ものもおる。次にも一つ還要完工組は緯Jt走路であって， hira­

sanaの綜欣腿は，！事者持集約fl本アルプス産のものも上野博士（前出む・eno19'28, pp. 31 

-3i）が Ecdyrtrus(sp.おov象？｝として紹介された中にもある麺り， i謹常多くてその枝分れが

2本マある。然る lt:.1三援にるってl.1；枝分れが hira~ana よりも著し〈，一伊jを主義げるならば，

第1鰐＆令部2関長，第3鰐5，第4主義6で，議授の見た範揮ではとの6本が最大でaうったv
とのζとは分知事上r£立に鰻てるe といふ剣士，米調。事者は CinygmaとCinygmulaと
り己主惑を認めるのでるって，その脱却は成惑に於いて，前者は荊壊の stigmaticarea l'C＿と

下二到の小誌が選ぶのに封し，後容はそれがー到よりたいとと，また前者では pen舗が鴻んど

：先端まで会ーしてゐるのに艶して，後者ではそれが鴻んど器部tで分離してゐるととな誤って

する怠この準識に孟ると hirasana ＇三日OJかに .Cin~gmula k謡することとたるのであるも島で

幼識はどういふ底で髭別してゐるかといふに，・Cinygmaでは嬢部品1il婚のや央に時んE問みが認
められないのに針して， Cinygmulo.でiまそとに判然とした臨みの説、．められるζと，及＇！）：：納者で

は蘇扶腿がよく設遣してゐるのに費して後者ではそれが数本よ争犠趨してゐたいことを以って

する。 Z二の準峰ll:J: るも hirasa舗は対量り C知ryg捌~la に諮する Zこととなるわ吟である。

しかし幼括主的議会だけに少いて考へる主主らぜ，鋭部認i縁。中央ね問みが踊んど認められゑい

で，且競耳j；鰐が6本に建ずる本権めようたものは，之を果して Cinygma.e:見るべきであれらう
かそれとも Cinygmulaと比るべきであらうか。第一の準協に護祈念註いた場合1q玄本議は米

i紺＇4tの Cinygma と認められるぺ迭であらう c しかし讃部長1iJ総の出みは必しも ~l定的な毛ので

なくて，倒へば.dorsalis o幼識の；二塁型やでも，掲背り良斑の大きな方の~~のものではじの恕み’

が顕著であるが，飽の型のものではこの性質は繍著には現れてゐたいのである。それ放議轄を

泣くなら，之を第二の準蜂に持って行かざるを得たいのであるが，綜綾部の謙譲といふCも題 p

l支のIll!題なあって， dorsalisの£うに金恭之を続いてゐるものから， hirasa仰を銀て本議のよ

うに数：容認められるもりがあり， 3互に殻建したものもあるのぜあらう？そして之は｝方から見

れぜゐrsalis;・ hirasamiそれから本穫といふょうtむその身鑓の大きくなることと並行して議

建した現象とも考へることが出来るであらう。接らば成識に於いて，その stigmatic・area tc 

小宮がー刊に並ぶかご列IC})Eぷかといふ議ひも，また身鰐の大き~誕って壊の大きさと鴎輔し

たねl認で4うると併され主主いでおらうか。本種の成品がまだ踏められてゐないために，この酷が

どうなってぬるかをこ弘IC.ii己し誌ないのは時急であるが，以上のような謹1.aで，筆者は米舗械

に Cinygmae: Ci1り1gmula と＆：鵠ひて脱却す~ことを敬-trす九本線ではとれらをもとの鵠与
一躍めとして，之をと CinygmaとしてJlk！及った方がい主と考へたのである・0

！華111!.c朝鮮戚鏡北道喚問ド（Jll村， 1936VI 12），向上良資 (Ill村， 1936VI 18) 

. . 
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IU1 ithrugei服’謂

45. Jfhlt／，υ・ogenαJa1>on:lcαu草NO 溺総 L 第51鏑

Cinぷgma越の幼織の分類も難しいが，恐ら〈簸しさから云ったら本場幼品。分揺が Ecdyo・

nuridae rj1その主主たるものでなからうかとJ忠はれるc筆者（Anno仁 ZooLJap., voL 持参 1936)

は内海産 Rhitlzra話rena，の成識を調べて， R.1aponica, R. maga争V(lna,R. tafeyamana, R. 

minazuki, R. satsuki の五稜額没区別したが，その中で幼畠喜と担って成識を潟i~せしめ，それ

によってその幼識者と館副事たものは jc駒nicaのみであったc これらの五謹類を雄成品の

銀位減給liaについて比較ずると，ja如nica,magawana, tateyamana ID三授は比較的鉱てゐるが，

minazuktとsatsukiとは，会議異うた塑を現してゐたのである。島モその後fl:集った材特を

研究した結果， magawanaと tateyamanaとの最も軍要友誼到駄ともなるべき p服部の線の

教が，貨はi羽種とも悶tで， do四alspineが 2,lateral s予知eが1であるじとが特った（； , 1，足

って先It渡来せ.Q報俊の~p·c: tat昭yamana・の記載（上掲， p.546）はこの鮪c訂正敬主導する。

そして I]本アルプス地方から報告されたとの；二磁調の Rhithrogena，臨ち magawanaと tat砂

yama加とは髄の大迭さが異!J,I ，またそのtU現捕に謹ひはあっても，恐らく陪越と見憎して説

。たからうと考へられるにヨさったりであるc

設るにこの日本アルプス慶の Rhithroge制に非常によく鯨たものが京都古島高Jllの資舵にも

主主ずるととがわかったむそして向u制ζ将耳；；た京都Jごの雄成品13躍注調べて，その中 genitalia
が magawana当選むもり71!!,,.，加り・umanu ＂，~ ,, J ，ベ＇~<l:. :m:.へたと Lυふことは， m:rgm付仰

と tatりamanaとが同議でdうることを愈E詑1主主らしめるもりのように患はれた。しかし京都

議の綾成長選はその観限が立ひに縫聾してゐない績を特議とずる。之に掛して magawa1似及＇（）：.

tateyamana <D畿棋は支ひに接着してゐるのである会 しかしょく調べれ昨日本アルプス謹の

tatりamana中にも観眼的接議してゐないもわが無い台もない。次に・magawanaの腿鮪基宇部

にはかρonicaIt見るようた禁i僚があり， tatそyamanatr:はか主る議機が無いといふことに怠っ
てゐたのに，京都産のものを見るとjゆonlcaや例agawanaのように，どの偲締にもとの築僚

が認められるのでるるe それ故 genitaliatr:重きを3ないで，極限の接着してゐるかゐないか，

或ひは艇長~によ思捺が遣うるかないかといふょうたことは， 要するに時一援がjの地方的経典に調

ダ胞と見倣すときには， とこれらはすべて尚一穫と見倣：さるべきであり， それは了皮 Cinygma

初robe1おたが Cit:ぴ'!Jmahirasanaに整理された如し設然強理されてよからうと匁へられるQ

それでこの議合最初に採集された場fl暗殺記念して； R.tateyamana なる名揺殺生かし R .. 

magawanaは R.tatの1amanaの synonym・ としたいわでみる。

とこの結果京都加i芝川（Iこは少くとも競7況の内地i菱Rhithrolfenaが全部議するといふことになる
のであるc諮らl'i'加茂川選iRhithroget仰のがi識にもまたヂとの密議鼠の成品に探鉱ずるべ1!

h湖韓類の幼識がjlJ抗議れてい弘吉マあるレそれは殺して見Uiされたでるらうかむ筆者。今起の

. ＇争
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t~lf験によると， jaJ;onica の成識は 4 月下旬乃；去ら月k句1-c~化ずるが，その他の季荷に持集さ

れたととがない此部ら〈年Ir:一向しか費生しないの‘なあらうとJ患はれも そして jc駒nica

の羽化明治：近づいた械には!)tic；，脚，ticaの地位ICJ＂＼：るべき問誕の 1J,.;tJ.幼議が採築されるの

？あるから，李絡会守に ja/xmicaについで潤fとする Rhithrogenaiま， japonicaとは掛設のもの

でたげね江主主らね家上述せる知＜ ja，ρonica だげは鈴宵によってその幼識を確め持td~，之と

比較するなら弘きII浅間でかが量ilea以後i乙混れる幼識は充分主義ま乏しでも大捷 jゅonicaの幼識

よりは箆が小さいの吃診るc しかし次に謹ペんとする，a彩上ti:著しい特色を持ったRhitlin炉
gena naを除いて，たほ俄に jaρonicatz:非ざる二韓頬の幼騒が協別されるかといふに，今まで

の阜でi土まだ祉の隔別がつかないのである。 郎ち japonlcaとRhlth仰'l{enanaとを除けぽ，

6月から 10月に亙って他に日韓一種類の幼晶を認めるのみである。それでこの幼重量が果してMtζ

常るかといふのが先づ！l~潤マあるが，乙れは可Jc藤吉氏が潤fl'.;~すなとに成功し．その成轟喜とら
筆者が;ij.~ぺた結果， tat，の’amana であることが腎甥したの撃をあるc しかもこうして確められた

tateyamanaの幼患と jt桝nicaの幼識とは甚だよく説てゐて，端部まそのお現鎮の相違によっ

てi鋭部されるに止り，形態的には翠鰭乍らうぷだ決定的な露芸部惑を絡め絡ないマゐる次第である0

::t t J:i墓のように，京都援の港分急援したもの馬意を〈らべれば，不均して前者の幼晶の方が

後寄りそれよ争も小さいζ とi主導賞であるが， jaρonicaの季節以外の時にも拘らや10.0粍也

に詑ナるえきiJ功惑が1¥J・られる議会もあり，また magawanaとして蹴Zされた日＊アルプス地

方マ6月iこ羽化する tatf,yamanaは，その成品の大きさから推定して，その幼識をと壊に大きさ

だけな jajJonicaのがJ晶からl磁別ナるととが難しいであらうとJ題、はれる主波んや若い幼識を趨

雌に同定するといλ．ょうたことは現Hえでは碕んど不可能であらうs

tたたとへ一地方で季徳を二j霊感iZ:入れたとしても，傍へぜ京都主許諾JllJ：識すは tat宅:vamana

と’minaziekiとが荷主6丹下等をと瀦先鋭としてゐるので遣うるから， min僻uklの幼騒が確定せ

ぬj滋り，もし磁謹の幼議が語表獄してゐるとしたら之を混毘する最；般が無いとはまミひ難い。 tate-

yamanaの成議i主立蔀とn；本アルプス地方以外ではまだ持集されたζとが無いが， minazukiの

成品の方iま＊曾，北海道〈札韓｝及び樺太で8月i吋雲集されてゐる。それでこの地方にこの季
節に殺するがj過の中には minazukiの幼織が含まれてゐる可能性があり，つまり japonicaや

tateyama仰の幼識と！話別されるような特徴をと持った幼晶が見付か担はしたからうかといふの

でj 月に札制捜平川で採集されたRhithroget似の幼識な検してみた庭，翠聴の議方謀総と議践

とのIUJlz:二二側のllJ]械な淡色の小斑踏を共へてゐる。中には乙の斑畿と翠n誌とをと惑t友会はせた鑓
JM の ~11が?:t::1相変！.＇.！.fヒしたものもあって，かかる欝擦ではまた援誇第8話i及び第9務部著し〈決
!.'.!. fヒしてゐるの？ある。との謹撰l:Uの小斑黙は jaPonicaiD幼惑やtateyamanaの幼識をは必し

弘明瞭に拭認められたかったものであるから，との幼議をと潟ftさせてみて.minazttkiを得たよ

う芝足場合には，或ひはとれを誤って minazuki幼織の特徴と見惜し得るものぜあるかも知れな
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いz しかしこの特設はまた朝鮮産の Rhithrogena幼轟にも現れてゐることをど知らねばならな

L，、e

むの例を謎供するものはJlJ村教授が北鮮の拾興護（1936VI 6）五びさまチli(1936 VI 9）ぜ持

集された幼織・であって，材料が蚊官であるJ:li:（前者は14P!i'.，読者1土171/!i入その大部分が特

化師！の充分成熟したものであることは，＆もに同窓を確質ならしゐるに設立ってゐる書守護うるル

そして Rhithrogenaの幼識は朝群では上記以外の底からもまだ二況指集されて3なり， :t1<とよIt主義

の札i謡屯からも採集されてゐるが，’本稿で特に上記議のもののみを選んで，その弛のものにつ

いて一々記すことを省略する現尚泣，その他のものはこういふ同定上の奨桜花於いて多少とも

不充分な蕗があるからなるるι さてとの松興薬及び古州践の幼轟は，身棺の大きさは京都践。

'jtψ1onf，仰に震設しーとゐて， ~.o 粍乃議 9.5粍i亡越するe 建瞭 ja.釦nica と J故ぺ~比続して見ると

殆んど島る臓がたいむであるが，刊誌これら戟鮮産のらりには；乱戦。8月の紡皇室に見られたよう

t:r.：二冊の読怒斑轄を観隅聞に兵へてゐるのであるらそれ・でこの灘慈の有無広東きそ主まけば，本

隷は札幌療のものに縫いといふととに2まるが，札械のものは大きさから宏、へば々いぜいで8.0粍

位に過ぎないのであるし，またこの蹴貼の分類接的た野僚は先IC議ぺたように成義を得てみた

上でなけねばほんとうのことはわからたいからして，フド諜を同窓しようといふ揚合IC，寧ろそ

れが如何なる聴に属するのかなほ不分明である患の札幌産の幼換を避けて，い〈らか相遣のあ

ることを認めるとしても， ftf！ミ成患の緒秘されてゐる丸 japonicak一際問窓してたL

よからう＆考へられるiJY(i'あるι ＠しja/xmica. tz:同定するといふことになるふ内池成のも

のに見られない？朝鮮躍のものに認められるもう一つの特徴を主義げてさまかねばたらねが，それ

は腹背第4部の後色化といふこと？ある。しかしこれも分鎮め噂憾となるような決史的念特識

でないらしく， I克也化の認められぬような纏謹も鋭巴てゐるのであるι

以上に紀じたようなわtt・c:-，特広明瞭及識別揺が克1Hされぬから jafenicaIt.同定したとい

ふのぜあると， Zこのjaponicaとは，貨は成識で泣ら阪別出来るが幼識では阿部の出来ないよう

Zしその意味で知的•amana さへ含んだような，一つの近似．醸の group ぜあると解したコむが

正しく，従ってとの容oupを Rhithro；群najaponica grou・予と呼ぶ乙とに主って？との一群

とはflj］球に綴測されるべき，さたに述べる胞のRhithrogenana ·~こ録玉'l ＜きした方がいいかもjmれ

ぬeこの貼はしか仁読にも断つである巡り，事者の現設の常識が，成識の知識を殆んど持ち合

はさないでがj敢な分類してゐるのであるから，番号車を地って並記してはゐるもbの，そのーっ

つは必しも分類事的問絡のもりではなくて，中には鍔一種の脱諮又ぽ地方視に相常ずるもの

もあり，その庇剥・It:説恕謹が一碑にを！話されて記ii置されてゐみような揚合もまたある台あらう

ことを持容されたいのであるz
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46. Rhitln•ogena 幻a 図版 E，第50閥1

胞はi尭荒白色又は淡賞補色で，混色部は美麗な栗色を呈し，且i虫色部と世色部とが交互に縞． 
をたしてゐて，色彩の貼では他の Rhithrogena幼品と大いに臭ってゐる。しかしn棋の排m.
間lの拙i左などを凡lt.ば』H!-!W的な Rhithrogena幼盆と殆んど鑓りはtr.いのである。

lil1は淡色で斑紋を昧〈が，白：iJ縁部の中央が多少湛色とたった個慨もある。聞角は淡色・c:ある。
自iJJ向i'fは：1mとは1又l•tl乙躍色であるの

f転のN41!l~郎I ＊盆より tこ！昆U‘斑叩iの現hたものもあり， まTζ中：央縦｛廉と側縁との問t乙三例の黒斑

を，j;包める揚合もある。ラたに1.f1Jj{:<J背は淡色で，＇ 'tとめに中央の淡色縦俸は地色に打ちmされて顕著
に現れてゐたいのカf普通でおる。 scutellumの前方にー封の黒褐色の斑鮎があり， wingbud 

の基部lこも斑貼がある。 そしてこの斑黙を中心にして淡色部の摘がった個胞もある。 wing・ 

budは元来は臨背負H 陥及び第2節とともに漉色帯を形成するのであるが，充分生長した損合

にはその先端部がZi'5Hii以下の形成する淡色帯に侵入するので，矢張り之に倣って淡色を呈す

るの·c: ある。肢は淡色であるが前腿？iii及び ij~腿簡の外商の中央部に補色斑の現れてゐるととが

多しか Lるものでは後腿fおもまたその外商の基部が幾らか謹色とたってゐる。腔簡は前肢及

び111肢に於いては淡色であるが，後腔筒のみは揖色を帯びてゐる。腹背は基部と末端部とが檀ー→

色・c:，その問が淡色である。郎ち第1筒及び第2節が基部の漉色よ併を形成するρ とれらの簡は
またその後続がtill貨〈県〈掠欣られでゐるのが普通であるc中央のi尭色帯Fを形成すPるのは2布3.
那4，第5及ぴ同；｛』tiの凶1'iii

：旦〈縁耳止られてゐるものもdうる。第7，第8，第9及び第lOの四筒は一般に漉色であるが，‘そ

の中で第Hiiit士他のf:ij＇こ〈らべて色が少し淡いようである。 また稀には第9節及びtf!10 ?iiiが
、淡色化して，こ ¥.t乙も一度淡色帯を現/:HせしめてゐるようなものもあるD 第7節乃至第9節の

後縁は黒〈縁取られてゐる。 第8宵i乃至第10簡の側掠部は黒〈いぶされてゐり，特に第9節

及び第10簡ではそれによってーつの斑紋が出来上ってゐるように見える。 臨面は一様に淡色

であるが， UVi~i乃至第 10 節は背面のように控色を得ぴる傾向がある。個閣により胸部及ぴI

腹部腹面IC黒い斑駄が現はれ，臨節ではそれがf.tを放して斑紋献を呈する乙とが多い。蹄葉及ふ

ぴ締秋開はともに一般には淡色である。 但し第1，第5，第6及び第7餌葉ではその内藤に泊、

ふて紫補色を呈する部分があるe腹部後続の紘取りたども貨際は乙の色の濃いものであらうと z、 可

思はれる。尼は淡色である。

本f!Rは充分生長したものの闇長6.0粍乃至7.5托，尾の長さ 5.0粍位であって，京都加茂川で

はその中流地域IC於いて6月から 10月に瓦り普通に採集する ζとが出来る。 日本アルプス地

方でも採集されずこことがあるけれども，荒れ谷には産し泣い。朝鮮の採集品中からは－~IHてι

きただけであった。成品を羽ti:さす試みは今迄失敗i亡終って戸ゐるがj 羽化前の幼畠の関長tr.εA
から判断するたらぽ， ＊施は光に漣ぺた同種類の Rhithrogena.·.成品の中せの最小~＂，！種たる，
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R. satsukiの紛議ではあるまいかと思はれる。

産j定歩哨鮮成提言H義赴戦出松典型 011村， 1936VI 6) 

Bpeo抑 Ul思

47. Epf>,{>J'U 11J latlfoli u例む主NO 豪華叙も務部潟、

本語法関東11:.紫濡色のm黙を布する Epeorusの…雄でおって，との特識を其へた Epeorus
は内地・北1~訴立・伴:J.＼＇. ・斡鮮・端部｛等i乙撰く分おしてゐることが現在では明かと友ったので遣う

るが，その分類に闘しでは，成畿の比較がまだ挽んど到来てぬたいために勝来の研究に持たね

ばたらない貼が多いのである。しかし内地に践して本轄とは季節的地域的に接み分けそしてゐ

る E.napae仰のよう2まものも，その成設ならば之！：本種と器用ナる京遺びはないのである

が，幼品役立をぺてその形態の上だけで繍確な高部黙をと見出し得るかといへば，結局は脅って却

し？と如く（AnnoゑZooLJap., vol. 14, p. 391, 1934｝，充分金援したもの符志に於17る身植の大

きさのおi違を持ってくるよ 9外あるまいかと，患はれる。

内地iこidiずる処mJ的な latifoliumが北権準にも義ずるととは，翠に幼品だけで洗めたむで主主 1

〈て，そω成最も持集：されてゐるのであるから間議ひはない害である。諮るに樺太にゐるもの

は北緯遣のlatifoliumと必しも同じとiまいへたい胞が，少〈ともその幼晶に於いては見出され

るGI 大ききさ江町ιどとさちれが，椀へば頭のj1(rj務部にある淡色慌が，議韓者ピ！縫主査とした三三角形を

なすことれ μにふかおむ~rn剥が典型的た lα＃foliz仰に見られるように犬小掠々のものが入む

提らないで，そとω大きさが時~.~定して必 IJ11それが…敢に綿かいといった霊童広明かな遺ひが

認められる。 しかし樺太で待先蝶成臓の前建基郊には latifoliumの特徴である諜色。z＊摺
藷告が明掠iこま思もでゐたので，雄成識の genitaliaによって補者が民芸lj恐凝る揚合を考へでも，

こが軽度ならば恐ら flatifoliumの一つの地万摺乃ヨミは議議と見倣すのが露営でたからうかと

勾へられるのである。

底でこの樺太豪のlatifolimn幼識に見出される殺徴がまた大限議のものκも鎚められZ与ので

るる。時例へば鞘弼議おの：＝F.爺崩誌のものを見ると，頭部の斑紋も類鉱してゐるが，、僻葉の斑騒

な，！！ Iま樺太援のものよりも更に捌かし JI.~ぶ蘇明である。しかし樺太と大践とに共通の性賞受
,I 

J＼.へたものを見出すのは，今までにもJ!.t－＇＜棋のあうたととぜるるから鶏くには足らないであら

う。そしてとの鰐葉の郎防が締かくゑ撮ってくるといふ傾向は，朝鮮悲のものにもまたー設に

認められる性質である窃それ放もしとの家古謹のものが，その大きさに於いても捧太産のもの

とそう異る患がたいならば，乙れもまた latifoliu1事まの一つの地主裂として，樺；友達のものに問

泌されるか或V.Iまそれに況いものと見殺しf'Jられるでるらう。然るに北韓鮮〈吉州・米乙・合 J

~i~t）でち月 lに作られたものの中には，その大きさからRへ誌iょとして興期的主主 Jat;folium tこは持

定ずるととが出来訟いマ，＊ろ内地のnapaeus·繍絞 ll，音質37穏｝弘患はせるような 16.0粍）~:ffi 、 e
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17.0托にも建ずる大捜のものが含まれてゐるのでるる。そしてこういふ大壊の種類には，をま

って，そのや・後肢の臨時の末端に撒普段料散発蓮の致結~見るが，とり兜越の譲渡は搾太及

び葉古E震の lat：幹Iii掛 ZIともまた認められ，之に反して《tll!・北？伝道の latlfolittm汲ぴ斡詳還の

小怒号のものではその安建が願u特？ないのである。と二の黙をど考へると北献の大型の幼晶は，樺太

及び議古~の la#foliunまとともに内地の nゆ抑制 tr.謹轄のある一つの孫読に場し，それは多

分北方系の ／at；抑liumとでも呼ばれるべきものたのであらうが，たど問巴北方系といってもと

れが制約liumに泣いか，それとも nゆG側 Sに近いかは矢眠り成金を得たJ二でないと翠tζ大

きさだけではきめられない。 それマ最後の手段として，規it直前の幼議の鵠をと wingbudか

ら引きIiiして，員：i題の芸事部に於ける建援の着也知{llJによ令て之を判定しようといふ方法がある。

との宕法によると朝鮮で 7.8 月に採集された小摺のものは，去最部典2般的主主 la~す'olium 制的着

色をなしτゐ＂－＞~とれらのものは僻濃の紫盟が錦かい駄では搾太及v:議古~のものに蹴てゐる

が，この踏にも穆り行きがあって事務ろ議古産のものよりも内地葦のものに就いよろなものも見

出され，また頭部前縁の淡~斑もー設に内地裂をと示ずから，之 :a:: la待vliumと同定してよいだ

らうと忠はれる。怒らば6月に採集されたものはどうかといふに，'tづ北緯でこの時期tc.探議；；

れた~~1t前の幼融の大きさが一定してゐないで， 11.0 耗設から 17.0 托まであるといふことを注

意ずる必裂があるc 邸ちこれはニつの異った系統のものが問時に詞ー損所で議生してゐるとと

そ漁想怠ぜるからである＆諮るに麹服の着色を綾ぺtd潟県は，典型的な la#folium裂を現はず

もの必しも小裂のものとは隈らないで， 15.0純で之を示すものがあり，また典型的な版物lium

~rJ を示さないものが大型のものIまかりとは限らないで， 12.0 耗lうヨ［13.0詑のもののfれにも之を

認証うたのマあるが，結局典型的t.r.nゆaeus型の存；邸主之を認めることが終主主なかったのであ
る。

なれらの沼化註前のもの玖外K，一緒に濃い幼畿が津山探葉されてゐるととを考へると，系

統の典、ったものり滋擁してゐる可能性は資分tr.る札 また内地に於いても naρaeus在・lati・ 

foliumの蒋殺とは生活；婚を異にしてはゐるが向巴嵐氏務化ナるのでまうるから，北方tr.於いては

碕一生前f訟を接み分けるようなととがるるかも知れない。もそしてUIまi主念為ら乎地へ下り7ζ 

nφαeus iξあつてはその懇z民の靖色t乙も餐化が5なヒるかも知j工2主し
附粗も捻んεi羽カ‘IC漆れでゐないし， tc.ピ幼識の｝醇態のみi亡：＞＇／：車手して之を分安買しようとい λ、の
守、ある以‘j二， 2さ！の Rhithroge安宮aja.ρ01＃仰の場合と再巴ように，とれらのがJ識をナペて，と

弘では一般＼ E/J却ruslatifollum groupといふ意味を持った Eρeoruslatifolium IC:統ーしてた

いた方がよいと，患はれるc載って朝鮮のものや悌太のものを持に分けるととをしなかったのマ

ある酔

産地e毅鮮：金難北道内戴lll夫例議，(111時，・1936VIU16），荷主関；棋1華下（flJlfl,1936 VIII 

17），京議選発段（JI!村， 1936VI 1 ; 111同， 1937v 9), 
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vm 10），金総lhi毘泉思 (llJ問， 1936VII 28），向上長安寺及三勢岩 (JI)村， 1936VI 4), 

不安車道徳間部内合 (llJ問， 1937VII 29), 成鏡F語道赴？践讃 Oil.村， 1936VI 6；山間，

193H VII 25），成鏡北道~~H'I Ull村， 1936VI 1），向上総語、 (JI）村， 1936VI 14），向上

？？三舎嶺（Jll狩， 1936VI 10），関与l：朱乙（Jll村， 1936VI16及VI30），問上脅本（)If持，

1936 VI 19), 誌上述fll嶺 (Jllf'・t,1936 VI野）；滞納轍：興安南省五稀腐〈加藤， 1937

VII 23) 

48. E1wm•u.~ 側判明！fUl憲章8 MATSUMURA 関銃私書持38祷

本維は斡訴には1長く分布するらしいが，今tマの議成鏡南北道からは持られてゐないむそし

てこれは本雄が北海道及び持i~収監したいことと生磁的に鶴聯があるようで殺意tc~症する。

之に反して問北<D)jでは潟語封建古からコド種と再定し得＝ときものが費らされたc詳し〈調べたな

らば矢~）t りま威主的な相惑が認められるであらう。 上野博士〈前出U合1019号8,p.‘34）が E.

torrentium tc同定されたのは恐らく本格であらうと忠はれる。幼品。特郷土準符（Annot.Zoot.、

・ Jap .• vol. 14, p. 393, 1934）の記就t亡譲れともには接地のみを記す＠‘

E霊地。輯鮮：条＊JfrtH立内lf".寺鞠水線 ((lj阿， 1936VIII 19），金畿北道内嬢頭夫前凝りIJ周，

1936 VIII 16），向上向竣IJI悶議庵下 (IJ~EH, 1936 VIII 17），京畿蟻光捷リII村， 1936VI 
l; lll閃， 19;釘 v9），不安南道部HI都内合（山間，・1937 VII 29），不安北鑓妙高Jiff靴、涼謀
Ull問.1937 VII 26l；滞憐栂：興安北省ハロシアルシヤシぐ加藤， 1937VIIl 131 

49. ·Ep附'l"IU~ αellCUlus IMANIS問 、 間続 ll穫量事34鱒 ι 

；；事：種についても詳しい記載を省くから，抵鯨種との儲別にはさ義者（Annot.Zool Jap., ・vol. 

14. p. 385, 1934）の報昔及び設に附記する結束潔を参照令られたい＠一般に樺太や北鮮に癒す

るものは，身担が内ま患のものよりも少；：； ＜，踏部前緯の中央にある累錐が太い。本柱の；箆地は

朝鮮It:於いても措んど山地に製られてゐるようでるる。

路地。朝鮮：金側山長安寺 (JI訪れ 1936vi 4 ; I.II湾， 1937y 12），持上主掛岩（）I件、t;1936. 
VI 4），，不安北郡妙高山散沫議（山前， 1937VII 26），成鏡商議赴戦嶺（出掛， 1936VII 

25), 向上松興箆 011付， 1936VI6），戚議花道白岩 (Jll村， 1936VI 13），問上議饗嶺

(Jlf村＇， 1936 VI 10），持上嶺下（}I持・t,1936 VI 12），向上茂l.U嶺（JI)村， 1936VI 27) 

諜空襲均leOT意同題幼患の強襲衰弓

't. 第一勝廷は第三総菜よ静も大？を〈，臨湘．で友おおi按ずることがある.....・H・...・H ・...... ;. ... ;. 2 

第一館業は第七鰐柴上りも大~くない；臨海で左右相接ずるよう訟ことは左い…ー…... ・4 

2. 酷は暁鴇色「~. :QJ1の前綾部tz::（主謀殺がない；晩秋i亡務先する
…Epiorus ・ hl棚 alisImai:iishi ：.明治星野A畑阪

I 

／ 
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一一一 一一一包，..... a事A命寺棚、，－随一＇＇－晶ゐ緩みお修品寺輪ゐ・W骨~.品自忌＂＂与＂＂＇争議－唾診る畠拍動＇＂＂＂＂＂~·＂蜘込~·＂＂正・

43 

4Z 

'41. £，ヤのonurusyoshidtW TA KAHASJU (i議機鈴前例）燦）
42. ＆吟onuruskibun硝 sisIMANISHI （泌総i絞｝
・・.fa.'・ Ecdyonuriis tobiironis 'I、AKAHASHI王宮災害寝食費丹鐙｝
M. 渋々似初旬、11a，｛）・彦監7会郊漆｝ お 切

戸·－－·~＂＂＇·＂＂·＇～

i勾既 V目。
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慌iま；交鶏色．で，

3. 到の！日i総部中央の混住縦慌の誠鰐に二備の淡色斑がるる：••••••• ：…－ 
…H ・a・－－…・..." ..........…昂ι・orusue1wi Matsumura （内地盤〉〈腿絞弘吉宗路悶）

到のi1il縦雲市突の漉色縦i阪の磁鶴iま一級It:i長段，＼！~ る週刊H・H・ ＇＂Epeorus aesculus ImaポS誕
4. 鶴＼］廷に紫禍色の瑛斑がある・..Epeorus lat号oliumU品。 （Epeo_r；捕縛ゆae踊！mar総liを含む｝’

2思議に紫鵠色の蹴拡がない…・........…...・H ・w口電・H ・H ・..・M ・M ・－－…・ w~. ~ ....…...........………………義

ふ 磁の過程縁部に問題の；変色紋を布しや央tc1J立するヱ｛踏ま器製で小~＜，外務に設する
二二11邸主大きい； J別手iこ弱fとする…Ep印・rusiおnonisTakahashi （内総産｝（踊燦私事事紛潤｝マ

到の自ii縁部には，その中央1.：コ鶴の朝封ずるCt字gt~の淡島幸士があるが，外潤に4立する

ものの：さは不明瞭である；娩春から秩にかけて羽化する…・

….Epeor縛S curvatulus Matsumura 

Blepttut麗

50. Blept附 fa,<Jciat1~fl EATON 

本経の詳しい記識は上野博士？？｛前tHUeno・ 1931B, 'PP・ 195-197)の報台中にるる。瀦鮮。

持薬品から筆者がより到したのは，唯一匹の！J＇：.分とわれた幼重主であったが，本綾濁特の掠の擁

i.J!i.！：，臨背の車毒剤とによやで，それは見誤る濯れのないものマあった。

、設地。執昨：金量産北議内競llJ将寂庵下 (llj回， 1936v罷 17)

a
t男
i
－守

eEaaf
’’：

Ecd，旬。ね

51. Ecdyonim•u.s きijOshidαeτAKAFまAS：盟 関厳司払第41覇軍

本職の幼重量iま上野博士（前tf！むぬ0 1928, p. 39）により， Ecdyur:泌 jaJ,酬 icus.む語気。と

しごC護表されたもず〉であるが，その後f変換を調べた結果 E.yoshidaeに局窓2されるに渡ったも喝

のぜある。内地の河川の＊・:r波地域で油首友磯のある識所ならば，~る議ti::分布してお払る
の髄鱈；数も照る多い。また湖俸にも棲み，守って琵慧織の竹生識から掠集されたとともある。

J：流地桝小谷時間1'13の to訪問isiこ譲り，北方へ・11'けばその2械をH酬ageniaに譲りはず
るが，その地部的分布範Wl も中身成くて，市は議時〈達~i柔，宮地博士掠集｝から北は北海道（札，

帆，草者認j長）まで及んでゐるととが知られてゐ？とc然るに今問議鮮の探葉品者と欝べるととに

より，本精l立大搾万婚に於いてもまた， i有地同様に綬点的であるととが明かとなったc

J宅地。朝野： 関前北道詣掛郡拘州（Ill討し 193τVIII), ・粂灘北道・内臓111鴎寂磯下 WJETi, 

1936 VIII 17), <k~J1Jlf1i臣来製作11/ff, 1936 VII 28），不安南道総Jll部内合(111同， 1937

VII 29）；跡j東州：竣氷河（奥Jlf,1936 VI 1~ ；満開識：；奉天省太子河〈出燐， 19~5 IX 

22），牡丹~］：空？鋭治加m~ ＜宮地， 1938x 23, 26λ興安：東省宇Li題名011討， 1938VII .19), 

興安北者ハイヲル Oil討， 1938VII 11），興安市学？議克湾〈加藤， ・19s1y衰路上
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52. Ectlyonu・ru8 kibu1秘書UiJi.'4 lMA:NISl主1‘ ・ 糧事え羽，鋒42111亀

本識のがJ晶について，先に筆者 (AnQotZool Jap., vol. 15, p. 541, 1936）は京都f抗告還の

ものをと誌は占しておいたが，その後志々から集められた器本t:見てみるみ多額記載のものとは大

分斑紋の逢ってゐるものがるるe これらの桜本は1誌は71ド縄｛輿JIj氏採集〉， 北は搾：友（準高‘邦

議〉に亙ってゐるので毒うるから， もしとれらを全部同一謹内の結縄と見る怠ら夜，本睡もまた

yosliidae iζ劣らや分布の脱い穣守あると＆もに，との挺鶏を詳しく斜べることによって搭楽そ

の地方溜表〈は謀総役分頭ずることが出来るかも知れない。 一方で成識的比較掛究と ;ft!待っ

て，渓ひはこの中から分額接的識として韓立さずべきものが見出されたいにも霞らないが，そ

の議合IC於いても本穫とか L る本謹の近畿種とが点ゐる生態的地位の報鉱ふーその分額~！的地

位の近接とiふタと掠り之等喜と一つのkibunensisgroupとして認めしめるに足るものでるらう。

筆者はとり!Ill瑚に蹄しでまだ湖足の出来る結論に到越してゐないので，．本店では取殺へやこれ

らのもの事どすべてが＇bunensis として~·抵ふが，唯参考支？に北浦1事3主総議りもりそ諜びIH し

て，版記載のものとの;jfJ接結受塁手げて必かう。

一設に北：J;lr.出ーするもの拭京都産のものよ与も，関部設ぴに線背の淡色斑が冷大するMifH］が .I 

ある 0 t判jへば醇克樹穫のものでは頭部前縁の，本珪を韓議づけるコ蹴黙のf告に．開何の前外ぢ

tζ一個のi惑い談色斑肪が現れてゐるeまた頭脳室長ti:二列ICJ股んだ題｛湿のi溺い決色斑おが現れて

ゐて，その~11で校｝jにある：てつは融合して絞紋;I: 絞るととがあ之h そしてこiノL らむ!WE拙の府主lJ

はまた持:::ti.'.底的ものにも.~認められる。樺太壊のゐωぞは.l.,J.j：心地~c' i顎f今の前？i)J‘ιもええ

摺の？克也斑黙殺現したものがある。前胸背の側議に沿った三つの小磯識の中で弘前1JIこるるコつ

は普題犠合してゐる。前瀦？干の後続tζ泊ふて－：－1\tの蹴脱が現；まれ，＊胸背では lj.t央線捺の1~4倒

に一つの闘い渋色斑紋が坊主目するe践すの斑紋には増加法認められたい。践？をの斑紋者と模式化

’ずれぽ， fおf奈のや央部i亡…~tの務と織に長い淡色故五，接続よ与に三留の淡自粧がる札とこの

・rf.Iで中央のものは樹と接に長いがそのjii4fil1Jのものは凶いのでるる。 i:.れが色々に綬iとするりで

るって，伊jへぽ第4絡について公へぜ，後縁よりのifl央紋がi滋〈小さ〈たる議合もあり（併袴

縄産，奥mr毛採集）， ~た三角惑をなす揚合もるる〈伊i四踊藤，森氏採集〉。その！又針に之が畿
にのびるとともにi手R主役乏し，それと＆もに中央部の斑紋が議殺して，乙れらが議会ずると~.

涼記t誌のものに認められたような Ee.ゐ1onurus嵐に典摂約な U学紋が現れるのである。 3誌に

これから進むとり字紋がそめ左右にある｜油紋を併合しために後学部が殆んl!大部分決色北

するに？絞るが，との問時はす寺i乞搾太保日JI!諜わもの LEドに麟著に認められる。底でこのような

典明的な U！：｛：紋の設建設見ない型が， j二記の？111械や！理議吉野川の他fl'.:，内地で・1土：長野j際奈良

子j:JIJ（可見上支持：菜｝からも知られ，また北海道札犠の主要平川でもこの揮が詩湖・なわる。そして

これは＊種だけでなし北海道醸のyoshidaeもまたU学紋を現してゐないのであ~o それ
からみ；維でU 字絞殺現さたい·~＂！！のものには，制部前縁1-t.. 中央部の一軒の夜色段以外に，そ官、
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お4 喜善 3製剤及泌鋭機総 7) !!:. 4懇、

の144鱒に誕iζ一個ぬ大J授の竣色紋を現したものがあって，締本tJ、臨海}Ii,"C?Iまじういよ認のもの

と，普鴻の・kibunensis裂のものとがー椅に棲息してゐるがi大きさは前夜白書が寧ろ：＊誌の
t::'!flちに抵（.，後初大きくて7.0fl:から最大9.0粍i唱する。 しかし浦抵のものい認長崎賊

は大きくて 7.0 粍JHi 紛托合会tt鎚である。そこ－c:·i；縞鮮遺のものではどうかといふに~u字殺の
波法捜践は念~Jlll.hのもねには之を認め，博克i認のものには之を認必fJ~るものもあったが，護法
してゐないもの主方が多し法見討のものは金銭盟主撃してゐない。また顕部続殺に見られ与斑

紋11.)j迄加は一般には之~認めないが，説発河の志の主申e一匹之を現したものがあった。

以上から制限すると，今の場ζれらの斑紋の謹ひi土分類の準擦と哉る隷iJと窯約たものとi主将

へられないふ多＜ Q..）館組をえる中には本磁を特融づける瑚部前線d中央のこ：器製占がi脅えてゐる
ものさへまうるのである穆だから搾太に於けるように，ニつの系統のもtO~混夜が強想Zされる揚

frri-~ へ， fij＜之友関ザ種向。二議と見｛設して事訟をたいのである。

産地。朝鮮：京議選光i涜 （｝II幸弘 l936VI1），金滞i山長安寺及び三三悌岩ー011村， 19.36VI 4), 

余裕山中内（森・私 1937VIII 2o入金f&]ljIll外務在容（森・趨， 1931vnr22），平安溺議
~1~\Jll郡内念（山国，· 1937 VII 29），不安北道妙高山散抹議｛山滋，.：1937 VII 26），成鏡潜
滋赴戦高原成主繊細，麹36VII 24），問j二松階 (JI訪れ 1936・VI. 6)_, ・威鏡北港紙
011材， 1936VI 16）；浦i矯詔：奉天省太子何｛山崎， 1935IX 22），興安薦者説兎河〈綴；

総， 1937 VII 22），興5往来11博克l喝 Ollt寸，・1938 VII・ 19），興安北省ハイタ・JI; (HJ村i

1938 v立11)

53. Ectlν011/ltt＇軍事S’M 搬鴻，第44樋

本語は Ecdyonurus11)1也の雄顕と少しwが異って，いくらか RhithrogenaIt:鯨た形そしてー
ゐる。また仙台種類のようにE都千tζ封をなした斑肢をifし老い戸成過を得たい乙とには最後の

決定が出来1たねるカζ11終決r>::鱗の緋造がら Ecdyonurusと降定したι

設は築色合その上に淡淀色。野明t.t斑紋がるり，その鈴認は可成り綾子である。翻部の斑紋

i主比較的kibunensistc-W.でゐてeぷi鰻に滑ふて二憾の斑紋があるが， kibunemisにくらべる

と羽殺のnn摘が？っと離れてゐる。たほ kfbune部islt.も認められる識であるがj側撲部にー
鰐の大ぎなHf紋カ弔意ゐられる。兵器・bunensisのように鮪f与の内外鶴及び説頂t!:.!J、斑紋の現れるf袋

内があるが，これらは鮮明さをど鉄いてゐる。話I}向背は鶴縁iζ探ふて読む？ある。後続l'l::;j<詮ふて

‘、

会ibunensz'siζ認めたような一発の杭紋があるが，との｝比較は大きくて殆んE員iii胞背の後半古誌を

務占してゐる。 'it綿背{l)lj’央泌総守ちに樹八学躍の斑紋があり，その捺方に wingbud l之指ふ

tclli均一瞥の可制大会い紋織がるる。との地iftJ￥~1~の前鱒角友ぴ wing但凶ゆっけ棋に ., 

~＇斑紋が認められる号制削るの＊央誌には一個ザ史的秒大斑があ払ま ~t:.その末端部にも後急
泌がわる。際litiも4く端部は？変色~.虫ずる。設？？には他の謹：知に見る主うな捷雑な翻紋が1口、

ι～ i 
吃＂ ，；・.＇ち

..ヲ＇＂へ
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しかし第4節ICは桟縁に滋った穎著t:r.践紋が遣うる。第7節の後縁にも之IC観た斑紋がるり，之

tr:続いて第8錆は楠んZ安部が設色fヒしてを弘第9ti百のl事！学部もまた竣色である。

本般と認定されるーペきものは襲撃二蕗よりな〈，立いづれもが支卦生長してゐたい幼轟であっ

たが，その大きい志のもの h路長は9.0粍である。議日薮鮮.'!'J.棋本が多数諮られたとき，この

諸国おま鵠遣されるべきマあらう．

産地。朝鮮成秘j討a古mui1村， 1936VI 9) 、

盛義援 Ectlν01l!lU*1UJ.題幼患の捨索嚢

1: 腹背には巽をたした班紋又拭む字型の斑紋が遣うる・H・H・－－….；...るω ………～・H ・H ・H ・H ・－・2

腹背には揖喜どなした斑紋又はむ学識の蹴紋がない....,; ...……Eむか概：n/sna・ （朝鰐齢
~－ 謹はi尭色でその上に護色の瑚紋がある….... ・...... 

.. Ecdyonurus tigris lmanis誕〈角地顔〉〈繍艇をZ，第40闘｝

慨は翠色でそVJ:ICi来訟の斑紋がある；........人，·.~.....・H ・－・.........………1・….....-.. ~ ... ~. ~・H ・. 3 

3. 劇の前諸都には斑紋がない…Ecdyonurustobiironis Takah抑制〈角地産〉（図版可，務43111)

商の前総鵠には斑紋がある…，...・..……………ーム………...: ... ；.・H・－…………い…〉…； 4

4. 読め｝羽織に滋ふて密礎的等大の小斑紋がある；大探勝。絡には殺斑を有ずる～…－

….Ecdyo糊 ru.syoshidae Takahashi 
rえのお誌に治ぶてコf闘の小託誌がるる； bし凶鑓あるときは外務心もωが内古誌のもw
よ担も常iて大会い；小型で足にはぞか淵そ討し注い・…….Ecd,o榔rus. /i!bunensis . Imaqistli • 

哩

Heptag制時aJI 

54. Heptagmi俗語14 ノ 織政 II，鯵46溜

本：謹i主北方系のもので，北海道及び北浦氏議し，本州及び璃鮮からは知られてゐ設い。議初

の記載は務主張氏＜M描 vol5, pp. 113-115, 1931）により，！縄問謙一騎博士の採集にかLる

北海地磁の総本についてたされた珍北操遣では北部の北見（今回， 1937.Vllll6），手鰻〈今週，－

1937 VIII 27）及び:!t織の錦路＜I筒器， i.980VIIl 18）で探集されたりであるカふ樺太にも

多分遅ずるものと強怒される。北海道産・のものと北櫛産のものとは多少斑較に異ひがある。乙

¥ t亡i土議潟識トレ刊をト躍のものを棋準として記載する。

間は鶴告の.tt主色！Ci'.先黄色又i立法鴻紅の斑紋がるる。顕部ICは約畿の中央IC〕倒の談合設があ

り，また.fji.JI誌の外観IJ応接する諜f!.!.設がある。倒綾によっては断l縁の殺と巾央殿般の外甥の紋と

が縫いて縦技を授はすととがるる。頭部の側繍IC治ふても淡色斑が認められるるなほ北見寵の

ものでは，＇14iJ鰍It.溌ふた淡色斑紋が＇＂央のも 0だけで悲しその悲指tともまた存設する。猟留

にはその後裁に挫して三議の誕舗があ札’j毛先輩のものではとれが融合して山学療を悲して

v・ーハ
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る。一般にとの胤紋の前方離脱との聞に更に－totの小斑紋が認められる0・吉iJ溺？？時前嫁に於い

てそのJjlが段もl起し側線IC滑ふた部分は淡色を呈する。その他の部分は設住？， ζのψiとる

って前閥均tc日問。闘い液低粧があり，また側掠の淡色部IC平行した巾初出い淡色縦~棄がある。

中央総合綿の上iとも決色の離様があって，とれは中胸？？に延長され，そt.1':一品事Ill＜なるが後

識で持ぴ鍛治去ってゐる。＊胸i'tにはこD他rfl央縦僚のI税制IC－倒の大きな淡!3紋があり， wing

budのつ！？携などに不規則投1践をした小斑黙が存をする。肢は淡色で＊脚仰の1n史IC£主モとと

もに鱗毛を立なべてゐる。諮簡の外援には一頭に短いお~~毛が生じてゐで，そとには被械な補色慌

が諒あられる。接持は落部と末論怒とを徐きrtJ康〈褐色でるる。鮒聞は淡色マある。

能'Ir第 9 絡までo~絡のや央部にはー欝む鮮韓友斑紋がるる。第 2 ］~潔郷 7郎IC]i り，この

斑紋の後方後議器ひに援紋が認はれ，とれらむ三設が操合するときれま Ee，命＇onurus踊のむ字

紋に器い斑紋を現出するが，乙む額向iま第4，第5及v:第7，第8の服部tc認められ，もし第5
部tr:認bられぬ議合は第7節にもまた認められ友いのが普通で詰；'.) 0 総第7節までの持結iζは

側鋭部にも 1舗の小斑紋があるが，これが韻：たして部縁を決品化しでずったような摺鰐で怠る

百，との竣色部。内｛間にあらたに一極の小斑設が現れる鱗均が認められ＂－＞ o B支援は色うずくま~t

紋＆：.：快いてゐる。関、葉は各俸とも同形で，米鳴が鱗念りjfJやま造ずる鰻舟のまうる揺では内地譲O

H. kihada （随版E，第45圏〉に儲てゐるが，各部ともに絡ま廷が小さし之に反して蘇絞鰐が主〈

政指した滋は~iる本韓が除？倒産<D 11. co:wulans tと近いものでないかと患はしめるふ訴えた誌は

紫禍也生伯μζゐる。ーとして Eι町山叫んお十 Jl.. kihada ~と異って，二本麗ではよ〈設i主した；2

Hx~思が最後の島町亡於いても認められるの寸ある。思i土器部は策調告を帯びるが三大第に設色とな

る。北見麗のものでは基宇部に四節目f廷に淡視の節の入ってゐる部分があって，寄与斑を現はず

が，北浦設のものにはζの｛境内は認められ党泣い。中央の賂のi穏側及び補搬のよ丞の内却には毛を

讃ひ，また Ecdyonurus問概に剛毛をど品へてゐる。，とれは謀部”創立各節の末端に認め得るが，

設には二節目毎に詠められるようになって， ~fl常米端にまで及んでゐるむ充分生長した幼識の
大きさは 9.0 耗乃至 12.0托認であれ滋0長＜！－は 16.0 純伎で~る。

産地。謀関越： 牡丹江省鶴治湖摩（宮地， 1938x 23), 興安北省ハイラル潟水戸ザ（川村，

1938 VII 11），興安i持者トレモト（加藤， 1937VII 28) 

55. Hゆ秘'genianb E害総意，告書47溺

詰言語iと鎮で鰻の地名iま鶴~で， f縫紋i主演紫色であるe しかし本設の1iJ1部I抑制ζは；放路交がない。

翠鵠の外鶴に接したE経緯は認められ，また議関にも斑紋はるるが鮮明を続いてゐる。前倒背の

形及び斑紋ともに詰：：種に叡てゐるが，本綾ではが央綬俸が明殺でたい合 rjt）淘'Ifに書きいてもまた

•fl央部iとは鮮明tJ.J~E絞殺量発いてゐる。前綾部から wing budの内務に滋ふて軒続した…つの

｝規事抑制ゆるが，‘とれも鰯線によってははっきをりせねものがるる。 wing bud自身にら淡色紙
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俸が脱れてゐるものもある。肢は色柏聖うずく参加 Ir.；＆をける主う主主鱗替な斑紋i主認められ設

い。但Uftii苦は栂2謀者とのぞげばい〈らか漉色といへるむ臨？？掃討z詰までの各節目中央部にはna

と向様iこー針の11）］捺左斑紋が認められる｛しかし開綾部には naのよう友認数列t::なくて， mt

誌に靖ふて殺る蕗の取の成いf変色tt~諜が護達してゐるのである。たほ本穂の鞍？をには，中央鵠

の泌をなした斑紋の上を結いて，腿荷の外蕗tc.~tえたもりと詩とような縦い轍毛が一躍に主主え’

てゐる。 fill詞は淡白で泌紋iま鈍いが，第9節の後鰭部のみは一般に綾色を』還する。鰐には響し

い特i設がある。械も naと碍とように糊色を事び？と締枇鱗が蟻ょく鶴してゐて，それ
が扱泊者となす一本の太い幹から枝分れしてゐる賠i主， Bl，桝備の綿扶鱗を患試やるものがるる。

しかる－J：とした蕗では本磁的勝は路葉を畿やてゐるかのように見えるのであるがjζれは隷畿

鰐の議壊にくらべて娯楽のまま建が朗る惑し時んE一本の蘇殻鱒と大義たきまで退itして了、っ

てをち，その上それが締法擦の下にかくれてまってゐるために，表援から見たゅでは見えない、

のであるc しかしかくの知く遜免してはゐるが，か主る鱗3躍の存3うミ誌第1掛から第7鱗にヨまる

まで完全iと認められる。日の構濯も員；i種間接であるが，｝様tζ淡憶で害事斑は認められない。ま

た1るの起さが家的IC！毛〈て慨長の二信託壊する。従って総毛の認められるのも中央部ifttt::主

ある。充分it：民したときは盟長13.0粍乃澄14.0蛇Iζ建ずるe

本語iま内ま訟にも躍するが， i事る診しい種類に議し，その様地も未だ詳し〈はわかってゐない。

京将ttJ;（瀦IJlli定Illでけ、将来｛l{ijp.!fJ：匹持たととがあるに過ぎぬ。乙れから均へると恐らく純締

な2米側以上ω ものでな t ℃， i出品，；；µ• 1,,dil• G，紛れ込んで来たものであらう。大涼臨湖試験段の，11い

総本の中tc－~山本種を見m したが，そのラペルには‘ 1917 VII 1ζ京都東J1J緯児ケ泌す・K’
とるる0 ＜：この1!1!.奥Jll一之湯氏によれ議久島宮 l・ii1IJ 1 Jの交流で一匹採集された。朝鮮に於いて

も今の蕗突の叩箇所から探薬されただけ台遣うる。

礎地。檎室主全鞍北域内務出義語家底下（山民 rn86VIII 16) 

窓型産 Hψ的グetlila腐坊患の機講義

t. 議後の館、は師、菜のみからなり，綿鼠・鰐を鋭いてゐる…－

…••• He.ρtagenia会1・hadaMatsumura （内地諜）
故後の鰐も鱒漉と料紙躍とからなってゐQ………島・ H ・H ・.：..・H ・.··•·・...…....・H・...い.. ~＇ ..... 2 

2. 各部ともに総菜と斡J氏陣とのi泌潟は明瞭である；説。前鰭i亡慌紋がある…・

…........・ H・......H，φtagenia naりと海道・北様産〉
まを織ともに闘能i主総II.え鎚と見競る程程fとしてゐる；頭の員；i議κRf紋がない….....

… llφf銭genianb〔内地・朝鮮産）
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r'51Y Rhithrogenajaponica U企ば0（弱鮮者刻Ji;)
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Ecdyonurid般の分譲はついて

本科tζ踏ずる車ft.I在H幼畠は，本f!S誕Vitiζ於いては…般に鵠絡のものよ担も緩占的な地誌を占

めてをと控， Zこfl！主孜々が係主患の掠薬品を檎ずる揚合tζ，本科のものが常にその中の範霊安多数l:;

11iめてゐることにもそのー離がうかがはれるのである。然るに本科の分類，特にその幼識の分

額は，能楽部雌t:1申でも最も器類［；なものとされiこれに践しでは諸家の聞に今なほ意見のー設

をと~たいてゐるように忠はれる。来者！tJ：記。如〈，来援基の本斡の幼晶で諸筆者の拾し得たもの

を， Cit.ザ•gma, Rhitlirog£na, Epeorus, Bl・φt陥， Ecdyonurus,H，φtageniaの六識に分説Lた。
であるが， これらのrJtで Rhithn曜-ena弘持（！（｝YUS,Blψ•tus の三三五るは比一戟的その特徴が制需とし

てゐるのでる7->。従って問舗はいつも残担の豆嵐 Cinygma,Eeゐ担金銀urus及びHφtageniaの、

識別企JI持にあったt:けだが，接若手は数年に亙る経験によ払と主に少4とも議亜産のものに鱒
ずる探りは従来の諸捻とは，：多少その準議事ど具にした新しい立舗に立って十とお主婦を務総花

識別し詩るに至ったと穏やるeそしてこの識BIJ惑に就いては，本稿の初めにあげた属の検索運委

が，之を~t約してゐるつもりでるる。

主化にこれら六h誌の樹立閥深であるが，これに認しては撲に形態感的t:.路持棋の比較に.tl:らた
いで，接持の観幾した紛議設ぴiと成識の生議~考患に入れるととによって， との麟でも筆者；

は訴しい晃鰐を有するにヨさつ ＼／〆戸川町一町、九ム＼

たのでるるc IWちその幼轟 Bleptus－＇－静e~rus 念 流 ・Rhftli問 'f!e械
が hygrop祭trict；.諮性を税

はす Bl.ψtusそ除けぽ，残

りの五局の接選揮は之をと鑓式的

に示すと， 1』・闘のようtc一つ

の関護者と以って表現Eされる0

l'iPち母eorusとRh#hrogena
Ecdvonuros 緩流，Cinigma

とは夫,1': -Ecdyonurus銭g,!: ' ,. 、♂ ＼ー＼／

Cinygma 鱒とに於げる念波 ＼、・.. / 

生活の我表者なあるが，この c 、 司、Hφtageu1a・ 
I~~者はまたともにおdi生日. ｝＇；－であるといふことによって和結ばれ，共認の1醇賓を;tぎするに五っ
てゐるのである。筆者iま本務の記載を， 1'jit:.る銭JJ：上から， Ci：符rgma之参初めて Hψ・tagenia

‘ 

i乙終る悶1-1；をとJ;えってしたが，か〈の如〈鶴礎的主主総埠にある以上は，之をと輪憲漢に示した願串 1

のよιうに， Epeori掛から初めて Rhithrogena に終らしめることも出来る。但し.Ee＇命•onurus­

EPeorus及び Cinygma-'-Rhitlu切.gena.は夫々一つの系統蓄と翠はずもりであるから9 とれをそ

の11~rmで習期するととは土ろしくたいのであるe 主ほとの問題については，患者は誕の2金究
(Annot.Z開 1.Jap.. vol 17, .PP・ 23…36, 1938.: M母m.Coll. Sci., KyotO lrnP: lJniv日Ser・Bt , 

， 
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vol. 14…in print）で可成り採し〈述べるところがあったから，それを券燃していたピけば傘

ひでるるむ

会有について

.g事者i対立後iじ上述せる患によって明かとなった朝鮮・ ti・塩害時及び内索前慌のま手接話幼識の純

類槙を，従来の捌殺でおる軽度までくわしくわかつてゐる内ft主治隷類相とJ:［：；較してみたいので

おるふそしてこのよt較研究によって， l:.’主に初めて東亜に於げる都跡目幼識変〉全治i朕態が総誌

2されるのである。尤もと：丸に述べる嬢括i主上鴻伶る滋の額々の資料IC:::.:i'i:.騨せるものであり， 2こ

れらの欄々の婆斜の集積が未だ必タしも完備してゐるとはいひ符ない続殺にわっては，とれら

の綿括は結論と見るよりも寧ろ擦来の分布地理事的研究に射すら指針として位攻つべきも自で

あらうふ

第一に，内地で筆者のフアミ F アーな議類球大拭前誌にも，まれ：i議すると＼.•ふことである c

Epeo問 Slat紳助成，・Eproruscurvatulus, Bleptus fasciatus, Ecdyonurus yoshldae, Ecdyontirus 

kib側側sis,Ci勾；VImaliirasana, Rliitlirogena JaPoniciJ, Atnetetus nwntanus, Amelet府 costalis,

I伽 iycliiajaj)onica, Sかhlonurussamekensis, Siphlonurus binotatus, Baetis t加·rmicus，均he~

merella basalis, EPhemerel!a nG，均hemerellan仇 Ghr>rf1tprpes初予＇！.rcafa,Pa・ri竹村Mebfo
chocorata，ぶ》hemerastrigata, h.phemera .lineattまゆをゴ込山］Y誌とし℃.！.~げ℃みかソ z ・t匂（＇： j'•j 

地で臼蒸しい様額で議主主ノ主主i主櫛洲誠に毒したいものが良ら P柑明してくる匂そしてこの内地で

' はごく普miなものであり乍ら，それが綿鮮乃奈は滞扮（[ii草に見出Zされてゐないといふたと，.ζつい

では，ヨえの二つの灘山が考へられる。

その一つiま朝鮮乃五はi議開磁i之内地と同ーの隷類がE悲しないといふだけで，とれとは分湖上

国関されても，非常に近隷治ものマしかも之と生態的11:＇土問ーの地整を市める異なった種類が，

照誤認弦穂として存在する議合でる ~o 叉泣内地と朝鮮乃滋は鞠洲とで，同一雄が地方的車種
iこ刻れてゐるといよ‘ような揚合が之尚喜す•.Qo とういふ痴はぬ加merella.trisρi~仰と碍•he­
merella tri.ψ•ina na，或ひは Bae~iella }a.拘m'caとBaetz'ellaja.ρonica仰との関係iむその誌

も代炎的な棋をー見出すが，先に示した内地と斡態乃ヨ誌はi端技IHζ共通な議類といふもの＼ r!t tcも，

くわしく見れば，内地産のものと大隙擦のものとの開le，多少とも拐遣の見関連れるものがあ

ってもよいりであって，之を分組鼎的に務長長c う取掠って行くかは別としても，かくの虫n~き；ffl遣

の存設は，他の昆議伊iへば牒なt:1r.於いで認められる庭から類推して5充分務恕し得る成であ

久’蹴ICEρ印•rus latif oliumなおこその例があったわげである。結ってこういふ同屈のi日立

穂又は間設の諸積によって島理的主；憾み分けの行iまれてゐる揚合は，率み部地f'C問一殺の存ず

る揚合と持ーの朔刻。下に程合されるものと見倣してもい弘であ今う
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之に針して， J有機で普地な種類マあり守主ら，それと河ーのものも車交ひはそれに問枕的な就位

純：も，今の底会控却授から待・られてゐないといよ掛合があふそしてこの議会は，その種額が

大院には筑僚に控しないのか，それとも産するのであるが今まで、にまだ邦議されてゐないのか

のEちらかであらう。！おでそういった韓蹴にある共通設が見IHされるのは詮立に龍するの守遣う
って，一締役あげれば｝大陀からまだ採集＜！it.てゐない抑制抑附wi,・E戸iorushiemalisの

二棟は，ともに経滋流郊の主主行につ〈隷類であって，犬鰭にこういふ棟上復が按けてゐると考へ

るよりも， Zこういふ接地は:tだ支分に探薬されてゐないのでないかといふ蝶ひが生やるのであ

る。砲の劉としては，五訟の10創世榔tobiironis,Rφiagenio ki・hada,1ゆteromimus・ tipulif ot明is,

Ameletzts k;yotoensi.s, 1学lwmerain.仰1icaなどの一群町これらはいづれも比較（i明f流性むも

のぜある＆従ってJij｛流の調査がヨ配分行iまれた主主ら1-.f'，見付かる可能性が君主いとはいへないゆで、

あるc引もから Epeorusika榊絡や均hemerellolot制caudatoのように早春に一平〈務先ず

るものは，とのヰ芸誌の調炎が充分行はれ？と上でないと，議するか饗しないかを衛首出来たいと

とになるe尤も以上lまi有地に斑ずるものは大概ならば大陸にも遺していもであらうといふ前提

のもとに権論して打ったが，勿識とれらの中に｛震設JE銘の内地の特設を種が合'tれてゐないとは

限らぬの‘c:- あって， l有地にあれ控多援すtる Eρhemerel~a nigraが大障からー寵も持集2されて

ゐないのなεは，民つでとういふ考へのミむを支持するものともいへるcたほ立海越も今o成決
1て；ご？？μ：充分に行iまれたわけごはないがp

，， 
ス；財ゐらえIHされてゐない穏額は， Ep抑制

よU:llih '.¥::j,jとき，他はいづAしむまだ;tt｝脳立からU主おじ，n..てゐないことを附記して沿〈。

都三のIJJJ！舗は，角地とたF告とマ憾越のfil:1J,'J.:f重文はfir｝緩t/)ifil続が棲み分けを行ってゐるとして，，

諜らばこれらの棲み分けりま嘉延がf1ず滋に見出されるかといふととでるるι霊会物地職務に於いp

て．路線が分布境界線として必饗以上に議要親せられた時代もあったが，北・海議から捧~I乞渡

って，・Epeorus lat静liumの鱒葉めま経聖書が念fl:総かくた IJ, Baetiella ia.ρonicaに代って B僻

tie/la ja.ρonica械が，念た Ephemerellatrispina t叫言。てEPliemerellat地Jう•ina naが瀧れ

てくるのをと見るとき，分{I;境界緯としての京特出械を認め友いものはないであらう。そしてか

』る謎誌がl有地から朝鮮に渡った接合托もタ主張り絡められおのでみつてえれば， 5宗谷海峡と額

詐溶棋とは境界線として同俄f遺書c1iし，この附者をつなぎ合はせて意文へたいわけにたる。陣

式のものと大陸わものとがよく鯨でみることは仰の擁類についても再三校殺して会いた慮であ

11. rm；灯lrf壊が分布境外鵠として重要性を有しないことは，就に1:：物地割阜で業認拘みのとと
と息ふから，師勝目 t,!J~誌の分11.i も念？とその例外をなすものぜないととはとれでわかるが，しか

しlatifoliumの問のがi殺の斑設が時太援になるのは，大陸でも北浦まで行かね控見られないu

tWちもしとのJfM'ttこ妥結をと必〈たら，・latifolium i乞隣し，京1'1-1，与総と朝鮮禅銚とは必やしも向

f質位計主主いととになるのであるo ~ f <! Ephemerella tris戸仰と培hetnereltahi物．側側と．

ぞ対比さ令れ此 2長谷￥~，搬手ぴ朝鮮t~識が機界競とたるが， tris/Ji1側側のfそりItMゆina削α

＼一
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を以って来たならば，技者は北協噂ICも臨するから， ζの場合は朝野海峡に問等在境界銀を宗

谷機賎より帝iこ｛毘定しなけれぜならぬ・なあらう。しかし最も興味があるのはかくの如き岡崎の

設担種器又は湾護の蛮持；欝]ltJl.lt\ される境界結でな〈て， j品~~もにした問枕韓関に見向される

議界誌であるs との換として Ecdyonurussoshidaeと沼宅金lageniana・ との分布境界誌を翼手 ” 

げるZことが出来る。

一鰐bit流性のものがより下流1伎のものに持して，その地域の先史者でおるといふととを云ふ

ためには，充分の吟p~を必擦とするが， f京流殺のものと同町岬鵡又はそれむ箆議謹が，懇では北

方にのみ産L，且北方iけをいてはそれが挺占的な地位をr1iめてゐるよう訟接合には，拾もま議肉《
』ζ見IHされるものを北万系の議彩服として併探する掛合と問秘IC.，之をー誕の遺存穂と兄慢し

て建支へたいであら勺ι怠ふ。 He.ρtageniaの殺類は内:l1l!.lt:ニ純期臨するが，それらはともに
燦裁判：むものと%へられ，そして龍のー賎 Hφtagenia11aは北方に於いては少くとも Ecdyo-

nurus yoshidae iこ捻説ずる続攻の綬11i詫なのであるから， とれより東亜i乙於いては曾って

Hφtageniaが楚えた時代があり，その後iこEe，むonurusyoshidaeの今日見るJ:うた事主張な分

布が混同するとともに， H増加rgeniaは／Ji（詫〉とは北｝jlζ主llいたものと解し得るとせば， h.Cめ紗

nurus yoshldae c Heptagenia naとの分布境界線なるものは，おこあぜた罷議の近型経又は
f臼Hi；の｝；日夜間の椛界綿よりも，その成立の｛夜件が明櫛マあり、 llその成立も恐もく富いもので

あらう 0 l:Wちか＼ f/) ~II 合純鳩のfiiJ1ir.純を T!Jふるこ＆によ＂＂.）.じより基準的危磁系議外の給部が

諮られるの？なからうか。そしてとの境界純iζ闘し，北出j詩句は記事￥11KN'if•Rの:tn錯する成制緩

めることが出来なかったが，札税控ぞ1>:J1rc-1土Ectzyonurusyoshidae q_y，みが得られ，北九の削別

Jllやヂ騒の子重量JI!では H妙tagenianaのみがf'Jられたことからして，境界は ζれら岡地聞の

何露かにあるものと怒像されるeなほ偶rnt専念廷）l'Jられたのは， ill！路琵寒潟Iζztくワj、流である

（前向制揮，見重量 vol.5, p. 115による入大総計ま銭的tli念日ままだ Eeゐ1onurusyoshid，仰 の J

方が綬勢で， Ecdyonurusyoshidae: Hiφtagenia na.は提案された犠襲撃のみについて法へ法

10: 1であったが．ハイラルでは反掛tr.1: 7でHゆtageniaの方が多い。それ故と0境界総はι

今の成多分北榔議中部を東南から回北iζ斜めに横断して，朝鮮の中で北部議に策怯的に設もよ

くWJ.tiこ成競市北滋をかすめ，ウスリ戸Mの￥Iii械にWtふて北越し，満洲［必の消ii：紘清宮！？級に訴ふ

て北潟安東部に定札児iて内議古シラムレン川勺 Hφtagenia仰が採集された此から凡れば，

蒙古高捺に治ふて潟1ょするとともに尚Jilζ11t1ぴてゐるものなるるまL必叱考へられる。そして

と既設は多分 E訣eorusaesculusが友銀1に手数近ぐの認さに現れる地礎的位聞とも開設とー殺す

るであらうからi今後分布の謁売を線認ナるに合札取教へす3とういふ想定線香ケ叫挫のよ割安の

茶準として， lilHζ惑いて会〈ととも抵；堂義・0は2まからうと翠iまれるミ

(1939, 6，総務γ｝
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